
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    不戦無敵の影殺師ヴァージン・ナイフ７


    
      森田季節

    


    
      イラスト　にぃと

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    １話　パープル・スカイ


    ２話　ＨＵＭＡＮ　ＧＡＴＥ


    ３話　残酷な夜を越えて


    ４話　超人の領域へ


    ５話　はるか、かなたへ


    エピローグ


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    



    １話　パープル・スカイ


    


    


    　もしかすると、今日はみぞれが経験した中で最も印象的な一日だったかもしれない。


    　これまでで最高の戦闘能力を発揮して、そのあとに恋人が死んで、異能力者業界を引退して理系の学部に進むことを決めた。これでもかっていうほどに詰め込まれた一日だ。


    　人生には転機っていうのが誰だれしもあるだろうけど、その中でもとびきりデカいのがみぞれに訪れた。すぐ近くであおりをくらった俺たちも、その空気にあてられて、やけに疲労していた。


    　本当に疲れたし、今日は帰って十時間は寝るかなんて思っていた。


    　なのに、夕方にまだこんな大きな話が残ってたのか。


    



    「人間になると決めたら、教えてね。そのための異能力者を紹介するから」


    



    　小こ手で毬まりの前で両手を広げて、天て児こ奈なはいつもの軽い調子で言った。


    　それと同時に、きっと「人間になる権利」という目に見えないものが天児奈の元から小手毬のほうに渡ったのだ。


    　天児奈はベンチの上に立っていたし、そこに夕焼けの赤が入ってもきたから、儀式めいて見えた。


    　一段高いところから、王が勲章でも授けているような光景に思えた。


    　小手毬はどんな感情を示せばいいかわからないみたいに、間の抜けた顔で口を開けていた。


    　たしかにみぞれとの戦闘以外のことを考える余裕もなくて、その権利がもらえることも頭から抜けていただろう。


    　しばらく誰も何もしゃべらなかった。怖こわいほどに静かだった。


    　今いるここは駅前の景色によく似ているけど、天児奈が連れてきた誰もいない世界なのだ。だから、音を出すものだって存在しない。街というものは自分で音を作ることはない。そこにいる人間が音を作る。どんなに栄えているように見える街だって、それは同じだ。そんなことを人の絶えた景色で思い知る。


    「本当、なんですか？」


    「ウソって言ってあげようか？」


    「それは困ります！」


    「じゃあ、私を信じてね。といっても、人間にするのは私じゃなくて、別の異能力者だからね。口添えはするけど、向こうが『うん』と言わなきゃ、どうしようもないよ」


    「なんだよ、天児奈はあくまでも紹介だけってことか。なら、偉そうに言うほどのことじゃないだろ」


    　それじゃ、「人間になる権利」が手に入ったことにはならないだろ。その前段階だ。


    「何か不満があるみたいだけど、煌こう霊れいちゃんを人間にできる異能力者なんて努力したって会えないんだからね。もっとありがたく思ってほしいな」


    　天て児こ奈なのウサ耳がぴんと立った。これは不服を表明しているんだろう。


    「わかってるよ。俺や小こ手で毬まりだって感謝はしてる。けど、こんな経験そうそうないから、どう気持ちを表せばいいかわからないんだ」


    「そうだね。一般的な価値観からずれてることは認めるよ。私たちはすごいから」


    　まったく自慢げでないふうに天児奈は言った。俺のほうも、そのすごい奴やつらの一員になった実感はろくになかった。


    　それじゃ、今日のところはこれでおしまいだ。みぞれと戦うだなんて地獄みたいな経験をしたけど、終わりよければすべてよしということで。


    　でも、この世界の自宅に戻ってもしょうがないから、元の八はち王おう子じに帰してもらわないとな。ほかに誰だれもいないなら防犯にはいいかもしれないが、落ち着かん。それなら暴走族が爆音を出してるのが聞こえるぐらいのほうがマシだ。


    　けれど、俺のパートナーは、石にされたみたいに、まだじっとしていた。


    「あの」


    　小手毬は視線を上うわ目め遣づかいにして、ベンチに立っている天児奈の顔を見み据すえた。
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    「今すぐ、人間に戻してくれるという方に会わせてもらえませんか」


    　天て児こ奈なの目が大きくなったように見えた。ウサ耳もそりかえるように小こ手で毬まりのほうを向いている。それでも、俺のほうがもっと驚いているに違いなかった。


    　物もの怖おじすることもなく、小手毬は権利を行使しようとしている。


    　その権利は当然持って帰ってから検討されることになって、しばらくの間は後生大事にとって置かれる──そのつもりだった。


    　まだ小手毬は心の整理ができていないと思っていたからだ。小手毬の悩みや不安はさんざん聞いた。少なくとも、迷いが吹っ切れたなんて話は聞いてなかった。


    「人間になる決心がついたってこと？」


    　天児奈もまずは状況の確認をしようとしていた。俺と同じでそんなにあっさり行使する話になるとは考えてなかったはずだ。


    「正直に言えば、まだです」


    「「えっ？」」


    　俺も天児奈も小手毬の言葉一つずつに振り回される。


    「それでも、会わせてもらうことはできませんか？　その異能力者の方に会うこと自体が決断の材料になるのではないかと思うんです」


    「私、『人間になるって決めたら会わせる』って言ったんだけどな。モデルルームみたいに説明会を開くつもりなんてなかったよ」


    「わかってます。だから、頼んでいるんです。もちろん無理と言われたら引き下がります」


    「ずうずうしいなあ」


    　俺も内心うなずいていた。でも、できるだけ詳しく知りたいという小手毬の気持ちも当然だと思った。人間になる具体的な方法だってまったくわからないのだから。


    「でも、私もずうずうしいから言いたいことはわからなくもないよ」


    　天児奈が右手親指と人差し指で輪っかを作る。ＯＫのサインだ。


    「あれ？　いいの？　マジで？」


    　絶対無理だろうと思っていたので俺が代わりに聞いてしまった。


    「たしかに人間にできる異能力者って私じゃないしさ、疑問点とか直接会って確かめてもらうほうがいいかなって。一年間かけて結論出したのに会ってみたら『考えてたのと内容が違う！』なんてことになっても困るでしょ」


    「そこはフレキシブルな対応をしてくれるんだな」


    「どうせすでに特例なんだし、問題ないでしょ。それじゃ、早速案内するよ」


    　ぴょんとベンチから跳び降りると、そのまま天児奈は小走りで駆け出した。俺も小手毬も黙って追いかける。


    　天児奈が向かったのは、駅直結の商業ビルだった。デッキも二階入り口とつながっている。


    　ビルの自動ドアが天て児こ奈なに反応して開く。


    　その瞬間、俺は何度も体験していることでまた驚かされる。


    　ドアが開いた先には見慣れたスーパーの光景はなくて、ショッキングピンクの不気味な空間がどこまでも広がっていた。


    　どこまでもと言ったが、ピンク一色のせいで遠近感がよくわからないんだけど。三メートル先が壁なのかもしれない。


    　ドア横のガラスからは確かにスーパーが見える。この開いたドアの部分だけ、空間のつながりがおかしくなっている。


    「お前、空間に関してはとことん自由に操れるんだな」


    「敷居とか扉はね、空間と空間を結ぶところだから不安定なの。その不安定さを私は利用して、ほかの世界と接続するんだよ」


    　簡潔な説明を終えると、天児奈は「ついてきて」と言って、ピンク一色の中に入った。ピンクといっても、ここまで極端だといかがわしさはなくて、不気味さだけを感じた。


    　俺と小こ手で毬まりは並んでほぼ同時に中に入る。


    　まともに床があるかもわからない空間で、なんかマシュマロの上を歩いているような落ち着かない感覚だ。


    「行き先がかなり特殊な空間だから、乗り換えが必要なの。もう一回乗り換えるからね」


    　足音なんてまったくしないが、天児奈は俺たちがついてきている前提で話す。俺たちもこんなところに取り残されたくないから、あわてて追いかける。


    「空間にも乗り換えって概念があるのか」


    「そう、地下鉄みたいなもの」


    「東京の地下鉄にここまで悪趣味な空間はない」


    　ただ、乗り換えという表現はかなりリアルに体感できた。


    　いつのまにやら真っ青な空間に変わっていたのだ。カキ氷のブルーハワイみたいな色だ。急に見えない穴に落ちたりはしないが、やっぱり足下が不安で楽しくはない。色みのせいか、さっきより冷えているように感じたが、心理的なものなのかどうかはわからない。


    「こんなところに一人で放置されたら一時間もしないうちに変になりそうです」


    　美意識にうるさい小手毬から苦情が出た。普段はオシャレに興味のない俺も同意見だ。バグったゲーム画面みたいな光景だ。


    「現代アートの美術館でこんなところないか？」


    「非日常的なものをなんでもアートと表現するのは乱暴です」


    「私がカラーリング決めたんじゃないから、責任持たないよ」


    　天児奈は慣れた場所なのか、どうでもよさそうだった。天児奈の前を歩く勇気はない。少なくとも視界に色以外の情報は何もないのだ。


    　ピンクと青の空間を合計十分ぐらい歩いたかなと思ったら、奥になにやら大きなモノが見えてきた。


    　床があいまいなので、浮かんでいるのか、置いてあるのか、どういう表現が適切なのかわからないが、とにかく何かが存在していた。


    　幸い、見た途端に死ぬ邪神像だなんてものではなく、人間ならそれが何か認識できる範囲のものだった。おかしいのは空間のほうだけだ。


    　鎖くさり。鎖。鎖。


    　金属質な鎖でがんじがらめになった人間がそこに存在していた。鎖の始点はよくわからないが。どこからか出現している鎖が人間にからまっている。


    　両手は上にさせられていて、ハングアップのポーズをとっているように見える。いかにも監禁されていますという姿だった。とはいえ、体の拘束がなくたって、こんなところにいないといけないだけで、ひどい拷ごう問もんだとは思うが。


    　捕らわれている奴やつは金髪を短く刈り上げた男で、上半身が裸なうえに体も分厚かったので、格闘技の選手めいて見えた。


    　これがプロレス会場ならそれ以上疑問に思うこともないのだが、残念ながらじっとしているだけで気分が悪くなりそうな真っ青な空間だ。


    「おお、天て児こ奈なやん。それと、後ろの奴は、まあ天児奈と来てるってことは新入りか」


    　男のほうもこちらに気づいたらしく、視線を向けてきた。思った以上に呑のん気きな声だった。


    　新入りっていうのは、「『天てん上じよう』の新入り」って意味なんだろう。


    「そう思ってくれていいよ。それで、その新入り君のパートナーが諸事情で人間じゃない状態になっててね、人間に戻ることも視野に入れてるってわけ」


    　それで話は通じたのか、その『天上』はぱしぱしと瞬まばたきをしてみせた。表情からして、そういうことかという意味なのだろう。どうやら鎖が特殊なようで首すら動かせないらしい。


    「あのさ、スルーしたまま、本題に入るわけにもいかないから聞くけどさ、あんたはなんでこんなところで縛られてるんだ？　これ、尋常なことじゃないよな。一番穏便な答えは趣味でやってますってことなんだけど」


    　小こ手で毬まりも面食らっているみたいだし、俺が代わりに尋ねた。今、俺ができるのは小手毬が知りたい情報を聞き出す助けをすることだ。


    　悲惨なはずの状況と、そいつがあっけらかんとしているのがうまく噛かみ合わない。


    「趣味ではないな。はずしてもらえるんやったら、ぜひともそうしてほしいわ。百二十六年もこのままで飽きてきた」


    「違うよ。百三十七年」


    　天児奈が訂正した。この数字だともう十一年間が誤差に聞こえてくる。


    「お前さんらに時間があるなら、どうしてこんな鎖のお世話になってるんかいくらでも語ったるわ。それぐらいしかできることもないしな。ここには天て児こ奈なぐらいしか来んのや」


    「私、小こ手で毬まりと申します。よろしくお願いいたします」


    　顔色も変えずに小手毬は動けない相手に丁てい寧ねいなおじぎをした。相手が礼儀を気にするタイプにも見えなかったので、俺は首だけの会え釈しやくですませてから、最低限のことを言った。


    「年末に『天てん上じよう』になった冬ふゆ川かわ朱す雀ざくだ」


    「ふうん、異能力は何や？」


    　得体の知れない奴やつに力を明かすことにわずかな抵抗があったが、意味はなかった。


    「他人の異能力に干渉できるの」


    　天児奈が断りもなくあっさりと言ってしまったからだ。


    「ああ、天児奈が言っとった異能力者やな。ていうか、煌こう霊れい遣いの一族やろ。霧きり雨さめに会ったことあるから、おおかたわかるわ」


    　あっ、そうか。天児奈なら霧雨を連れてきててもおかしくないな。霧雨を知ってるなら、話は早い。


    「霧雨の元パートナーは俺の親おや父じだったんだ」


    「あいあい。煌霊を人間にしてくれということやな。了解、了解」


    　つながれている男は愛想よく笑った。本当に鎖くさりのことなんて忘れているのかもしれなかった。


    「厳密には人間にしてほしいんじゃなくて、人間になるかどうか見極めたくてあんたに会いに来た」


    「細かいことはどうでもええ。どっちみち俺は自分のことを話すで。なんでかって言うと暇ひまやねん。年寄りの話は長いから覚悟せえや」


    　ふと気づくと、天児奈が変哲のないパイプ椅い子すに座っていた。しかも俺と小手毬の分もあった。長くなるからこれに座って聞けということだろう。


    　俺と小手毬は礼も言わずに座った。『天上』っていうのは奇跡を起こすものだ。いちいち驚いていても意味がない。


    「俺の名前は真砂まさごや。生まれは建けん久きゆう二年」


    　聞き慣れない年号でいつの時代かよくわからん。


    「鎌かま倉くら時代初期だね」


    　天児奈の補足が入る。ということは、アバウトでも八百年以上前か。


    「俺はもともと陰おん陽みよう師じの家系に生まれついてな、はっきり言ってかなり才能があった。会ったこともないし、その時代にはすでに伝説化しとったけど、安倍あべの晴せい明めいぐらいの力が使えるんやないかって思ってる。あくまで思ってるだけやけどな。こういうのは会ってみんとわからん」


    「聞いた話でしか判断できないけど、多分、晴明さんのほうがすごかったよ」


    　天児奈は誰だれから聞いたんだ……。まあ、どうでもいいや。本題じゃない。


    「俺の能力は生命の時間を操れることやねん。もっとも、厳密には異能力やない。その体系はすでに俺の時代には陰おん陽みよう道どうで伝わっとった。おそらくやけど、晴せい明めいとか賀茂かもの忠ただ行ゆきみたいな陰陽道の大物はそういうことやってたんやろ。ただ、それができるのが当時、俺ぐらいやったってことや」


    「陰陽道自体はどうでもいい。そのまま、続けてくれ」


    「それで俺は『天てん上じよう』の仲間入りを果たしたわけや。あの頃ころは『天』とだけ呼んどったかもしれんけど、まあ、どうでもええわな。けっこう長い間、俺はこの異能力で『天上』の作戦に関わっとったんよ。俺のおかげで助かった命も多いで。悪い奴やつの中にはそのせいで死んだ奴もおったと思うけどな。貢献度から言うと、相当上なんとちゃうん？　天て児こ奈なはどう思う？」


    「上の下ぐらいじゃない？」


    　基準が本当によくわからん。でも、俺よりは絶対に貢献してるだろう。


    「ただなあ、今から百二十六年前の話な」


    「百三十七年前だよ」


    　天児奈が細かいのか、真砂まさごが雑なのか、どっちなのかよくわからなかった。


    「その年に、俺は『天上』を引退したくなったんや。長くやっとるとな、そういう時期も来んねん。それに明治維新の前後に相当仕事したしなあ。これ以上、歴史をいじるのに関わるんもどうかなと感じたんよ。そしたら、この有様やで」


    　有無を言わさず同僚たちに捕らえられたっていうわけか。


    「なんでだ？　ヤクザみたいに、抜ける時にひと悶もん着ちやくあったのか？」


    「時間を操る異能力っていうのが、あまりに強力すぎたんだよ。しかも、君の力と違って汎はん用よう性せいもすごく高いでしょ。完全犯罪だって思いのままさ。そういう人が野放しになってたら怖こわかったんじゃないかな」


    　天児奈は他人事のように解釈を披ひ瀝れきした。


    「俺は友達多かったわけやないけど、真ま面じ目めにやっとったぞ。だいたい、世界をひっくり返すぐらいのこと、俺以外の『天上』でもやれるやろ」


    「君の異能力だと目立たずにやれるからね。だから問題視されたんでしょ。それに、時間以外にも君は陰陽道の秘術をいくつも使えるからね」


    　天児奈の話は事実からそう遠く隔へだたってもいないんだろう。真砂一人で世界の均衡が崩れてもおかしくない。ずっと一緒に働いてきた相手に穏おだやかじゃないが、いい爆弾も悪い爆弾も爆弾には違いないのだ。


    　しかし、『天上』のやったことはあまり合理的な方法には思えなかった。


    「じゃあ、なんで、この男は殺されてないんだ？　それなら絶対に力を悪用されないだろ」


    　組織にとって邪魔なら命を奪ったほうが早い。今さら良心の咎とがめも何もないだろうし。


    「唯一無二だからでしょ。時間を操る異能力者なんてほかにいないからさ。だから、何かの時に備えて生かしてるんだよ」


    「完全にモノ扱いですね」


    　小こ手で毬まりが顔をしかめた。煌こう霊れいも使役者によってはモノのように扱われかねないから、同情する部分もあったのかもしれない。


    「生かさず殺さずか。それはそれで残酷な話だな」


    「でしょー。私もひどいと思ってる。なので、同情してここにも顔を出してるわけ」


    　こいつ、本当に軽いな。


    「『天てん上じよう』というのは世界が大きく悪い方向に行かないように管理する組織なの。それは君もよくわかってるよね」


    「少なくとも、俺がやってきた仕事はそうだろ」


    「じゃあ、最も管理を徹底しないといけないものって、この世界において何？」


    　いきなりミニクイズが来た。


    「ええと、神様とか？　でも、神様の存在はさすがの『天上』も把握してないか」


    　天て児こ奈なは指で自分の顔を差した。


    「管理しないといけないのは『天上』そのものでしょ。『天上』レベルの異能力者を放置していれば、世界は重じゆう篤とくな危機に陥おちいりかねないから」


    　その説明ですべてがわかった。


    「『天上』っていうのは、『天上』レベルの異能力者を管理するって目的を持たざるをえないわけだ」


    　人道的かどうかはともかくとして、意図はわかる。


    「そういうことやな。俺の能力は便利すぎた。おかげでこんな目に遭っとるんや。優秀すぎるのも考えもんやで。なあ、新入りさん」


    　真砂まさごが視線を向けてきた。


    「俺のほうからもお願いがあんねん。ここから助け出してくれへんか？」


    　それは真砂の立場からすれば当然出てくる欲求だ。


    　だからといって、頼まれた側としては穏おだやかじゃなかった。


    「俺に『天上』の反逆者になれってことか？」


    　気楽に謀む反ほん人にんになるわけにはいかない。


    　いくら小手毬を人間に戻してもらいたいとしても、こいつが仲間から受けた仕打ちが理不尽なことだとしても、相手が悪すぎる。


    　だいたい、組織っていうのは絶対に敵にまわしちゃいけないって相場が決まっている。個人的な恨みならそいつを倒せばどうとでもなる。返り討ちにすることだってできる。


    　だけど、組織を壊滅させるっていうのは極めて難しい。刺し客かくを一人二人倒しても、第三第四の刺客が延々とやってきて、どこかでとどめを刺されるようにできている。


    　無茶な要求をしているってことは真砂も理解しているのだろう。とくに何も言ってこなかった。もしかしたら、本気で期待しているわけではなくて、時候のあいさつみたいな次元のものなのかもしれない。それでも、俺は冗談がわからないから呑のん気きにはしていられない。


    「ここにはウサ耳の上司がいるんだ。上司がいないところで言ってくれ」


    「私は別に今の『天てん上じよう』がおかしいとは思わないよ。だけど、同時に今の『天上』だけが正しいとも思わない。私たちは神様に近いとしても神様じゃないからね」


    　天て児こ奈なの言葉も態度もすべてがニュートラルだった。


    　つまり、我われ関せずってことだ。


    「黙認するのかよ。でも、黙認でもお前も同罪になるんじゃないのか？」


    「その時はその時かな」


    　まあ、この真砂まさごって『天上』とつながりがある時点で、天児奈は純粋な体制派ではないのだろう。


    「そもそも『天上』の組織を私たちは知らないから、これでは空論ですね。あまり実りのある議論にはならなそうです」


    　小こ手で毬まりは自分の立場からは否定も肯定もしないスタンスなんだろう。俺が決断をするための材料を集めるようなことを言った。


    「ああ、もちろんそれも話すわ。今さら、罪が重うなるもクソもないやろしね。ほんま、話をすることぐらいしかやることないねんて」


    「私はルールを守って言わないことにしてたからね」


    　うん、天児奈には本当にろくなことを教えてもらっていない。


    「秘伝のカレーのルーも教えてないしね、なんちゃって」


    　親おや父じギャグにすらなってない水準のことを口にしないでほしい。


    「この『天上』というのは、頂点に神こう代じろっつう異能力者がいてるんやわ。神の代わりって書いて、神代な。なんとも意味深で偉そうな名前やろ。いけすかんわ」


    　そりゃ、真砂の立場からしたら、真っ先に憎むべきはそいつだろう。


    「その神代の下に天児奈のような神代と直接会える数名の幹部クラスがいて、それ以外の『天上』の異能力者を管かん轄かつしてるんやわ。幹部クラスは組織については何も話さんことになってるから、神代のことは幹部しか知らん」


    「じゃあ、あんたも幹部の一人だったってことか」


    「せやせや」


    　あいづちも打てないので真砂は口でそう言った。


    「『天上』が秘密主義的だとは思ってたけど、本当にそうなんだな」


    「その神代の異能力が厄やつ介かいでな、自分の意思を実現させることなんやわ」


    　抽象的すぎて、全然実感が湧わかない。神の代わりだなんて名前の奴やつが火や氷を出すだけの異能力者とは思えないから、違和感はないが。


    「たとえば、君が『実家が近所にあったらいいな』と思うとするでしょ。そしたら、本当に実家が近くに来てるの」


    「それ、便利だけど地理的にはどうなってるんだ？　津つ山やまは岡山県だぞ」


    「さあ、なぜか君が住んでる近くに両親が住んでて、それがおかしいと誰だれも気づかないんだよ。誰も気づかなければ何も問題はないのと同じでしょ。それが神こう代じろちゃんの能力。事実上、神代ちゃんの思うがままに世界は動いちゃうわけ」


    「そうそう。そう言ってくれないとわからな──待てよ、強すぎるだろ！」


    　もはや、戦闘にすらならんだろ、そんな奴やつ。


    「だから、どないしようもないねん。神代のやり方が気に入らん幹部はほかにもおるかもしれんけど、逆らいようがない。『死ね』と望まれた途端、死んでまう。神様っていうのがおるんかわからんけど、おそらくこの世界で確認できてる生物の中で最も神様に近いんが、その神代や」


    　恐怖政治だろうと独裁政治だろうと、トップが最強ならそのシステムは崩れないってことだ。


    「お前がトップを許せないのはわかる。だけど、そんなのにはいくらなんでも勝てない。どう考えても世界最強だ」


    　元ＫＣのチャンピオンとして世界最強を名のっていた手前、ほかの奴をあっさり最強と認めるのもどうかと思うが、こんなの、次元が違いすぎる。存在自体が卑ひ怯きようだ。


    「うん。俺とか天て児こ奈なでは勝てへん。これはジャンケンみたいなもんや。グーではパーに勝てん。そういう決まりやからな。もう、絶対に変わらん。────しかしや」


    　真砂まさごの顔にふてぶてしい笑みが宿る。その表情に大物の迫力を感じた。『天てん上じよう』まで来ると、百年動けなくても、まったく卑ひ屈くつさが宿らない。


    「朱す雀ざくやったか？　お前さんの異能力は他人の異能力への干渉や。それやったら、神代の力を止めることができるかもしれん」


    　体がふるえた。


    　ただし、それがどういう感情によるものなのか、自分でもよくわからなかった。


    　天啓のようなものに触れたような。


    　世界から勇者と選ばれたような。


    　大きな恐怖を感じたような。


    　うまく説明する言葉が見つからない。


    「さっき、俺を助けてくれって言ったやろ。あれは言葉を変えれば、こういうことや。神代を殺してくれ。お前さんなら原理上はそれが可能や」


    　原理上はな。


    　時間が経たつにつれて、俺はシニカルな気持ちになった。


    　小こ手で毬まりががっかりしていたら嫌いやなので、小手毬のほうは絶対に見ないようにしようと思った。


    「なんだよ、それが小手毬を人間に戻す交換条件ってことかよ。そりゃ、ないぜ」


    　あまりにも荷が重い。


    　人間じゃなくなった存在を人間に戻す──都合のいい願いだとは思っていたが、やっぱり世の中甘くないんだな。その方法は神を殺すことですって言われたようなものだ。


    　これなら、小こ手で毬まりは今のままだ。厳密には煌こう霊れいでもないし、人間でもない。そういう宙ぶらりんな生き方が続くだけだ。


    　俺たちは何度も強敵と戦ってきた。具体的な顔のない腹立たしい状況やら現実やら空気やらとも戦ってきた。それでこうして生き抜いてきた。


    　しかし、今回ばかりは無理だ。そんな超越者の力を俺の異能力で封じられるとも思えない。


    「天て児こ奈な、お前に文句言っても何もはじまらないけどさ、デカい期待感だけ煽あおるのはやめてくれよ。これじゃほとんど詐さ欺ぎだ。小手毬が人間になったあとのことなんて考えるだけ無駄だった」


    「いいんです、マスター」


    　小手毬が俺の苦情を制した。


    　顔に笑みを浮かべていたが、だからこそ、どうにかして笑っているように見えた。悲しい表情を消すための化粧にしか思えなかった。


    「むしろ、人間になれないとわかって、ふんぎりもつきました。子供が作れないならそれはそれでいいです。ずっとマスターと二人で生きていきます。きっと、それも幸せなことですよ」


    「まあな。俺たちが欲張りすぎたのかもな」


    　あとで高い酒でも買っていこうか。それを部屋で二人でゆっくり、ゆっくり飲もう。わかりやすい夢も目標もないなら、今という時間をとことん楽しむのがいいだろう。


    「おいおい、俺はそんなセコい人間やないで。俗ぞく名みよう、安倍あべの泰やす光みつ。安倍氏系図からは抹消された異端児やけど、なかなか人望は厚かったんや。恩を売って助かろうとまでは思うてない。人間になりたいんやったら、今すぐにでもしたるわ。この子が煌霊になる直前までこの子の中の時間を戻せばええって話やろ」


    　マジかよ！　思わず叫びそうになった。俺も小手毬も真砂まさごの顔をじっと見つめていた。人望厚いって自分で言ってたけど、たしかに急に好人物に見えてきたぞ。


    「いいの？　お前にメリットないけど、本当にいいの？」


    「メリットないけど、デメリットもないやろ。そりゃ、使った分だけ俺にも不都合が生じる能力やったら考えもするけど、そういうのやないからな。俺はビジネスマンでも何でもない。利益を追求する意味もない」


    「あんた、超かっこいいな」


    　これだけの力があって、見返りを要求しないだなんてなかなかできることじゃないぞ。善意のバーゲンセールだ。


    「あほか。つながれてる生き方にかっこよさなんて何の価値もないわ。それでどないする？　陰おん陽みよう道どうでできることなら、たいていのことはできる。俺はヤバくて秘ひ匿とくされて、そのまま消えてもうた陰陽道の秘伝書、『太たい一いつ』も『遁とん甲こう』も『天てん曺そう』も全部頭に入れてるんや。一分後には、その子を人間にできるで」


    　話が急に動きすぎて、今度はこっちの心の準備ができていなかった。そもそも、小こ手で毬まりは迷ったままなんだから、すぐにやりますと言えるわけはないが。


    　だから、小手毬の代わりに俺が疑問点を消してやる。


    「天て児こ奈なに聞いたこともあるけど、もう一度あんた自身に確認するぞ。小手毬は人間の頃ころ、病気で死にかけてた。だから煌こう霊れいにしたわけだけどさ、時間を戻したら、その病気まで戻ったりしないだろうな？」


    　これはあいまいなままには絶対にできない点だ。それで小手毬の命に黄色信号が点滅したら何の意味もない。ていうか、小手毬が長く生きられないなら、仮に小手毬が望んでも俺が人間になることなんて許さない。


    「それなら問題ないわ。俺がやろうとしてるのは、生きてるもんの時間を戻す能力や。その子が煌霊という不死者になった瞬間にその病気は死んでるねん。だからどれだけ戻しても病気は原理的に再発せん」


    「病気は小手毬とは別個の存在だから影響はないってことか」


    　だったら、この点は何の問題もないな。


    「でも、そうやって慎重になるのは悪いことやないで。よう考えてから決めな。後悔先に立たずやからな」


    「たとえば、何か問題になりそうなことってあるか？」


    　もう真砂まさごに直接聞いたほうが早い。


    「せやなあ」


    　真砂は目を閉じて、いろいろと考えているようだった。十秒ほどしてまた目を開いた。


    「あんたは『天てん上じよう』やろ。つまり、不死者やな。その子が人間に戻ったら先にその子だけ死ぬけど、ええんか？」


    　小手毬ははっきりと顔をしかめた。


    「マスターと離ればなれになってしまうとしたら、呪のろいみたいなものです……」


    　そりゃ、そうだ。考えるまでもない。わざわざ不幸になるために人間になっても何の意味もない。


    　もっとも、その程度の問題は先に考えていたし、解決策もあった。


    「そこんところは大丈夫だ。その時は、俺が『天上』を辞める」


    　俺が不老不死なのは『天上』という特別な存在だからだ。その枠組みから抜ければ、年をとれる普通の人間になれる。


    　問題は、そこで得られる幸せがずっとこのまま何も変わらずに二人で生きていく幸せより大きいかどうかってことだ。小こ手で毬まりが人間になれたとしても、子供が生まれるかなんてわからないし、その子供が幸せに育つかもわからない。不確定要素っていうのは常にある。


    「やっぱり辞めちゃうんだ」


    　天て児こ奈なのウサ耳が前に垂れた。慰い留りゆうされたからって何かが変わるわけじゃないが、悪いことをしているなっていう気持ちはある。


    「人生は人それぞれやからな。それはそれでアリやわ。それにどっちを選んだところで、もう片方の選択をしとったらよかったって後悔はしてまうんやわ。人間はそういうふうにできてんねん」


    　たしかにゲームじゃないんだし、両方の可能性を生きることはできないからな。俺は小手毬に寄り添うだけだ。


    「ただなあ、全部言っといたるけど、お前さんが『天てん上じよう』辞めるっていうんは、それなりに危ないことやってることは自覚しときいや」


    「危ないって何がだ？」


    「『天上』から抜けた異能力者が無事に生きていけるって保証はどこにもないんやで。神こう代じろっていうんは、そういう能力者や。あいつが何を考えてるかなんて知らんけどな」


    　ぞわぞわと身の毛がよだった。


    「そうか。刺し客かくを差し向けられるとかそれ以前の問題なんだな……」
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    　消しておこうと思われたら、俺も小こ手で毬まりも消える。


    「こんな捕まってる状況で自画自賛してもしょうがないけど、俺が生かされてるのは、能力が陰おん陽みよう道どうに基づくもので汎はん用よう性があるからやと思う。時間のやつ以外にもいろいろできるしな。でも、お前さんの能力はそこまでの価値はない」


    　俺の力、異能力者と戦う時ぐらいしか使い道がないからな……。


    「だけど、『天てん上じよう』のメンバー一人ひとりを神こう代じろが管理してるわけじゃないだろ……？」


    「もちろんそうや。神代がお前のことをはっきり認識しとるかも怪しいぐらいや。ていうか、俺も『天上』抜けた奴やつを何人も知っとる」


    「なんだ、じゃあ、気にすることもないだろ。全然安全だ」


    「俺が神代やったら、元『天上』を消したという事実かて消すに決まってるやろ」


    　悪お寒かんが走る。まったくだ。自分が犯人という証拠を残す意味などない。


    「まして、お前さんは神代に一矢報いることができるかもしれん。狙ねらわれるリスクはそれなりにあるで」


    　真砂まさごがこちらを焚たきつけてきているという印象はあった。こいつはもはや失うものなんてない。なかば愉快犯のようなことすら言うだろう。


    　しかし、真砂の言ってることに間違いはない。


    　生殺与奪の権を俺は神代に握られている。そして、今の俺が『天上』から出ていけば、神代を刺激するというのもありうる話だ。


    「やっぱり、神代って奴が邪魔にはなってくるんだな」


    　そう口にすることすら憚はばかられた。神代にすべて聞かれているような気がした。


    　神という超越的支配者というのは、存在を把握できないから煙たく感じることがないのだ。いるかどうかもよくわからない抽象的な相手を憎みきることはできない。


    　しかし、俺は神代という存在を知ってしまった。


    　もう神代を無視して『天上』を続けるのは難しいだろう。


    「『天上』が秘密主義な理由がわかりました」


    　小手毬も険しい顔になっていた。


    「これは息が詰まりますね……」


    「息が詰まるやなんて甘いもんやないで。神代がおるかぎり、人間は究極的には神代の都合で生きるしかないんや」


    「『天上』は人間の世界には最低限しか関与しないって聞いたぞ……」


    「天て児こ奈な含めて、多くの『天上』はそういうスタンスやな。せやけど、その上に保護者みたいに神代がおるんは事実や。この事実からは逃れられん」


    　理詰めでなら向こうに分ぶがあることはわかっていた。真砂は最低百年以上、『天上』という組織の問題について考え続けてきたはずだから。


    　俺はどうにか世界がもうちょっとなまやさしいものだという方向に誘導しようとしていた。この世の中が捨てたもんじゃないと思いこもうとしていた。無駄だった。


    　神こう代じろの存在を消したい。


    　それが人類のためだなんて意識高い理念はない。


    　単純に小こ手で毬まりとの幸せを阻害する要因になりうるからだ。俺と小手毬の幸せを否定するかもしれない存在を生かしておくのは嫌いやに決まっている。


    　しかし、絶望的なほどに勝算がない。


    　意思だけで他人を消せる異能力者とどう対たい峙じすればいい？　寝ている間に倒すか？　そもそもそいつはどこにいるんだ？　こんな得体の知れない空間にいられたら奇襲だって仕掛けようがない。


    「結論はまた今度にする」


    　強敵と戦い続けてきたが、ものには限度がある。


    「私もまだ人間になるのはいいです」


    　それが小手毬の本心からのものか、今は決められる状況にないから保留にするしかないのか、よくわからなかった。


    「それでいいよ。すぐに決断するのが正しいだなんて根拠はとくにないんだからね。自分のタイミングで決めればいいんだ」


    　天て児こ奈なはあくまでも中立者のポジションを取り続けていた。神代を悪とも正義ともみなさないし、真砂まさごの言葉を止めようともしない。


    　それをそのまま信用はしないけどな。


    「でも、お前も神代にいなくなってほしいんだろ？　最低でも、神代が君臨してる今のあり方に疑問は感じてる」


    「なんで、そう思うの？」


    「でなきゃ、俺を真砂に会わせたりなんてしないはずだ」


    　だいたい、真砂が神代を嫌っていることを知って、そのままにしているってことは、神代を排除したいと言ってるようなものだ。


    「私はこの世界がどうあるべきかなんて議論自体に意味を感じてないだけだよ。そんなことより、目の前で悪いこともしてないのに命を奪われそうになっている人を救いたいの。それが守られてる世界なら、神代ちゃんが上にいてもいなくてもどっちでもいいかな」


    　珍しく天児奈は強情で、「そのとおりだよ」だなんて一切言わなかった。


    　ここで天児奈と議論する意義はないから、俺もそれ以上蒸し返すつもりはない。


    　ただ、ここに来て、真砂を含めて話をして、はっきりわかることがあった。


    　この世界には間違いのない最強がいるんだ。


    　そんな奴やつの下で俺たちは暮らしている。


    　これまでも、これからも。


    「それじゃ、今日のところはこれでおひらきやな。また、人間になりたいと思ったら来てや。何度も言うけど暇ひまやねん」
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    　気づいたら、八はち王おう子じ駅南口の花壇前に立っていた。


    　ごく普通に通行人がいた。一度、人っ子一人いない似た場所にいたから、女子高生がしゃべっている声がやけに大きく聞こえた。


    「いや～、今日は本当にお疲れ様でした。お風ふ呂ろに入ってアメリカにでも行ってね。ニューヨークだけに、なんちゃって」


    「お前、それ、つまんないダジャレハラスメントだぞ」


    「今日みたくハードな仕事はそうそうないから心配しないで。今後とも『天てん上じよう』としてよろしくお願いします。そいじゃあね」


    　そのまま天て児こ奈なは駅のほうに消えていった。学生の一部が天児奈に視線を送っていたので、ウサ耳が目立っているんだろう。『天上』が目立つなよ。


    　夕焼けは黒く紫がかった色に変わっていた。あざやかとも言えるし、気味悪いとも言えるような、そんな色だった。美しいとしても、それは頽たい廃はい的な美しさで、青空のようなわかりやすさがなかった。


    　小こ手で毬まりが俺の手を引いた。


    「帰りましょう、マスター」


    「俺も一秒でも早く帰りたい──けど、どっか、喫茶店に入ろうぜ」


    　八王子の駅前にはいくらでも喫茶店がある。


    「ちゃんとお前の言葉を聞かせてくれ」


    　もう、小手毬とすれ違うなんて金輪際こりごりなんだ。


    「それだったら、部屋に帰ってもできるのではないですか？」


    「帰ったら、もう休もうって空気になるだろ。今、口にしておかないと、明日にはウソになるかもしれない」


    　小手毬もうなずいた。


    「そうですね、私の気持ちをそのままマスターにお伝えしておくべきですね」


    　二人の間でずれていく部分が大きければ大きいほど、また悲劇が生まれるきっかけになる。世の中には回避できる悲劇とそうでない悲劇がある。逃げられるのに逃げないのは、あまりにも愚おろかな話だ。


    　南口のデッキそばにある喫茶店に二人で入った。


    　小こ手で毬まりは訥とつ々とつと自分の言葉で語った。


    　──自分が母親になることに憧あこがれていること。


    　──それなら煌こう霊れいじゃなくなってもいいかもしれないと思ったこと。


    　──人間になった小手毬と俺では生きる時間が違うということ。


    　──かといって俺が『天てん上じよう』をやめて、ただの人間になるには神こう代じろという高い壁が立ちはだかっているということ。


    　小手毬の言葉はある意味、すべて平凡で、俺が想像しうることばかりだった。


    　だから、ほっとした。


    　俺は小手毬のことをちゃんと理解できている。


    　もちろん、俺は小手毬じゃないから、小手毬のすべてをわかることはできないだろうけど、大きくずれてもいない。


    　泥どろ臭くさくても、こういう機会を作ることが大事なんだ。


    　長い付き合いだから、言葉にしなくていい、気持ちを確かめなくていい、そういうのは結局甘えでしかないんだ。俺は小手毬のことで甘えたくない。それは小手毬と俺の幸せに対して妥協することと同じだ。


    「これからのことをまた相談させてくださいね」


    「ああ、隠し事なんて許さないからな」


    　注文していたコーヒーがぬるくなりだした頃ころにちょうどおおかたの話が終わった。


    　最後に、もう間違えないぞと言葉を噛かみ締めて、店を出た。


    　これで、今日やるべき仕事はすべて終わった。家に帰ったら、すぐに風ふ呂ろに入って寝てもいい。夕飯を食べるのもダルいぐらいだ。


    　なのに、最後に雑務が残っていた。


    　部屋の前に女が一人立っている。


    　どんな仲のいい奴やつが待っていても嫌いやな顔をしたと思うが、仲のいい奴でもなかった。


    　菊きく坂さかミライだ。


    　小手毬の弟──角つの筈はずバジルが作った組織、そこのナンバー２だった女だ。


    「いったい何の用だ？　また復ふく讐しゆうに来たのか？」


    「そのとおりです！　覚悟！」


    　菊坂が殴なぐりかかってきたので、糸で拘束した。ミイラみたいに雑にぐるぐる巻きにする。


    　ちなみに俺の糸だ。小手毬に頼むだけ面倒くさいし、こいつの場合、俺個人への怨えん恨こんなので小手毬を巻きこまないのが筋だと思った。


    「くっ……！　この……！　何するんですか……。卑ひ怯きようですよ！」


    「俺が俺の力で戦ってんだ。卑怯なわけねえだろ」


    　菊坂はあっさり抵抗を諦あきらめた。もっとも、抵抗したって糸はゆるみもしないだろうが。こいつだって本気で勝てるとは考えていないだろう。


    「どうして引退したんですか!?」


    　だから、おそらく本来の目的である恨み言が来た。


    　菊きく坂さかはドアに寄りかかったまま、むすっとした顔で俺をにらんだ。


    「あなたは最強の異能力者として生きてたんでしょう？　だったらそれを捨てないでくださいよ！　私みたいなのに恨まれ続けるのがあなたの存在意義なんですよ！」


    　一周まわって、熱狂的なファンの発言みたいになっていた。


    　ただし、熱狂的なファンがうっとうしいことだってある。


    「無茶苦茶なこと言うな！　こっちもいろいろと悩みがあるんだ！」


    「悩みなら私だってありますよ！　あなたなんて戦うことぐらいしか生きてる意味ないんですよ！　まだ引退する年じゃないんだからやってくださいよ！」


    　ああ、もう！　俺だってやれたらやるっての！　『天てん上じよう』だからやれないんだよ！


    「お前たちをつぶしに行ったぐらいなんだから、俺がカタギじゃない奴やつだってわかるだろ。表で言えないところでいろいろとまずいことになった。一身上の都合で、どんなに戦いたくても戦えなくなったんだ。ご愛顧感謝するけど、引退しなきゃならなかったんだ。わかれ」


    　菊坂がやけに俺の顔を心配そうに凝視していた。


    　そんなに悩んでいるような顔になっていたのだろうか。


    　菊坂の闘争心みたいなのが薄らいだように見えたので、糸を解いた。


    「すぐ帰らせると追い返すみたいで気持ち悪いし、茶でも飲んでいけよ」


    「お茶を淹いれるのは私ですけどね」


    　俺が身勝手すぎたのか、小こ手で毬まりの言葉には少しトゲがあった。


    「この人、何なんですか？　復ふく讐しゆうしにきたにしてはなれなれしいですし、マスターもよく知っているみたいですし」


    「お前がいない時にも攻められてるんだ。やましい要素はどこにもない」


    「わかりました」


    　小手毬がカギを出して、ドアを開けた。無防備な小手毬に殴なぐりかかるようなことは菊坂もしなくて、横で借りてきた猫みたいに神妙に待っていた。


    　紅茶のためのお湯を沸かすまでしばらく時間がかかった。全部終わったと思ったのに、小手毬にまた余計な仕事を課してしまった。でも、俺がお茶を淹れるのを小手毬は認めないのだ。お茶の淹れ方がなってないらしい。


    「お前、まだ、格闘技みたいなやつ、続けてるの？」


    「都内の道場に通ってます」


    「多分だけど、お前、そこまで向いてないぞ。その時間、研究か何かにつぎこんだほうがいいんじゃないか」


    「わかってますよ。でも、今さら退ひけないんですよ。これが私の生き方なんです。不器用だけど、しょうがないんです」


    　菊きく坂さかの言葉に迷いはなかったので、それ以上他人の俺が何も言うことはない。


    　しばらくすると、小こ手で毬まりがティーポットとカップを持ってきた。すでに別のお湯で温めているカップに紅茶を注いでいく。色が濃い紅茶だ。


    「お客さんが来るのはいいんですけど、それならもう少し立派な部屋に引っ越したほうがいいかもしれませんね。いいものを揃そろえても飲む場所がちゃぶ台では格好がつきません」


    　小手毬としては敵に狭い部屋を見せる気恥ずかしさもあったらしい。


    「客なんてたまにしか来ないんだからいいだろ」


    「だからみすぼらしくていいということにはなりませんよ」


    　菊坂は丁てい寧ねいに「いただきます」と言って、出された紅茶を飲んだ。呼んだはいいが、たしかに話すようなこともないよなと思っていたら、話題は向こうから来た。


    「ここに来たのは伝えたいことがあるからなんです」


    「引退するなってこと以外に？」


    「それは私の個人的な問題です」


    　引退は俺に関することだからお前の問題じゃねえだろと思ったけど、蒸し返してもしょうがないから黙っていた。


    「所長、回復しつつあるんです」


    　どうやら紅茶の味を楽しむどころじゃなくなりそうだ。


    　所長、つまり角つの筈はずバジル、小手毬の兄。


    「以前、ブローチをいただきましたよね。あれを所長にあげたら、過去のことを話し出すようになったんです。完全復活なんてものではないですが、確実に上向いてはいます」


    　小手毬のブローチ一つを形見みたいな形でくれてやったのだ。あとで小手毬にも話して了解も得ている。


    　しかし、そんなゲームにおけるアイテムみたいな劇的な効果があるものなのか。


    「お前、けっこう献身的だけど、バジルのこと好きなのか？」


    「安直です」


    　菊坂の目がとがった。


    「所長、私ぐらいしか来てくれる人もいないじゃないですか。だから、さようならってわけにもいかなくて」


    　悪の組織にいた奴やつもあらゆる部分で悪人ってわけじゃないってことだな。でないと、組織がそもそも成立しなくなる。


    　小手毬は何も感想を言おうとはしなかったが、菊坂に小さく頭を下げたように見えた。


    「エリザさん」


    「私は小こ手で毬まりです」


    「気が向いたら所長に会ってくれませんか。もしかしたら、それで回復が早くなるかもしれないんです。今のあの人にはとにかくつながりがないんです」


    　なぜか菊きく坂さかをバジルの母親みたいに感じた。


    　菊坂は何にでも一生懸命になる性格なんだろう。それは合理的なことではないかもしれないけど、そうやって生きるよりないんだ。


    　小手毬はちょうどカップを手で持っていた。手がかすかに揺れて、琥こ珀はく色の液体が波打った。ソーサーに戻すことも、口に運ぶこともできずに、カップが宙でとどまっていた。紅茶が揺れ動くことだけが時間が流れていることを感じさせた。


    「ごめんなさい」


    　小手毬は頭を下げた。


    　拒否は拒否でも、小手毬は謝罪という方法を選んだ。


    「まだ、私の中でいろいろと決心がついていないことが多くて……。私もどういう態度であの人に会えばいいのかわからないんです」


    　たとえば、小手毬としてか、エリザとしてか。


    　それは興味のない人間にとったらどうでもいいことでも、小手毬にとってはアイデンティティにかかわることなのだ。過去を捨てることによって、気高く生きる道を選んだのだから。


    　小手毬の中では、エリザの時代と小手毬の人生は断絶している。断絶したから、今の小手毬がある。


    　だから、小手毬はバジルのことになると、距離感を決めかねる。


    　それははっきりとした答えのないことだ。


    　答えがないから何をやっても違うような気がしてくる。


    「そうですね。迷惑なことを言ってしまったかもしれませんね」


    　菊坂は俺に復ふく讐しゆうしに来たということがウソみたいに淑女として振る舞った。少なくとも小手毬を気づかってはいた。もしかすると、こいつもどう生きていくかが定まりきっていないのかもしれない。


    「この紅茶、おいしいですね」


    　空っぽになったティーカップをソーサーに置いて、菊坂は言った。


    「お客さんが来ても胸を張って出せる、いい茶葉なんです」


    　菊坂は連絡先を書いた紙だけ俺たちに渡して帰っていった。


    　それをずっとテーブルに載せておくのは小手毬に悪い気がして、早急に小物用の引き出しに押しこんだ。


    「マスター」


    　紅茶の後片付けをしながら小手毬がつぶやいた。


    「どうして、生きていると、こんなに悩みにぶち当たるんですかね」


    　それは質問というよりは、愚ぐ痴ちに近かった。


    「生きるっていうのは、そういうことなんだろ」


    　言った俺もそれが何の答えにもなってないことはわかっていた。


    　これまでの悩みと違うのは、どれも決断をいつまででも保留するというのもアリだという点だ。


    　空はもう紫色ではなくなっていて、単純な闇やみに染まっていた。
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    ２話　ＨＵＭＡＮ　ＧＡＴＥ


    


    


    　あまり楽しくない夢を見た。


    　俺と小こ手で毬まりはモンスターとしか言えない何かと戦っている。そいつは泥だか闇やみだか、とにかく黒い何かのかたまりで、糸では決定的な打撃にならない。


    　だんだんとそのかたまりがふくらんでくる。


    　そのまま取りこまれて、俺たちの存在は消えてなくなってしまう。


    　そこで夢は覚める。


    　夢の中で夢と気づいていたので、さほどの恐怖感はなかった。せいぜい、中途半端な時間に起きてしまったことを悔くやむぐらいだ。朝の四時。


    　きっと神こう代じろの存在を教えられたせいだ。


    　すべてを自分の意思で変えてしまう存在。そんな得体の知れないものにどうやって勝てばいいのだろう。


    　答えがなさそうなことをぼんやり考えていた。そのせいで二度目の眠りがやってこない。五分か十分経たった頃ころ、ノドが渇いたので、台所のほうに向かった。やかんから注いだほうじ茶は冷たかったので、ゆっくりと噛かむようにして飲んだ。


    　戻ってくると、小手毬に声をかけられた。


    「眠れないんですか」


    　小手毬の目が布団ふとんの中で開いていた。


    「変な夢で目が覚めた」


    　悪夢というほどのものでもないから、そう答えた。


    「私もそんなところです」


    「どんな夢なんだ？」


    　自分のほうからだけ聞くのはフェアじゃなかったかな。そんなことを考えながら、俺はまた布団の中に入る。飲んだお茶が腹の中で揺れている。


    「せっかく人間になったのに、子供は作れませんとお医者さんに言われる夢です」


    「そっちも昨日のことが影響してるんだな」


    　仕方がないか。昨日という一日が濃密すぎた。いろんなことを知らされて、必然的にいろんなことを考えさせられることになった。あれでなんでもありませんという顔はできない。


    「小手毬は子供がほしいんだな」


    「おそらく」


    　いつもの小手毬とは思えないほどに、その答えはあいまいだった。


    「私はもう煌こう霊れいじゃないんです」


    　その響きが自虐的なら何か言葉をかけただろうが、そういうものとも違っていた。


    「だから、マスターにとっての何かになりたいんです」


    　うれしいのと同時に悲しかった。


    　俺が小こ手で毬まりを縛りすぎている。


    　小手毬の幸せに俺が必要とされていることはわかっている。これまでも、これからも、そうだろう。だけど、それが小手毬の可能性みたいなものに枠をつけてしまうとしたら、不本意だ。


    「でも、そしたらマスターも『天てん上じよう』を辞めることになるでしょう。人間の異能力者に戻るでしょう。今のままならずっと生きていられるのに、そんなことを要求するのは悪い気がして」


    「俺に遠慮なんてしなくていい。お前にとったら、どうなんだ？　俺が聞きたいのはお前の気持ちだ」


    　小手毬からの返答はしばらくなかった。追及することでもないし、このまま眠ってしまってもいいと思った。


    　目を閉じると、そこに浮かぶのは当然ながら闇やみで、夢で戦った化け物と似ていた。


    　俺と小手毬が抱えている悩みはきっと異質だ。


    　すれ違っているというのとも違う。純粋に、別なのだ。


    　それが男と女の差によるものなのかはわからない。たんに、違う人間だからかもしれない。


    「子供はほしいです」
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    　ずいぶんと時間が空いたところに小こ手で毬まりの声が響いた。


    「ほかの要素をできるだけ切り離して考えてみても、私は子供がほしいです」


    「そっか」


    「明日やそのまた次の日も同じことを言えるか私にもわからないですが」


    「じゃあ、俺も『天てん上じよう』辞めるつもりでいるよ」


    　俺は純粋に小手毬の希望に沿った生き方をしていこうと思った。


    「悩みは晴れないですけど、マスターと話していると安心します」


    　たしかに欲求を一つずつ片付けていけばいいだなんてそんなわかりやすいものじゃないのだ、人生ってやつは。


    　小手毬は神こう代じろという神に近い異能力者については何も触れなかった。


    　だけど、そいつが俺が『天上』を辞める時にブレーキになってしまうことは知っている。それは小手毬の選択肢を狭めるのと同じことだ。


    　とっととその壁をぶっ壊して、小手毬をもっと自由にしてやりたい。


    　でも、力が足りない。


    　まだ無理だ。


    「まだ」という言葉を消す方法がわからない。


    　闇やみの中でまどろんでいたら、もう一度眠りについた。もう夢に化け物は出てこなかった。


    



    　朝になれば、俺たちはごく普通に朝食を作って、テレビをつけながらそれを食べた。


    「前に、また川かわ匂わとからんで仕事してたよな」


    「蟠ばん龍りゆう院いんさんとなら戦闘のにおいがしないので、見る側も気楽なんだそうです。ほら、ＫＣとかバトルのせいで私は倒れて長らく意識不明だったと思われていますからね」


    「ああ。純粋にバラエティのほうがいいんだな」


    「気をつかわれすぎて申し訳ない時もありますが、蟠龍院さんはそのあたりの距離感も心得てらっしゃいますからやりやすいです」


    「あいつ、気配りはできるからな。芸能界で長く生き残ってるっていうのはそういうことなんだろ」


    　とくに意識をしたつもりはなかったが、ちゃんと話は日常のほうに流れた。始終、悩みを対象化して生きていくだなんてことを人間はしない。大半の悩みっていうのは、そんな目の前にあるテスト問題みたいなものじゃない。


    　これでいいんだろう。軽い持病みたいに長々と悩みと付き合っていけばいいんだ。それで二～三十年が経たったとしても、それはそれでいいのだと思う。


    　ただ、若干の戦後処理は残っていた。


    　一週間後、舞まい花かにみぞれのことで呼び出されたのだ。


    



    
      ★

    


    



    　昼過ぎ、俺と舞まい花かの二人は新しん宿じゆく西口側のカフェに入った。


    　舞花は昼食がまだだったのかサンドイッチのセットを注文した。窓の外ではそれなりの日差しが降り注いでいた。ビル街から逃れてきた光がすべてそこに集まっているようで、あたたかに見えた。


    　舞花は怒ってもいなかったが、笑ってもいなかった。


    　これからするだろう話の質からして妥当なところだ。話題は一つしかない。


    「きっと、朱す雀ざくなら何か知ってると思いまして」


    「知ってたとしても、俺に聞くのはおかしくないか」


    「みぞれちゃんには、『自分でよく考えて決めたことですから』と大人な対応をされましたわ」


    　舞花は自分の無力さを嘆なげいてみせるようなため息をついた。


    　三日前、みぞれは異能力者としての引退を表明した。


    　白はく龍りゆうプロダクションはさんざん引き留めようとしたらしい。そりゃ、しっかりお金も稼いでくれるし、まだ大学生で将来性もある異能力者をみすみす手放したりなんてしたくない。事務所とのトラブルだってない。


    　ちなみにみぞれが正式に事務所を抜けて異能力者活動と芸能活動を終えたということは仔こ犬いぬ丸まるから聞いた。


    　あいつはみぞれが透とう明めい会かいに関わっていたことも知っているから、とくに驚きも何もしなかっただろう。もったいないとも、やめてよかったとも、感想は交えなかった。


    　ただ、最後に「お疲れ様です」と仔犬丸は俺に言った。


    　それ、俺じゃなくてみぞれへの言葉だろと言ったら、「いえ、きっとこれで正解ですよ」と笑われた。『天てん上じよう』のことまでは知らないはずの仔犬丸だけど、俺がみぞれの件でも動き回ったことはよくわかっていたんだろう。


    　俺も仔犬丸みたいに適切な距離を空けて舞花に話そうと思った。直接的な方法じゃなくても、伝えられることはある。


    「みぞれが決めたことがすべてだろ」


    　実際、そうとしか言いようがないのだし、舞花も何かが覆くつがえるとは思ってないのだ。


    「あいつはまだ若い。何が天職かなんてわかるわけない。いろいろ試せばいいんだ。その権利を行使しただけだ」


    「そんな一般論を聞きにきたんじゃありませんわ」


    　舞花も俺が『天上』であることはわかってないが、俺が平々凡々と生きているとは絶対に思っていない。


    「透とう明めい会かいのトップ──みぞれちゃんが彼氏と言っていた人が行方不明のようですわ。みぞれちゃんと付き合ってたという話は公おおやけになっていませんし、とくに問題にはならないでしょうけれど、みぞれちゃんが辞めると言ったことと関係がある気がしてなりませんの。いえ、どうせ絶対に何かつながりがありますわ」


    「だとしても同じことだ。みぞれが決めたんだから、しょうがない。異能力者を続けろというのは俺たちの都合だ。答えはあいつの中にしかないし、それに──」


    　多少は舞まい花かを安心させておこう。


    「みぞれのやつ、すごくいい声してただろ。もう、次の生き方が決まってるんだ。心配することは何もない」


    　俺も笑顔を作った。作ったといっても、あいつが次のステップに進んでることは俺も喜ばしいから偽物の笑顔じゃない。


    　舞花も自分を納得させるように、ゆっくりとうなずいた。


    「みぞれちゃんが吹っ切れてくれたのなら、それが一番いいですわね」


    「そんなに気になるなら、風水で占ってみればいいんじゃないか」


    　舞花は自称風水と言い張っている疑似タロットカードを出して、ぱらぱらめくった。


    「『凪なぎ』『春一番』『上昇気流』……悪くはないみたいですわね」


    『ハリケーン』とか『台風』が出なくてよかった。


    　これ、絶対に風水ではないけど、当たるかはずれるかで言うと、それなりに当たるのかもしれない。


    「それじゃ、みぞれの問題は終わりだな」


    　あとはどうでもいい世間話でもすればいいかと思った。


    　でも、みぞれの話が終わったので、むしろ俺に話題が飛び火した。


    「ところで、小こ手で毬まりちゃんと何かありましたの？」


    「なんで、そんなこと聞いてくるんだよ……」


    「今日の朱す雀ざくの顔を見ると、悩んでることがあるように見えるんですわ。小手毬ちゃんがＫＣに復帰したがってるとか、何かあるんじゃありませんの？」


    「お前って、こういうの鋭いよな」


    　素直に感心した。陰をまとわせているつもりなんてまったくなかったのに。


    「朱雀のことはたいていわかりますわよ。長い付き合いですもの」


    　それから、昔の恋人みたいに意地悪く笑って、


    「わたくしに何か隠し事をしていることも含めて」


    　と付け加えた。


    　俺も隠し事をせずに生きていられたらそれが楽だと思うよ。もっとも、影えい殺さつ師しの家系に生まれた時点でかなわぬ夢だ。


    　どうせ、すべてをあけっぴろげにして生きている奴やつはいない。ムカつく奴にムカつくとしか言えなかったら人間関係は築けない。


    「勝ちたい相手がいるんだ」


    「ちなみにわたくしの知ってる相手ですの？」


    「いや、顔も名前も知らん」


    　舞まい花かはその一言を聞いてほっとしたようだった。みぞれのこともあったしな。


    「そいつは間違いなく世界最強なんだよ。生きて帰れるかまったくわからん。だから悩んでるんだ」


    　舞花はサンドイッチをひと切れ取って、口に入れた。おかげで会話はいったん途切れた。俺もこれ以上詳しく語るわけにはいかなかった。


    　俺は舞花がひと息つくのを待った。


    「まあ、なるようになりますわよ」


    　思った以上にさっぱりした言葉だった。


    「他人事かよ」


    「他人事でしょう？　もちろん朱す雀ざくがわたくしを頼ってくれるなら力になってあげますわよ。わたくしと朱雀の仲なんですから。でも、どうせ、わたくしが知ると危険に巻きこまれるとか、そういうものなんでしょう？」


    　舞花が挑発的に笑った。


    「つまりは、そういうことだ……」


    「はいはい、朱雀はいつだってわがままに生きてきたじゃありませんか。わたくしも責任とれませんわ。好きなように生きてくださいまし」


    「返す言葉もないな」


    　文字通り、前人未到のところに俺と小こ手で毬まりは入っていかないといけない。だから、この先のことはわからないとしか言えない。すべては自己責任だ。やれることといったら、せいぜい悪くなりすぎないように祈ることぐらいだ。


    「繰り返しますが、なるようになりますわよ。朱雀はうじうじ悩んでも、ずっと答えは見つけてきましたでしょう。どうせ今回もどうにかなりますわよ」


    「どうにかならなかったら死ぬんだけどな」


    「わたくしの愛した男ですから、心配していませんわ」


    　冷ややかな笑みで舞花はそう言った。


    「お前、それ、イヤガラセだろ」


    「そうですけど、何か？　それとも朱雀に好き勝手やられてかけられた迷惑の分、返してあげましょうか？」


    「ここはおごる……」


    　どうしようもなくなって頭を下げた。


    　はっきり言って俺は死ぬまで舞まい花かに頭が上がらないのだ。支えられて、助けられて、頼りもして、そのくせ舞花の想いは受け入れなかった。


    「こんなところでおごったって、何も返したことにはなりませんわよ。仲良く折半しましょう」


    　舞花は千円札を俺のほうに渡してきた。


    



    
      ★

    


    



    　しばらくはあくびの出そうな『天てん上じよう』の仕事をたまにこなして、空き時間には山を走るぐらいのトレーニングをするという生活をしていた。みぞれの事件があった六月が終わって七月に入った途端、クソ暑くなった。


    　こんなトレーニングに意味はないとわかっている。もし仮に敵と対たい峙じしたとしても、そこで勝負を分けるのは【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】の効き目如何いかんだ。


    　それで敵の異能力を防げれば俺が勝って、それができないなら俺が死ぬ。


    　しかし、『天上』クラスの俺がガチで練習台にできる異能力者など、まともには存在しない。


    　天て児こ奈なに頼んで、あいつの知ってる『天上』の練習相手を用意してもらおうかと考えたこともあったが、反逆精神がありますと喧けん伝でんしているようなものだ。出る杭くいが「俺は出る杭だぞ」と叫んだらカナヅチが飛んでくるに決まってる。打たれるならまだしも引っこ抜かれたら、そこで試合終了だ。


    　ならば天児奈に特訓に付き合ってもらおうかとも思って、一度試したが、ほとんど意味がなかった。


    　天児奈の異能力は【空間開闢ザ・ランド】という空間支配に関するものだ。はっきり言って、あまりにも特殊すぎてさえぎりようがない。たとえば自分に殴なぐりかかってくる敵を止めるというのは誰だれでも具体的にイメージできるだろう。だが、ドアを開けたらその奥に景色が広がっているというのを止めようというイメージはなかなかできない。それは人間の認識能力を超えていることだからだ。イメージできないということは力が入らないということだ。


    　そんなわけで、天児奈は俺の特訓相手として相性が悪い。悪いというよりも、特訓が成立しない。


    「ふうん、私の力にはなかなか干渉できないみたいだね」


    　本ホ拠ー地ムである野原で、天児奈は無感動に言った。周囲には異世界へと通じるドアが並んでいる。俺が止められなかったものだ。


    「マジで防ぎ方がわからん……。お前の力が強すぎるのか、俺が特殊な異能力を止めるコツを知らないのか、どっちかは判断できんが、とにかく防げん……」


    「どっちなんだろうね。でも、課題が見つかっただけよかったんじゃない？　過大な課題かもしれないけど」


    　いちいちギャグにしてくんな。


    「ところで、お前、この異能力でどうやって敵と戦うんだ？」


    　戦闘にならんだろ、これじゃ。


    「私の格だと実働部隊じゃないからね。基本的に現場に出ることなんてないんだよ。指示をするだけ」


    「それでも過去には下っ端ぱだった頃ころもあるだろ」


    「敵を異世界に閉じこめて、だいたい試合終了になるけど。効果的なのが相手が建物に入ったりしたあとに、そこのドアを全部何もない空間につなげちゃうこと。こうなると、簡単に敵を戦闘不能にできるんだよね」


    　華はないけど、その分、かなり残酷な方法だ。


    　やっぱり、パワーインフレが進むと普通の戦闘ではなくなるな。こんなのがＫＣに出たら、苦情が殺到するぞ。強すぎる異能力は一般人の目からじゃ強いのかどうかすらわからない。


    　神こう代じろなんてのはその典型だ。敵に対して消えろと念じるだけで消せる奴やつなんて詐さ欺ぎみたいなものだ。そんな奴の強さを讃たたえる人間など存在しないだろう。むしろ、卑ひ怯きようだと言う奴のほうがずっと多いはずだ。戦いを『魅せる』こと自体が成り立たない。


    「けど、君が異能力者として成長してるのは事実だと思うよ。そこは保証するね」


    「実感がまったくない」


    「それは敵がいないせいなだけ。『天てん上じよう』として本気でやってれば、力が鈍ることはないから。ほかの『天上』だって最初は君がぎりぎりで『天上』になれたように、普通の異能力者の中では強いってぐらいのレベルだったはずだから」


    「そんなこと言われても、『天上』の連中なんてほぼ知らないんだけど」


    「とにかく諦あきらめないことだね。ほかはとくにないね」


    　わかりやすい戦闘技術を学べた頃がなつかしい。津つ山やまで親おや父じに鍛きたえられた頃はつらくはあったが、成長が極めてわかりやすかった。それがやりがいになった。


    　強くなりすぎて、比べるものがないつらさっていうのもあるんだな。


    　どこにでも苦痛はある。偉くない人間は偉い人間を羨うらやむ。その時、偉い人間特有の苦しみなど想像したりはしない。人間の共感能力はたかが知れている。なったことのないものに共感はしないのが普通だ。だから、偉い人間ほど孤独になる。


    　しかも、まだ俺は最強じゃないんだ。


    　強さはわからないのに、あぐらはかいていられない。二重に苦しい。


    「なあ、天て児こ奈な、神代と俺だとあとどれぐらいの差がある？」


    　天児奈のウサ耳が左右に動いた。


    「まともに戦った人なんていないよ。まともな戦いにならないんだもの」


    「それもそうか」


    　俺は神こう代じろが千里眼ですべてを見ていないことだけを願った。


    



    
      ★

    


    



    　先日、菊きく坂さかっていう招いてもない客が来たが、それを除いても客人が来ることは増えた。


    　ただし、九割方同じ人間だったし、あまり体面だとかを考えなくてもいい相手だ。


    　大学生になった白びやつ虎こが部屋にやってくるのだ。あえて連絡もなしに特攻してくる点も菊坂と近かった。


    　その日も夕方五時前に、「ただいま～」と言って入ってきた。なお、俺はカギは閉めてない。仮に強盗が突っこんでこようと何も怖こわくないからだ。


    「小こ手で毬まりの帰りにしては早いなと思ったらお前かよ」


    　俺は専業主夫的に部屋の掃そう除じをしていた。収入という点では多くを小手毬に頼っている。


    「お姉ちゃんのごはんが食べたくなるんだよね」


    　白虎はいつも同じ場所にカバンを置く。タンスのすぐ横だ。


    　Ｔシャツとホットパンツという、ちょっとラフすぎる服装だった。妹の生脚を見ても欲情なんてしないが、目のやり場には多少困った。


    「お前、来るのはいいけど、八はち王おう子じはお前の部屋から遠いだろ」


    　新しん宿じゆくまで出て、また中央線か京けい王おう線に乗る。おおかた片道一時間はかかる。


    「津つ山やまから岡おか山やまに出るよりマシだよ。いいじゃん、お兄ちゃんも妹の顔をたまに見たほうが安心するでしょ？」


    「いや、頻ひん度どが高すぎる。二か月にいっぺんぐらいでいいんだけど。お前、下へ手たすると週一で来てるだろ。サークル感覚で来てる」


    　俺は冷蔵庫から冷やしていたお茶のボトルだけ出す。


    「勝手にコップ使って飲め。むしろ、マイコップ用意しとけ」


    　掃除に戻った。白虎は手伝いもせずくつろいでいた。


    　俺が不老不死のままだったら、こいつが先に死ぬんだろうな。


    　当たり前のことだけど、あらためて考えるとあまり楽しいものじゃなかった。老いないというのは、おかしなことなのだ。俺は人魚の肉を食って不死者になった人間の伝説を思い出した。おかしなものはその分、不愉快な思いをするようにできている。


    　掃除が終わった頃ころに小手毬が帰ってきた。スーパーの袋を持っていたから、帰りに寄ったのだろう。


    「お姉ちゃん、お帰り！」


    　自分の家みたいに白虎が調子のいいことを言った。


    　小こ手で毬まりは白びやつ虎こがいると、少し料理を豪華にする。見栄を張っているんじゃなくて、妹に振る舞いたいのだ。白虎は一週間カップラーメンでも平気そうだからな。栄養のあるものを確実に食べさせておきたいんだろう。その恩恵には俺もあずかるから悪いことじゃなかった。


    　今日も中華風野菜スープが出てきた。きっと、当初の予定にはなかったはずだ。小手毬は白虎に野菜を食わせようとする。それから、揚げた野菜と鶏とり肉にくの上からあんをかけたのが出た。


    　話題は白虎がだいたい提供してくれるので、三人の食卓は単純に人数が一人増えた以上ににぎやかになる。


    「お姉ちゃん、昨日のテレビ見たよ！　あの服すごくかわいかった！」


    「うれしいですね。マスターは服をあまり褒ほめてくれないので」


    「別にかわいいと思ってないんじゃなくて、美的感覚がないからわかんないんだよ」


    　女が二人いると急に騒がしくなる。もっとも、親おや父じも静かに飯を食うような男じゃなかったし、母親も口はよく開くし、うちの一族は静かな奴やつのほうが例外的なのだ。


    　白虎が来て、何かが変わるわけでもないけど、幸せっていうのはこういうありふれたことに宿っているのかもしれない。


    　照れくさいから口には出さないけれど、そんなことを考えていた。


    　テレビや雑誌の仕事でちやほやされるのとは別種の楽しさがある。金のない頃ころは、津つ山やまに帰る金がもったいなくて、八はち王おう子じの近所でくすぶってたもんな。くすぶっていれば、さらに卑ひ屈くつさに拍車がかかる。そうなると余計に合わせる顔がなくなっていく悪循環。


    　あの時は東京に出てきたのに、むしろ東京からどこにも出られないような息苦しさを感じていた。東京の空が狭いというのは比ひ喩ゆではなくて、どんどん俺は動けなくなっていった。やがて電車で四十分の新しん宿じゆくに出るのすらおっくうになってきて、八王子にとどまることも増えてきた。それは勝ち目のない撤退戦に似ていた。


    　俺が初めてＫＣに出た年から数年しか経たってないなんて信じられるだろうか。あまりにもいろんなものが変わってしまった。


    　だからこそ、何も変わってない白虎が新鮮に見える。


    　もし自分が白虎みたいな素直で無む垢くな性格だったら、俺の人生は全然違うものになっていただろうか。その人生は今よりいいだろうか。悪いだろうか。


    　よくあるループもののフィクションみたいに今日が延々と際限なく繰り返されるのもいいかもしれない。ちやほやされるような劇的な幸せは三日で飽きそうだけど、平凡な幸せだったらずっと味わっていられそうだ。


    　小手毬と白虎の会話はいつのまにか途切れていた。二人がテレビを見ていたからだ。小手毬が都内の店を食レポする番組で、庶民的な洋食屋に入って、ビーフシチューを褒めていた。


    「あれ、そんなにおいしいの？」


    「まあまあというところですね。蚕こ影かげさんのシチューのほうがおいしいかもしれないです」


    　小こ手で毬まりは俺の母親を名前で呼ぶ。他人行儀なんじゃなくて、あくまでも小手毬なりの敬意の現れだ。


    「えっ？　テレビで紹介した店でうちと同レベルなの？」


    「それだけ冬ふゆ川かわ家のレベルが高かったということです」


    　まあまあいい食材使ってた気するけど、そんなにか。小手毬もうちの母親から料理を習っているはずなので、その部分は継承されているのだ。逆に、白びやつ虎こは何も習わなかったらしく、ほぼ何も作れない。


    　親子仲はいいのに、白虎と親はいろいろと断絶している。もしかすると、影えい殺さつ師しという危険な家業を継がせたくなかったからかもしれない。


    　白虎は野菜スープをずずずと飲んで、笑みを浮かべた。テレビの小手毬よりよほどおいしそうに食べていた。


    「いやあ、いいなあ、家庭の味だよ。すごく落ち着く」


    「意外だな。お前、ジャンクフードで半年ぐらい我慢できそうに思ってたけど」


    「お兄ちゃんもわかるでしょ。一人暮らしってさ、けっこう心細いんだよ」


    　不意に白虎の本音が漏もれた。


    　白虎は俺の顔を確かめるように見ていた。


    　それからはにかむように笑った。
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    　俺も小こ手で毬まりがいない日々があったから理解できた。


    　家に帰っても誰だれもいない生活っていうのは、とにかく切なくなる。おかえりとただいまがない生活は、たったそれだけで心に変な隙すき間まを作る。人間が普段意識してないリズムのようなものをくるわせていく。


    「東京での大学生活も面白いんだけどね、なんかね、虚勢を張ってないとつぶされそうに感じるんだよ。みんな、みんな、気取って、かっこつけて、ダメなところを知られないように生きてる。頑張ってるみたいで、裏ではびくびくしてる。少なくとも、大学生は地方から来た子も、都内の子も、そうだね」


    「そりゃ、津つ山やまとは違うだろ」


    　人口の規模が違いすぎる。日が変わる頃ころになっても街があんなに明るくて人が出歩いていて電車が混んでいるなんて、東京に出てくるまではなかなか考えがおよばない。


    「そんなことはわかってるけど、もっと根本的に東京は違うの。ここに住んでると、すごく疲れる」


    「ホームシックならもうすぐ夏休みだから津山に帰るといい」


    「そういうんじゃないって。お兄ちゃん、本当はわかってるよね」


    　正直なところ、わかっていた。


    　白びやつ虎こみたいになんでもかんでもさらけだすような人間に、東京は落ち着かないのだろう。


    　特段、白虎が珍しいわけじゃなくて、こういう奴やつは一定数出てくるはずだ。都会の空気に自分を合わせられないわけだ。


    　小手毬のほうが白虎よりも困惑しているように見えた。小手毬は生まれは美作みまさかじゃなくて、もっと都会の人間だった。このあたりの感覚は伝わりづらいかもしれない。


    　まあ、小手毬、そんなに心配しないでくれ。この白虎の症状はそんなに重くない。というか、俺も同じところをたどってきたからだいたいのことがわかる。


    「友達はできたか？」


    　白虎は言いづらそうに目をそらした。


    「少しだけ」


    「量より質だ。数は問題じゃない」


    「私みたいに声の大きいタイプって引かれるのかな？」


    「そこそこ引かれる。でも、どうにかなるから大丈夫だ。自分を殺すな」


    　とても久しぶりに兄らしいことを言えたような気がした。


    「大学は辞めるなよ」


    「辞めるわけないよ。頑張って生きてく。お兄ちゃんみたいに生きる」


    　白虎は開き直ったように、にかっと笑った。機嫌のいい時の白虎はだいたい笑っている。その笑いがいろいろとあるだけだ。褒ほめられているというより、からかわれているような気がした。


    「お兄ちゃんみたいに自分勝手に生きる」


    「俺、まあまあ、周囲の空気読んで生きてきたつもりなんだけど」


    「そんなこと、ないよ」


    　白びやつ虎この中でいろいろと吹っ切れてくれたらしい。そのあと、夜九時過ぎぐらいに帰っていった。帰り際に、東京は電車賃が安くてここに来るハードルが低いと言っていた。たしかに往復二千円もしたら、もっと八はち王おう子じに来る頻ひん度どは下がったかもな。


    「私、白虎さんのお力にあまりなれなかったでしょうか」


    　俺が台所で食器を洗っていると、小こ手で毬まりが不安そうに聞いてきた。


    「いや、お前はいつもどおりにしてたらいいんだ。あいつがここで求めてるのはいつもどおりなことなんだから」


    　もし、自分が異能力者にならずに大学に行っていたら、やっぱり白虎みたいになっていただろうなと思った。


    　この想像はそうはずれてはいないはずだ。なぜなら、白虎の戸惑いのようなものは俺も東京で感じてきたから。


    　白虎の悩みは俺と小手毬の悩みよりはるかに普遍的で平凡と言ってもよかったが、だからってその分簡単に解決するかというと、そんなことはない。


    　むしろ、だらだらと悩みと付き合っていくしかないという点で、俺たちと白虎は似た問題を抱えているのかもしれない。


    「けど、もう七月だもんな。お前が目覚めてから半年以上か」


    　時が経たつのが早すぎる。もう少し時代のペースがゆっくりになってくれないと、どんどん流されていってしまいそうだ。


    「そういえば、今年のＫＣ申し込みがそろそろ締め切りですね」


    「お前、いちいちチェックしてたのか」


    　引退を表明した俺のところには、当然参加打診の話だって来ていない。小手毬は一般エントリーのサイトでも見たはずだ。


    「そりゃ、興味はありますよ。私もマスターもＫＣ優勝を経て今に至ってるんですから」


    「そうだな、小手毬の態度は正常だ」


    　泡で覆おおわれた食器に水をかけていく。この時期の水仕事は涼しげで悪いものじゃない。


    「滝たきヶが峰みねさんは出場しないんですかね？」


    　どうでもいいけど、あいつの苗みよう字じ、柏かしわ木ぎに変わってるぞ。仕事では滝ヶ峰を一貫して使ってるし、俺も滝ヶ峰って呼ぶけど。


    「赤ちゃんなら十二月にはもう生まれてると思うけど、さすがに無理じゃないか。ああ、そういや、柏木夫妻にたまには来いって呼ばれてたんだ。きっと俺たちが白虎を心配するみたいに、あいつらも俺を心配してくれてるんだな」


    「行きたいです」


    　小こ手で毬まりの仕事が空あいている日を確認して、それを元に日程の案を仔こ犬いぬ丸まるに送った。『天てん上じよう』の仕事はどうせ突発的に来るので考慮しようがないしな。


    



    　学生ならそろそろ夏休みという頃ころ、滝たきヶが峰みね邸に遊びに行った。何度か来たからわかっているが、あいかわらず周囲は高い塀の屋敷が多くて、城が並んでいるみたいだった。


    　インターホンを鳴らすと、入ってこいと言われるかと思ったが、滝ヶ峰が玄関まで出迎えに来た。


    　俺はあいつの顔よりも、まず大きくなっているおなかに目がいった。小手毬もそれは同じらしかった。


    「身重なんだから、出てこなくてもいいんじゃないですか」


    「産休をもらっていると、どうにも時間を持て余してな。これまでやっていなかったことをかえってやりたくなる」


    　あどけなささえ残るような顔で滝ヶ峰は微ほほ笑えんだ。それは天使めいてさえ見えた。


    　俺は本当に困惑した。テレビのカメラでもまわってないと見せないような笑顔が俺に向けられているのだ。一種のバグが起きている。
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    「なんで、そんな顔してるんですか？　幸せそうにもほどがある」


    「あのなあ、今日は裏で何かやる話じゃない。純粋にお前たちをゲストとして遇するつもりなんだ。仏ぶつ頂ちよう面づらを作ってもしょうがないだろう」


    　リビングに行く間に小こ手で毬まりが「マスター、失礼ですよ」と言ってきたが、小手毬だって軽く戸惑っていた。ここはパラレルワールドじゃないよな。


    　キッチンでは仔こ犬いぬ丸まるがコーヒーの用意をしていた。あいつが家事やってるイメージが一切なかったので、妊娠とか結婚とかっていろんなものを変えるのだなと思う。


    「こんなに家が広いと、家事だけでいっぱいいっぱいだろ」


    「息抜きの感覚でこなしている。業者をあまり家に入れたくもないしな。結局、気をつかうぐらいならと、ゆっくりやっている。それに仔犬丸なら分身できるしな」


    　ごく自然に冗談が飛び出す。


    　滝たきヶが峰みねの表情は明らかに丸くなっていた。むしろ丸すぎた。ずっとこいつにあったトゲがない。触ふれるだけで身が切れそうだった、あの裏の顔はどこにいったのか。


    　今になって気づいた。


    　俺は滝ヶ峰の歴戦の武将みたいな態度をなつかしんでいる。滝ヶ峰がずっとこうだとしたら昔のあいつは死んだのとあまり変わらない。


    「コーヒー、入ったよ。万ばん理りはカフェインとらないほうがいいから、麦茶だね」


    　仔犬丸はいつから滝ヶ峰を名前で呼ぶようになったのだろう。それはやっぱり高いところから飛び降りるような思いきりが必要なことだったんだろうか。


    　まだ二人が夫婦でいることに慣れてないなと感じながら、コーヒーを飲んだ。ちょうどいい苦味だった。


    「お前、さっきからずっと緊張したような顔をしているな」


    　滝ヶ峰が不思議そうに尋ねてきた。


    「むしろ、どうしてそこまで変わったんだってこっちが聞きたいですよ。冗談抜きで洗脳の異能力者にでもやられたりしてないですよね？」


    　滝ヶ峰と仔犬丸は顔を見合わせて笑った。俺の脳はいよいよパニックになった。お前ら、まるで夫婦みたいじゃないか。どこで、そんなに距離感を縮めてゼロにしたんだ。むしろ、ずっと前から距離が縮まっていたのに完全に隠していたのか？


    「後悔したくなかったんだ」


    　滝ヶ峰はしみじみと言った。退役軍人が昔のことを語るような雰囲気だ。


    「先輩が後悔するような選択なんて一度たりともしたように思えませんよ」


    「これまではな。だから、今回もこうした」


    　滝ヶ峰は自分のおなかを撫なでながら言った。それは自分を撫でていることになるのか。それとも自分じゃないものを撫でていることになるのか。間違いないのは撫でている時に滝ヶ峰がいとおしそうな顔をしていたことだけだ。


    「たとえばちょっとした趣味であればある程度年をとっても始められる。定年退職後から趣味を作る人間だって珍しくない。しかし、自分の子供を作るのは、ある程度早いに越したことはない。年をとれば産みづらくなるのは生命の宿命だ」


    「たしかに出産に向いている時期っていうのはあるみたいだからな。あまり年をとってからだと母体への負担も大きくなる」


    　高齢出産とか、ニュースでも割りとよく聞くトピックだから頭にはあった。


    「そういうことだ」


    　小こ手で毬まりが俺の横でうなずいていた。このあたりのことは女のほうがよくわかるのだろうか。むしろ、男の立場だとよくわかると言っていいのかすらもよくわからない。


    「それに業界のほうも落ち着いてきた。良くも悪くもな」


    　滝たきヶが峰みねは少し寂しそうな顔をして、すぐにその表情を消した。


    「タイミングとしては今が一番いいんだ」


    　たしかに第一回のＫＣ前後から『御おん大たい』が壊滅した直後みたいな激流のような変化は今の異能力者業界にはない。安定と言うべきか停滞と言うべきか難しいが、どんな業界もいつかは動きの少ない状態になる。


    　これは必然だ。


    　今後は安定とも停滞とも言える状況で生きていかないといけない。それもまた人生だ。それもまた戦いだ。それが嫌いやだからといって違う時代に生まれなおすわけにはいかない。


    「正直、先輩が母親になりたい願望を持っているとは思ってませんでしたけど」


    「私も実感が湧わいてきたのは、この子が宿っているとわかってからだ」


    「僕はつけなくていいと言われた時にはっきりわかりましたよ」


    　仔こ犬いぬ丸まるがさらっと言った。


    　が、滝ヶ峰のほうはさらっとは流してくれなかった。


    「お前な……私に恥をかかせるなよ……」


    　これまで見慣れた戦う人間の顔になって、滝ヶ峰が仔犬丸の首を締めた。


    「そうそう、この光景のほうが自然だ」


    　ちゃんと昔の滝ヶ峰も今の滝ヶ峰に同居しているらしい。よかった、よかった。


    「いや……これ、けっこう落ちそうなぐらい締まってるからね……。昔を回顧するものじゃないからね……」


    「しゃべれてるぐらいだから大丈夫だろ」


    「いや、それがしゃべれる程度の余裕は残しつつ……しっかり締めてるんだよ……殺し屋のスキル……」


    「今の発言はそうされても文句言えませんよ」


    　小こ手で毬まりが女代表としてコーヒーを飲みながら見解を述べた。


    「こいつがどれだけ耐えられるかは把握している。死なない程度に苦しませることも可能だ」


    　気を失う寸前の絶妙なタイミングで、滝たきヶが峰みねは仔こ犬いぬ丸まるを解放した。


    　ある意味、こいつ、仔犬丸の体を知り尽くしてるなと思ったが、エロい意味で聞こえそうなので、黙った。


    「まあ、子供はいつできるかはできてみるまでわからんが……できたらその勢いで籍を入れればいいと思っていた……」


    　体裁もあるのか、滝ヶ峰は多少顔を赤らめた。


    「籍入れる前に作る気だったんですか？」


    　滝ヶ峰が憮ぶ然ぜんとした顔になる。


    「悪いか？　退路を断つぐらいのほうがいいと思ったんだ」


    「それでいいんじゃないですか。先輩は人生を計画的にやろうとしすぎてましたからね。少しぐらい場当たり的な要素があってもちょうどいいですよ」


    　言ってから、ちょっと偉そうだったかなと思った。人生についての言葉はどうしても上から目線に聞こえる。滝ヶ峰はとくに気にも留めてないようだったが。俺がＫＣで優勝する前後だったら、お前に何がわかると噛かみついてきたかもしれない。


    　滝ヶ峰にだって人間くさいところがあったってことだ。人間なんだから、人間っぽいところもあるだろう。


    「お前の生き方を見ていたら、こういうのもいいかという気にもなった」


    　そこでなぜか俺のことが話に出てきた。


    「どういう意味か、よくわかりませんけど」


    　素直にそう答えた。俺の生き方がどう映っていたのか知らないが、そんなものが滝ヶ峰の意思決定に影響するとはとても信じられなかった。滝ヶ峰はもっと自己完結してる人間のはずだ。それこそ、良くも悪くも。


    「えてして、こういうのは本人は自覚がないものなのかもしれんな」


    　滝ヶ峰は笑って、俺の言葉を受け流した。


    「なんとなくですが、私にはわかります」


    　今日の小手毬はずっと滝ヶ峰側で、俺はぽつんと孤立していた。これ以上、突っこんでいく話題でもない気がしたので、俺はぬるくなってきたコーヒーをすすった。


    　その話の切れ目に気づいたように、仔犬丸が俺のほうに顔を向けた。


    「ところで、先輩。前々からの疑問なんですけど」


    「なんだ？」


    「そっちは子供作らないんですか」


    　思いきり、むせた。


    　コーヒーをこぼさずにいるのがやっとだった。お前な、親しき仲でもそういうこと、小こ手で毬まりがいる前で言ってくるなよ！


    　しかし、文句を言おうとした口も、仔こ犬いぬ丸まるの顔を見たら言葉が出てこなくなった。仔犬丸は本気らしいのだ。ふざけてないようだから、ふざけるなと言うわけにもいかなくなった。


    「お前、率直だな」


    　小手毬の顔をじろじろ見るのはよくない気がしたので、見ないまま続けた。これは俺にされた質問だから、俺の口で答える義務がある。そうではあるのだが……。


    「心配しなくても吹ふい聴ちようなんてしませんよ。ラブコメじゃないんだから、相思相愛でピュアなままです、関係はキスまでですだなんてありえないでしょう」


    「それは……その……そういうことだ……」


    「先輩、地雷でしたね。すみません……」


    　そこは笑ったりしろよ！　なんで、素すなんだよ！　理解不能の性せい癖へき知りましたみたいな反応するなよ！


    「先輩、これ、ふざけてないんですけど、もしかして本当に童貞じゃないと力を失うとか、そういう異能力なんですか……？」


    「もう黙ってくれ！」


    　来るんじゃなかった！　今すぐ走って帰りたい！


    　あのな、口では言いづらいんだけどな、思春期のいろいろと難しい時期に俺と小手毬は一緒に暮らしはじめたんだよ。しかも恋愛感情とかの前に、いわば仕事として一緒にだ。それに二人暮らしじゃなくて、両親もいる家族の中に小手毬が増えた形なんだ。その上、立場上、主従の関係が厳然としてあるわけで、そうなるとなかなか、こういう話には持ちこみづらくなるんだよ……。


    　とはいえ、だ。俺だっていいかげんこれではまずいと思って、覚悟決めた時だってな、それは本当にあるわけだ。そういう日に限ってな、部屋に天て児こ奈ながいたんだよ！　それはないよな。あいつ、本当にデリカシーないよな。あれは一生恨むかもしれん。


    　俺はとにかく視線をそらしたくて、結果的に小手毬の側に目をやった。その途端、目が合った。ずっと、小手毬も俺のほうを見ていたらしい。余計に気まずくなった。


    　小手毬も完全に赤面していた。口が半開きになって、何か言おうとして迷っているように見えた。これじゃあ、何を言っても恥ずかしいもんな……。


    「ほ……」


    　小手毬、なんだ、「ほ」って。


    「ほしいとは、思っていますけど……」


    　人前でも小手毬はそう言った。それはすごく勇気のあることだと思った。


    　それでも、後ろに「けど」がついているんだよな。


    　そのためのハードルは存在している。俺たちは普通の同どう棲せいしてる幼おさな馴な染じみとかじゃない。あまりにも特例な二人組なのだ。


    　小こ手で毬まりの希望がどれぐらいの気持ちでのものなのか、またちゃんと確認しておかないといけない。


    　子供がほしいことは知ってる。それはほかのリスクを冒してでもということなのか。お金がないよりはあったほうがいいってぐらいの、リスクを冒すほどじゃない希望でしかないのか。


    　もっとも、それで子供がほしいから、目障りな『天てん上じよう』のトップをつぶしてくれと言われても、また俺は悩むことになるだろうが……。


    　俺には俺の決断がある。俺と小手毬の幸せのための最終決定権は俺にあるんだ。


    「ひとまず、お前の気持ちはあらためて確認した……」


    「はい……やっぱり人前では恥ずかしいですね……」


    　選択肢としては神こう代じろという存在ににらまれることを忘れて、『天上』を辞めて普通の人間に戻ることはできる。選ぶこと自体に難しさはない。天て児こ奈なに辞めると言えば、それで事足りるだろう。


    　無理だ。選びたくない。俺が危険にさらされるだけじゃない。小手毬も同じような立場になる。煌こう霊れい遣いも元煌霊も消されてしまうかもしれない。小手毬が理不尽に殺されるような選択は願い下げだ。


    　ったく、どれだけ強くなっても、また俺はうじうじ悩むんだな。


    　どうして悩みから逃げられないんだ。これが宿命なのか。


    「お前、ちょっとは考えろ。煌霊遣いだぞ」


    　滝たきヶが峰みねが肘ひじで仔こ犬いぬ丸まるをこづいた。


    「あっ、煌霊だと子供が作れないとかだったら、すいません……」


    　そう受け取られるよな……。たしかに煌霊のままだと出産できないんだけど……。


    「いえ、いいんです……。そんな、気にしすぎるような問題でもありませんし……」


    　こんなことなら、小手毬が人間に戻るチャンスなんて存在しないほうがよかった。


    　中途半端な可能性だけ持たされるから、かえって苦しくなるのだ。知らなくていいものを知ってしまうのだ。


    「僕、コーヒーのおかわり準備してきます！」


    　いちいち理由を言って、仔犬丸がキッチンのほうへ逃げ出した。必ずしもあいつの責任でもないんだけど、きっかけになったのはあいつだからしょうがないか。


    「悪かった……。いろいろと雑な奴やつなんだ。あとで殴なぐっておく」


    　滝ヶ峰が滝ヶ峰らしい制裁を言い出した。それ、一般的にはＤＶだぞ。


    「そんなに気にしないようにします。じゃあ、先輩が話題変えてください」


    　俺は開き直った。もう、ほかにまずいこともないからせいせいしていた。


    「そうだな。お前に聞きたいこととか……」


    　右手を口のあたりに持ってきて、滝たきヶが峰みねは思案していた。


    「いざ考えると、お前に聞きたいことなど、ろくにないな」


    「ひどい先輩だな！」


    　たしかに、これまで滝ヶ峰に指令を受けたことは何度もあるが、日常的なことをだらだら話したことはほぼない。


    　滝ヶ峰は後ろを向いて、仔こ犬いぬ丸まるがいないかどうかを確かめるようなしぐさをした。


    「『天てん上じよう』のことをあれこれ聞いても教えてくれんだろう？」


    　ああ、そりゃ、関心がないってことはありえんよな。


    「許してください。トップシークレットですんで」


    「せいぜい、私のあずかり知らぬところで生きてくれ。私は降りた道だ」


    　降りた、か。


    　もしかして、滝ヶ峰も最強であるということに、それなりのあこがれを持っていたのだろうか。


    　そういえば、かつてＫＣ以前は最強と言えば滝ヶ峰のことだったんだよな。


    　異能力者業界のために自分を広告塔にしてただけだと思っていたが、案外とこいつは最強であることにもこだわっていたのかもしれない。


    　もっとしがらみがなかったら、背負うものがなかったら、こいつも俺みたいになってたのかな。


    　人生は一度きりだ。隣の芝生しばふが青く見えない奴やつのほうが少ない。俺だってＫＣの前は滝ヶ峰を心底妬ねたんでいた。


    「本当のことを言うとな、『天上』というのがうらやましくはある」


    　滝ヶ峰が笑みを浮かべたが、それは俺がよく見てきた滝ヶ峰の顔でも、テレビで見る滝ヶ峰の顔でもなかった。


    　その顔を見せたことこそ、滝ヶ峰が降りた証拠なんだろうなと感じた。


    　おそらく、そのフラットな表情を滝ヶ峰は仔犬丸だけに見せていたんだろう。


    　昔の俺なら、もっと強い滝ヶ峰でいてくれと言ったかもしれない。だけど、今はそんなつまらないことは言わない。強いだけの人間など存在しないのだ。テレビの外でまで偶像であることを要求するのは身勝手というものだ。


    「たしかに俺は先輩の知らない景色を見てます。でも、それなら先輩も俺の知らない景色をたくさん見てきてます。優劣はありません。『天上』にだって悩みはある」


    「なら、今のお前の悩みは何だ？」


    　滝ヶ峰はまるで俺のことを純粋に知りたいと考えているみたいだった。


    「俺の力じゃ本物の世界最強、いや、宇宙最強に勝てるかわからないってことです」


    　具体的なことは言えないが、隠しもしない。


    「そんなものがいるのか」


    「いるようです。強いとかそういう次元も超えているんです。造物主と大差ないような存在です」


    「気の遠くなるような話だな」


    「俺もとにかく力はつけたいんですけど、本気になれる練習相手もいませんから。裏社会に極悪の異能力者でも出てきてくれれば喜んで戦うんですけど、幸い、世界は平和なようですし」


    　滝たきヶが峰みねは俺の言葉を咀そ嚼しやくするように、小さくうなずいた。


    「お前はどうして、その最強と戦いたいんだ」


    　小こ手で毬まりのためです、とは言わないでおこうとした。それだけじゃ何のことやらわからないだろうし、逃げている気もする。


    「どうせなら、最強になりたいじゃないですか」


    　言葉にして気づいた。


    　これが俺なりの本心だ。


    　小手毬のことがなくても、俺は神こう代じろと戦って勝ちたい。


    　神様ぶってる奴やつがうっとうしいからでもない。そいつが何の悪意もない文字通りの神様みたいな奴でも俺はきっと戦いたいという欲求を抱いただろう。


    　そいつが最強だからだ。


    「お前の言いたいことはよくわかる」


    　滝ヶ峰は同意してくれた。あながち調子を合わせただけでもないはずだ。


    　小手毬が俺のほうをじっと見ていた。まるで今になって俺の秘密を知ったというような顔をしていた。


    「本気を試せるような機会があればいいんですけどね。こればっかりはどうしようもないです。自由っていうのは強くなれば増えるものでもないですから」


    「お前の幸運を祈っておこう。ウソじゃないぞ」


    「先輩も強い子供産んでくださいね」


    　不思議なもので、滝ヶ峰と見事にたもとを分かったことで、心からこいつと親しくなれた気がする。


    　最初はずっと滝ヶ峰を否定するために生きてきたようなものだったのにな。


    　今の俺たちはお互いに相手を全肯定している。


    　強くならなければ、誰だれかを肯定する勇気も生まれないんだ。


    「コーヒー二杯目です！」


    　仔こ犬いぬ丸まるがトレーを持ってきた。


    　小手毬はその濃い目のコーヒーを考えこむように、ちびちびと飲んだ。


    　妙に小こ手で毬まりが思い悩んでいるように見えたが、滝たきヶが峰みね邸から帰る頃ころには小手毬はまたいつものとおりに戻っていた。


    「おいしいコーヒーでしたね」


    　帰りの駅で、小手毬は仔こ犬いぬ丸まるの煎いれたコーヒーを褒ほめた。


    「今度はどんな不安があるんだ？」


    　見ないふりはしない。小手毬の悩みは全部確認する。


    「もう少し、一人で考えてみます」


    　小手毬は俺の目をじっと見て言った。


    「一人で動いたり、いなくなったり、そんなことは絶対にないですから安心してください。私なりに最善を考えるだけですから」


    「そっか。まあ、たまにおせっかいを言うかもしれないけど許してくれ」


    　小手毬がそっと俺の手を握った。


    　そんなに目立つようなことはしてないけど、俺たちも滝ヶ峰と仔犬丸に負けないぐらいいいカップルだと思った。
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    ３話　残酷な夜を越えて


    


    


    　例年のようにクソ暑い夏が続いていた。


    　予想外の冷夏だなんてこともなく、毎日のように熱中症で倒れた人間が出たとニュースが告げていた。自分が幼い頃ころはここまで熱中症がはやってもいなかったはずだが、温暖化のせいか、これが日本の日常だった。


    　俺の日常も相変わらずだった。いや、相変わらずのものだから日常なのか。


    　天て児こ奈なに言われたまま、たいていは極悪人になる因いん子しを持った奴やつのところに行き、そいつに忠告したり、脅おどしたり、時には手を出して、まともな道に引き戻す。


    　単調な仕事だが、もうわざわざ単調だとも思わなくなった。日常というのはそういうものだ。息をするのに飽きたからやめますと言い出す奴はいない。


    　ある日、どこにでもいそうな不良を脅す仕事をしたあと、天児奈に言った。


    「悪人を善人にしてやってると思えば、いくらか耐えられるな」


    　金になる仕事でもなかったし、俺はやりがいがほしかったのだ。


    「まあ、そういう要素もあることはあるけどね、大切なのはそこじゃないんだよね」


    　天児奈は俺の言葉があまり納得いかなかったのか、少し首をかしげてみせた。


    「すごく嫌いやなことやすごく悪いことを減らすために私たちは活動してるわけ。悪人自体はいてもいいんだよ。善人になってもらう必要はないし、悪人の数自体は今のままでもいいの。もっと言うと問題のある人が増えても被害の量が減るのなら、そのほうがいいんだよ」


    「なんか、やけに消極的なこと言ってるな」


    「なんでかというとね、悪人を減らすってことになると、悪人の定義を誰だれかがしないといけないでしょ。私は悪人の定義をするのはよくないと思うんだよね」


    「それは神様みたいだからよくないってことか」


    「そういうこと」


    　天児奈はとにかくゆるい。偉そうな態度を見せない。


    　今もウサ耳を前後に振ったりしている。


    　もしかすると、神様みたいに偉く見えるのを意図的に避けているのかもしれない。


    「神だろうとそうじゃなかろうと、『天てん上じよう』としてやってることは同じだから、問題はないだろ」


    「うん、もちろん。でも、私たちは善人ではないからね。そこを間違っちゃダメだよ。悪いことをわかっててやることもきっとあるからね。君だって例外じゃないよ」


    　なんか、悪人呼ばわりされてる気がして、あまりうれしくないな。


    「たとえば、どんなケースだよ」


    「楽しくないたとえでよければ言うけど」


    「お前の楽しくないギャグをさんざん聞かされてるんだ。それよかマシだろ」


    「煌こう霊れいちゃんが殺されたら、君は絶対に犯人を殺すよね」


    　わざわざ断りを入れてくるだけあって、かなり破壊力が高いのがきた。


    「善人的には誰だれかが殺されたからって復ふく讐しゆうで殺しちゃダメってことになるよね。死刑のない国なんて無数にあるわけだしさ。日本だって殺人を犯しても、死刑にならないこともあるよね。概念的に考えてもすべての人がやり返してたら人類は絶滅しちゃう。でも、君は復讐するでしょ。それで彼女が帰ってこないとわかっていても、必ずね」


    「するな、きっと」


    「そういうことをしたからって、君を『天てん上じよう』から追い出すようなことはしないよ。だって、『天上』は善人だけで構成されてる組織じゃないから。何をするかだけが大切で、何であるかは問題じゃないんだよ」


    「天て児こ奈な」


    「うん、何？」


    「お前って、案外理屈っぽいよな」


    　天児奈の耳がまた前に動いた。


    「長く生きてるとね、こうなってくるんだ」


    　珍しく天児奈は感傷的だった。


    「私の中身なんて八割ぐらい理屈みたいなものさ」


    



    
      ★

    


    



    　しょうもない仕事の合間に充実してきたものもある。


    　料理のレパートリーが増えた。


    　空き時間を有効に使おうとしたら、自然とそっちに時間が流れたのだ。ついに自分でチャーシューを作るだなんて凝こったことまではじめてしまった。


    　あと、なぜかミステリの古典と言われてるものを読みはじめた。きっかけは何か忘れた。


    　暇ひまを暇として取り扱うことが俺は苦手らしい。あと、夏の暑さを忘れるためにも、何か熱中することがほしかった。


    　そうこうしているうちに夏もようやく陰りを見せて、気づいたら十月に入っていた。


    　俺の生活はずっと同じままだった。滝たきヶが峰みねが無事に出産したとか外部の変化はあったが、俺たち自体に変化はなかった。俺も小こ手で毬まりも日常をしっかりとこなすことだけを考えて生きていた。


    　滝ヶ峰に子供が産まれた時も、小手毬は自分の子供のことは話さなかった。


    　これまでと何も変わっていないからだ。今の俺たちじゃ何もできない。向き合っても仕方のないことには俺たちは向き合わないことにした。それが人間のありふれた生き方だ。俺は強いだけの、ありふれている人間だ。行動様式に変化はない。


    　疑問は抱いだかなかった。


    　小こ手で毬まりと疎そ遠えんになっているわけでもないし、これでいい。二人で過ごす日常はそれなりに充実していた。少なくとも、一人で生きていた時期と比べれば雲うん泥でいの差だ。


    　その日常が唐突に崩れた。


    　予感めいたものすらなかった。


    　十月の寒くもなければ暑くもない、何かの記念日でもない平日。数日経たてば忘れきってしまうような日だった。


    　夕方六時頃ごろ、俺は小手毬と自分のために五目あんかけそばを作っていた。この時間に作れば、ちょうど小手毬がテレビの仕事を終えて帰ってきた時にできたてになるはずなのだ。


    「こんにちは。ああ、こんばんはのほうがいい時間だね」


    　風呂場から天て児こ奈なが出てきた。


    　台所のすぐ横だから、出てくるところを俺もちょうど視界に収めることになった。


    「お前、次ぐらいは窓から入ってきそうだな」


    「それもまたオツだね」


    「オツじゃねえよ。こんな時間から仕事か？　まさに料理中でタイミング最悪なんだよな。いや、あんかけをかけたあとよりはマシなのか……」


    　あんかけをかけて、さあ食べるぞというところで出ていったら、パリパリの麺がふにゃふにゃになってしまう。


    「ふにゃふにゃの麺はそれはそれでオツだよ」


    「お前はふにゃふにゃ派か。たまに、そういう奴やついるけど」


    　ラーメンでものびたほうがいいという性せい癖へきの奴がいるし、人の数だけ好みはある。


    「今日はお仕事というより、大事な話があるの」


    「小手毬はまだ帰ってきてないけどいいのか？　もうちょっとで戻ってくるけど」


    　その帰宅時間を見越して、俺は五目あんかけそばを作っているのだ。


    「むしろ、彼女はいないほうが好都合かな」


    　なんだ、小手毬がいないほうがいい話って。エロ系の話なのか。でも、天児奈も女だからそれはないか。


    　常識的に考えれば、仕事ではないとしても、『天てん上じよう』の仕事に関する話題なんだろう。


    　俺は火をちゃんと止めたのを確認してから、天児奈について例の野原に入っていった。


    



    　もう、この野原も職場みたいなもので、俺は気楽だった。


    　それに天児奈以外の誰だれもいないというのもいい。人間というのは、何にだって順応するもんだな。


    　野原を一分ほど歩いて、わざわざ段丘状の高台になっているところまで来て、天て児こ奈なはこちらを振り返った。


    「で、話って何だ？」


    「大事なお話があるよ」


    「それはさっき聞いた」


    『天てん上じよう』の新メンバー紹介か？　まさか小こ手で毬まりに関することじゃないよな？


    　でも、耳をふさぐわけにもいかないし、とっとと何だか聞いて安心したかった。


    　天児奈のウサ耳が少し寝るように前に下がった。


    「バレちゃった」


    「だから何がだ？」


    「君があわよくば神こう代じろちゃんと戦って勝とうとしてるとか、神代ちゃんを倒しちゃうかもしれない力を秘めてることとか、私が真砂まさごちゃんと君を引き合わせちゃったこととか──もろもろ神代ちゃんにバレちゃった」


    　高いところから突き落とされたような気分だった。


    「待てよ。俺は表面上、ごく普通に日常を生きてただけだろ……。背後で変な活動してたわけじゃない……」


    「だよね。でも、こういうのって可能性の問題でしょ。たとえば、新しく即位した王様に弟がいたら、殺して王になろうとする野心があるかどうかにかかわらず、先に手を打って殺しておいたりするよね。そういうこと」


    　おいおい、そのたとえだったら、神代は俺を消そうとしてるってことにならないか……？


    　絶体絶命にもほどがある。


    　落ち着け、落ち着くんだ。俺は消えてない。存在してる。だから、神代は俺をまだ野放しにしてる……。


    　まずは助かる方法を考えろ。


    　俺が無害だとアピールするしかない。でないと、戦いに向かうことすらできない。


    「じゃあさ、俺、神代に頭下げに行くわ。ほら、言ってみれば神代が『天上』の社長みたいなものだろ。社員としてごめんって言わないとな。神代のところまで連れていってくれよ。ああ、寝首をかこうとかそういう意図は一切ないからな。信用できないなら、とことん距離を空けてくれたらいい。俺は近距離からしか攻撃できないから、何も危険はないだろ」


    　天児奈にこちらの考えているすべてのことをそのまま伝えないといけないから、自然と口数が多くなった。


    　望みはあった。あくまで天児奈は俺の側だと思っていた。ならば、いいように取り計らってくれるだろうと。


    「ああ、君を神こう代じろちゃんに合わせることはしないよ。すでに私が神代ちゃんに指示を受けてるからね」


    　天て児こ奈なはこんな重大なことを話した割りにはマイペースだった。それが微妙に俺をいらつかせた。


    「私が君を殺せ──だって。そうしないと私も消しちゃうんだって」


    　いきなり泣きたいような気持ちになった。


    　もう、引き返せないところまで来ている。


    　せめて、心の準備をさせてくれよ。


    「なので、今から私が君を殺すから。ああ、小こ手で毬まりちゃんは『天てん上じよう』じゃないので、手は出さないから安心してね」


    「本気なのかよ」


    　それだけ言うのが精一杯だった。


    「本気だけど？」


    　天児奈の顔を見る限り、良心の呵か責しやくなんてものは読み取れない。


    「俺はゲリラでも何でもないぞ。小手毬の夢をかなえたいって気持ちはあったけど、それだけだ。どう考えたって情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあるだろ。もう、いきなりぶっ殺せって話になるのかよ」


    「だって、私だって死にたくないし。あと、神代ちゃんの判断だから、私に文句を言われても困るけど」


    「お前だっておかしいだろ！　お前の下でやりたくもない仕事をしてきたのに、上から命令があったら、はい処分しますって言うのか？　人間の情ってものがねえのかよ！」


    「『天上』の大半はそういう情みたいなものは、なくなってるのかな。私も、小娘の時代はあったんだけどね～」


    　何を言っても、軽くいなされる。


    「それじゃ、殺させてもらうね」


    　武器も何も持たないまま、表情だって変えないまま、天児奈はそう言い放った。


    　こうなったら、やってやる。


    　ナイフをすぐに抜く。


    　影えい殺さつ師したるもの、武器の用意はいつだってできている。


    　常に殺し屋は先手必勝。息を止めて距離を詰める。


    　だが──


    「異次元のドアー！」


    　マヌケな感じに言った天児奈の横にドアが生まれる。


    　そこにさっと飛びこむと──


    　背後に天児奈がいた。そこにももう一つドアができていた。


    「同じ空間内の移動は実にスムーズにできるんだよね」


    　ぱんと手を叩たたくと、ドアが両方消えた。


    「お前、人を殺す時におちょくるのかよ！」


    　すぐに振り返って、攻めかかる。


    「これが私の戦い方だよ。ちゃんと自分の異能力使ってるでしょ」


    　また、移動用のドアができる。


    　俺だって、無様に同じことを繰り返すつもりはなかった。


    　異能力者なんだから、異能力を使う。


    【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】で移動を止めてやる！


    　しかし、天て児こ奈なは平然とドアの中に消える。


    　それから、また離れたところに現れる。


    　何も俺の力が効力を発揮した形跡はない。


    　悟られたくはなかったが、無駄だった。俺の異能力は天児奈に知られているのだ。


    「君が何をしたいのかはわかるよ。でも、そうやって食い止めるのって、かなり難しいと思うんだよね」


    　ごく自然と、教師みたいに天児奈は言う。


    「まず、私みたいなわかりにくい能力って阻そ害がいするのも大変なはずだよ。ぶっつけ本番で、火や氷を止めるようにはいかないよ。それから、そもそも私の力を操れるほど、君は強くはない」


    　平然と言われたからこそ、腹が立った。


    　実力不足って、それじゃ俺の存在が否定されたようなもんだ。


    「くそっ！　もう逃げるなよ！」


    　俺はナイフを持って突っこむ。


    【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】が効かない以上、がむしゃらにやるしかなくなった。


    　すると、天児奈は扉を作って、その中に入ってしまう。


    　そのたび、俺の真後ろに来たり、最初から視認できるどこにもいなくなったりする。あいつはこことは違う世界にだって行けるのだ。


    　それで、そのうちになって、ほとぼりが冷めたとでも思っているように出てくる。


    「きりがない……」


    　敵に肉弾戦なり銃撃なり戦う気持ちがあるなら、戦闘もできる。その攻撃を逆手にとることだってできる。


    　天児奈の場合はそれすらない。


    　まるで小さなプランクトンとでも戦っているみたいだ。こっちが追いかけるとその勢いでどこかに行ってしまう。


    「あ～あ、やっぱり君は『天てん上じよう』との戦いに慣れてないね」


    　たまに出てきた天て児こ奈ながのんびりとした口調で言う。


    「『天てん上じよう』と戦うには武力だけじゃダメなの。もう一段、高度な戦い方できないと土俵にも立てないのに、君はそういう相手と戦った経験がないから、全然わかってない」


    「いやいやいや！　普通、『天上』とそんなにドンパチやらんだろ！」


    　そんな奴やつ、その前に殺されるだけだ。現状、俺の関知している範囲で、『天上』を何人も簡単に倒せる異能力者は存在しない。


    「だったら、ここで死ぬしかないね。残念だけど、そういうことになるよ」


    　天児奈がすぐ背後に現れた。


    　糸を使おうかと思った時には、違うところに移動している。


    　まったく攻撃が間に合っていない。


    　盗ぬす人つとを捕えて縄を編むということわざがあるが、あれに近い。


    　天児奈がどこにいるか認識してから攻撃に出ても絶対遅れをとる。


    　では、どうやって攻撃を当てる？


    　俺がナイフや糸で攻撃に出たところに、天児奈が現れればいい。


    　極論、俺のナイフの場所に天児奈が出てくればいい。


    　そんなことできるのだろうか。


    　やるしかない。


    　俺はナイフを持って──


    「うおおおおっ！」


    　虚空に向かって、斬りつける。


    「くそおおおっ！」


    　そんなことを繰り返す。


    「さっきから何をやってるの？」


    　離れたところに天児奈が現れる。


    　また、悪意すら見せない顔で。


    「何なんだよ……こんなのどうやって勝てばいいんだよ……」


    　絶望的と言うしかないし、もしかしたら俺はすでに絶望してるのかもしれない。


    　それでも、動くのをやめてしまったら、すべてが終わりになってしまうから、戦う。


    　小こ手で毬まりと俺とで築き上げてきたものを台無しにされてたまるか。


    「どうやって勝つかは君が考えないといけないんだよ」


    　涼しい顔で天児奈はいる。実際、天児奈にとったら戦闘をしている意識すらないだろう。


    「言っておくけど、私に手も足も出ないってことは、神こう代じろちゃんにも完封負けってことだからね。そこんところ、よく考えてね」


    　それは端たん的てきな事実のはずだ。


    　神こう代じろは空間の移動なんかより厄やつ介かいな「思ったことを実現する」異能力者だ。


    　こうやってあがく時間すらもらえない。


    　消えろ──と念じられただけで俺は消滅する。


    　そんなものとぶつかることを考えていた自分がこのザマなんだから情けない。偏差値三十で東大に合格したいって言ってるみたいなもんだ。


    　攻略の糸口も見つからない。


    「さてと、いつまでも私も移動してるだけじゃ終わらないもんね」


    　そう言った天て児こ奈なの姿がまた見えなくなる。


    　今度はどこに行ったのかとすぐに周囲を探す。


    　あいつはこの世界から一旦消滅して、どこかに出てくるので、気配も極めてつかみづらい。いわば、リセットされてしまうのだ。


    　気配が役に立たないなら、きょろきょろと周囲に視線を送るしかない。


    　これまでの戦闘の定石は何一つ役に立っていなかった。


    　姿をその場のものに擬態する異能力者ぐらいはいる。それなら気配も読める。目くらましをする奴やつだって同じだ。


    　本当にこの世界の外側に行ける奴では動きをトレースできない。


    　がしっと、何かに右の足首をつかまれた。


    　何かって、それは天児奈しかいなかった。


    　足元で天児奈が寝そべっていた。


    「君相手にこんなことやってもスカートのぞけないね」


    　天児奈が手に力をこめる。


    　足がその力に逆らえずに泳ぎそうになる。


    　こいつ、力も破格だぞ！　『天てん上じよう』は身体能力も上がるんだった。


    　殺気をまったく放ってないが、ありえないような力でこっちの足を曲げてくる。


    「くそっ！」


    　バランスを維持できずにその場に倒れる。


    　倒れた時にはまた天児奈はその場にいない。


    「今度はどこだ……？」


    　ナイフと糸の準備だけはしていた。構えるくらいしないと、俺の心まで萎なえてしまう。


    「ここだよ」


    　俺の腹の真ん前に、二の腕から先の部分だけが浮いていた。


    　まるで、ゲームのバグみたいに宙に右手の部分があるのだ。


    　手だけが来るとは思ってなくて、反応が遅れた。


    　その手が動いて、俺の腹を殴る。


    「ぶごほっ！」


    　想像以上に重い一撃で、俺の体が後ろに飛びそうになる。


    　それでも──


    　ここであっさり倒れないのが俺の強さだ。


    　その浮いている手をつかもうとした。


    　なのに、もう手はどこかに消えている。


    　はずしたか！　そう思った時には今度は背後から殴られていた。


    　ドグッ！


    　バガッ！


    　鈍い音が骨を通して俺の頭に響く。


    　対処不可能。


    　もう、これは勝負ですらない。


    　たんなる一方的な虐殺だ。


    『天てん上じよう』と戦った経験は霧きり雨さめとしかなかった。あいつの場合は、まだ勝負にはなっていたから、どこかで甘く見ていた。勘違いしていた。


    　極まった異能力の前では通常の戦闘など生まれないのだ。
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    　こういう異能力者と戦う時には、きっとそれ専用の特殊な戦い方が必要になる。ＫＣで行われているような戦闘とは根本から別物だ。


    　そんな準備を俺は何もできてない。


    　ダメだ。


    　この感覚、高校の時、数学のテストで感じたのと同じだ。


    　空欄が無数にあるのに、何もできないまま、時間が経つのに任すしかないあの感じ。


    　悪あがきをしようという意識すら、死んだように生まれないあの感じ。


    　空間移動をするな──もうろうとしかける頭で念じてみたが、何の変化もない。


    　天て児こ奈なの異能力が例外的なせいで、発動を止められない。


    　まして、『天てん上じよう』の異能力者の力を止めるとなれば、相当の集中力がいる。


    　それって、今の俺に一番足りないものじゃないか。


    　バジッ！　ドンッ！


    　いろんなところを殴られる。


    　口の中に鉄の味が広がる。


    　体力だけならまだまだ残っていた。大量の出血があるわけでもないし、アキレス腱を切られたわけでもない。


    　なのに、意欲が急激に失われていた。


    　暴力に立ち向かおうという気持ちが湧いてこなかった。


    　俺が天児奈にお前のやり方はひどすぎるし非常識だと何百回叫んだところで、それで何が変わるだろう？


    　天児奈が俺より圧倒的に強い──その一点があるせいですべての理不尽は正当化されてしまう。


    　なあ、小こ手で毬まり、俺はこんな時、どうしたらいいんだ？


    　勝機が限りなくゼロの戦闘で俺はどう生きればかっこいいんだ？


    　いっそ、辞世の句でも詠んで舌噛みちぎったほうがいいのか？


    　それとも、せめてもう一度小手毬に会わせてくれと頭を下げるべきなのか？


    　答えなどない。あるわけがない。


    　問題なのは、何も選ばなくてもこのままでは早晩撲ぼく殺さつされるということだ。


    　天児奈は神こう代じろに自分の身の潔白を証明するためにも俺を殺すだろう。


    　もしかしたら万に一つぐらいは真砂まさごみたいに半永久的に監禁されるあたりで許されるかもしれないが、どのみちバッドエンドに違いはない。


    　痛みがひどくてマヒしてきた。


    　立っていられなくて、俺は膝立ちになっている。


    　起き上がったところで、蹴り倒されるのだ。


    「なんか拍子抜けするなあ。思ってた以上に弱いね」


    　目の前に天て児こ奈なが現れる。


    　近いようで遠い。なんだそれ。恋愛の真理か何かか。


    「なあ、お前はこれで俺を殺してもなんとも思わないのか？」


    　別に敵の良心に訴えようなんてつもりはなかった。


    　ずっと、こいつが表情を変えないから疑問だったのだ。


    　これでも俺はこいつのために働いてきたんだからな。問題があったからって、部下をなぶり殺しにするか？　なぶり殺しにするしかないとしても、ためらいすら見せずにサンドバッグにできるものなのか？


    「ま～、私も相当な修羅をくぐってきたからね。そこは間違いないよ。自殺未遂の経験だってリアルにあるよ」


    「修羅道をくぐったら、何をしたっていいってもんじゃねえぞ」


    「あとは、長く生きてるといろんなものが風化しちゃうんだよね。これは必然」


    「風化？」


    「徐々に無感動になってはいくの。それが極端に進みすぎたのが、神こう代じろちゃんなの。それを以って、神々しいと表現することもできるけどね」


    　つまり、俺の命なんてどうでもいいってことか。


    「はっきり言っておくけどな、お前らは最低だ！　力をまっとうに使ってない！　何があろうと地獄に落ちるからな！」


    「そうだね、地獄に落とせる異能力者でもいたら、私たちにも勝てるかもね」


    　ここまでチートな敵と戦っていると、ワンチャン本当にそんな奴やつが出てくるしか勝ち目はないのでという気にもなる。


    「さてと、君は問題なくこのまま殺せるとして──」


    　天児奈は腕を組んで何か思案していた。


    　嫌いやな予感がした。


    　こういう嫌な予感はとにかく的中する。


    「君が死んだら煌こう霊れいちゃんも騒ぎ立てるだろうし、やっぱり殺しておこうかな」


    　ああ、さっきまでのは絶望なんかじゃなかった。


    　絶望っていうのはこういうのを言うんだ。


    「ふざけんな！　小こ手で毬まりは殺さないから安心しろって言ってただろ！」


    　そんなのあんまりだ。


    　どうして小手毬が殺されないといけないんだ。


    　そんなこと、許されていいわけがない。


    「だって、あの子は『天てん上じよう』って存在も知っているし、しかも影響力の大きな芸能人でしょ。テレビで自分のマスターが『天上』に殺されただなんて訴えられると、それなりに困ったことになるよね」


    「こ、殺す必然性なんてないだろ！　お前と神こう代じろの力があれば、たとえば、誰だれもいない世界に移動させるとか、『天てん上じよう』に関する記憶を消去するとか、なんとでもやれるだろ！　なんで命奪う意味があるんだ！」


    「強しいて言えば、確実だから？」


    　せめて意地悪く笑ってほしかった。


    　こいつ、本当に悪意ってものがどこにもない。残忍さとか妬みとか恨みとか、そういう負の感情が漂白されたみたいに見えない。


    「君は真砂まさごちゃんと接触したでしょ？　あれは私が接触させたわけだけど、そういうイレギュラーが起こらないという根拠はどこにもないからね。死んでもらうのが一番なんだよね」


    「何の罪もない奴やつを殺すのか……？　そんなの『天上』のあり方としておかしいだろ！」


    「『天上』はこの世界の秩序を守るために存在してるだけだから。善悪はとっくに超越してるよ。でなきゃ、真砂ちゃんがどうして監禁されてたの？」


    　どうしよう……。


    　どうにかしなきゃいけないのに……。


    　その力が俺に足りてない。


    「私は悪趣味ではないから、君に彼女が死ぬところを見せたりなんてしないし、その逆もしない。あとでちょっと死んでもらうだけだから」


    「ふざけんな！」


    「メンゴ、メンゴ」


    　ウサ耳が前後に揺れる。


    　そんな謝罪、何の意義もない。


    　けど、不思議なことに──


    　消えかけていた戦闘への意欲が戻ってきた。


    　何も不思議なことなんてないな。


    　小こ手で毬まりのために命を懸けることはこれまでもずっとやってきた。


    　その機会がまたやってきたってだけだ。


    　俺が死んだら小手毬も死ぬ。


    　だとしたら、俺は死ぬわけにはいかない。


    「それじゃ、まずは君に死んでもらうね」


    　また、天て児こ奈なが消える。


    　俺は自分の左手を伸ばす。


    　そして、殴ろうとしていた天児奈の手をつかむ。


    「えっ!?」


    　すぐに天て児こ奈なはその場から消えた。


    　どうやらつかんでいても消えられるらしい。いよいよ、どうしようもない能力だな。


    　それでも、初めて防御ができた。


    　そうだ、千キロ離れたところからミサイル撃ってくるわけじゃないんだ。打撃自体は必ず打撃が当たる距離から来る。


    　だったら、感覚をとことんまで研とぎ澄すますことができれば、攻撃を防げる。


    　ていうか、感覚を研ぎ澄ます程度でどうにかできるんだったら──


    　どうにかしろよな、俺。


    　小こ手で毬まりの命が懸かってるんだぞ。俺が屈してどうする。


    「ううん、まぐれだとは思うけど、急に反射神経がよくなったなあ……」


    　天児奈もびっくりしている。


    　そうそう、お前を驚かすぐらいでないと勝ちの目なんて最初からないもんな。


    　俺はやっと立ち上がる。


    　膝ひざ立だちじゃ戦いにならない。


    「気の持ちようでこんなにも変わるものなんだね」


    　お前は心が硬直しててわからないかもな。


    　また天児奈が消える。


    　俺は全神経を集中させる。


    　ナイフを後ろに向けて、投げる。


    　それははずした。けれど──


    　すぐに横に防御の態勢をとって、天児奈の殴打を腕でガードできた。


    　さっきまでと比べれば、防ぐ確率だけなら飛躍的に上昇している。


    「よくこれだけ豹ひよう変へんできるね」


    　今度は右足を蹴られた。


    　足だけがこっちの世界に顔を出していた。


    「くそっ！　それは卑ひ怯きようなんだよ！」


    　体の一部分だけだと、気配の読み取りが一気に難しくなる。地球上に足や腕だけで生存している人間がいないからだ。ありえないものだから、その気配にもまったく慣れてない。


    　そこから先は０勝５敗５分けってところか。


    　二回に一回は天児奈の攻撃を防御できている計算だ。


    　もともと、０勝10敗だったことを考えればブロックができはじめてることだけでも大きな進歩だ。


    　とはいえ、抜本的な解決には何もなってない。


    　俺の攻撃は何一つ当たっていないのだ。


    　防御だけなら体を大きく動かさずにできるが、攻撃となると、態勢が必ず乱れることになる。


    　まだ勇気を持ってそこまで踏みこめてない。


    　このままだと消耗し続けてゲームオーバーだ。


    　そもそも、ここは天て児こ奈なの空間なわけで、ここに置いてけぼりにされる時点で俺の勝ち目はほぼ存在しない。


    　食べるものは生えてる草しかないし、一週間もここに放置されるだけで、衰弱して勝負にならなくなる。


    　だから籠ろう城じよう中の軍隊みたいな守りに徹した戦いじゃ話にならない。


    　じゃあ、どうやって迎撃する？


    　一番手っ取り早いのはナイフで攻撃することだが──


    　一気に倒せないと、それこそ神こう代じろのところにでも逃げこまれたら詰む。


    　いや、そもそも天児奈を殺しても無意味だ。


    　ここから出られる保証はないし、神代に反逆者と正式に認定されて消されるだけだ。


    　次につながるような勝ち方を考えないと。


    　努力賞には意味がない。逆に言えば、最後の最後で勝てば泣きはらそうが土下座しようが勝ちだ。


    　疲れはあるが、まだたいしたことはない。俺の疲れの大半は気力の問題だった。


    　やっぱり、異能力で立ち向かうしかないな。


    　集中力だけならさっきよりはるかに高い。


    　徹底して、天児奈の動きを観察した。


    　どうやって、俺を攻撃してくるのか。


    　完全なるアットランダムってことはありえない。あいつが自分の頭で行動パターンを作っているのだ。必ず、読める。


    　読み切れる。


    　攻撃を受けるのはしょうがない。即死するってほどじゃない。


    　意識が一つのところに向いていれば、痛みにも耐えられる。


    　現状、天児奈は扉から出てきたり、何もないところに現れたりの二ふた通とおりで動く。


    　何もないところから来られる時はパスだ。


    　俺の異能力でも対処できない。


    　ドアのほうを狙う。


    「なんか、防御もしなくなってきたね」


    　防御だけじゃ勝てないからな。


    　そして、ドアが俺の真後ろに出た瞬間──


    　俺はナイフを投げつける。


    「喰らえっ！」


    　天て児こ奈なは体を大きくそらしてかわす。


    　その程度、当たらないと思ってるんだろう。


    　それでいい。俺も当てる気まではなかった。


    　俺はナイフを投げた勢いで、もう前に踏み出している。


    「本命はこっちだよ！」


    　そして、ドアに手をかける。


    　さあ、来い、俺の異能力！


    【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】！


    「小こ手で毬まりのところにつながってくれ！」


    　思いきりドアを開くと、ちょうど部屋に戻って、仕事用ゴスロリ服から部屋着用のゴスロリ服に着替え終わった小手毬がいた。


    「マ、マスター!?　びっくりさせないでくださいよ！」


    「話はあとだ！　すぐに入れ！」


    「わかりました！」


    　小手毬が野原に躍りこむ。


    　そして、ドアを閉めたところで、そのドアは完全に消滅した。


    「よし、成功はしたかな……」


    　俺の顔にやっと笑みが宿った──はずだ。鏡があれば、はっきりと見えただろう。


    「まさか、私の異能力にまで干渉してコントロールできるとは思ってなかったな……」


    　天児奈もそんなことができるとはとても考えていなかったらしい。


    「小手毬、こいつは神こう代じろに俺たちの反乱計画がばれたってことで、俺たちを殺しに来た。だから、もう返り討ちにするしかないんだ」


    　悠長に説明している暇ひまはなかった。


    「わかりました、マスター。全力で迎え撃ちます！」


    　もう、小手毬は戦闘に気持ちを切り替えている。糸が袖そでから出ている。


    「天児奈の攻撃自体は、今のところ打撃しかない。お前がいてくれれば、防御の可能性は広がる」


    　それだけじゃない。


    　俺が空間移動の異能力を利用できるってことを小手毬を連れてくることで天児奈に見せ付けられた。


    　おそらく天児奈の基本的な手の下し方は、何もないところに問答無用の流刑に処すことだろうが、その手が使えない。少なくとも逃げられるリスクがある。


    　天児奈につけられていた圧倒的な差がずいぶんと縮まってる。


    「バカだなあ。もう、百パーセント、小こ手で毬まりちゃんも殺すしかなくなっちゃったよ」


    「その心配はいりませんよ」


    　シュンッ！


    　小手毬が天て児こ奈なに向けて、鞭むちのように糸を放った。


    　すぐに天児奈はその場から消えて、俺たちの後ろに出てきたが。


    「私とマスターがいれば、あなたに勝利する可能性も高くなります。それに──」


    　小手毬はこんな時なのに、俺の手をそっと握った。


    「一人で勝手に死んだりしたら、私はマスターを絶対に許しませんから！」


    　そう、とっくに俺たちは一心同体なのだ。


    　小手毬に近づくこともできないならどうしようもないが、呼んでこれるならこうするのが最善に決まっている。


    「じゃあ、勝手にしてね。二人まとめて始末するから！」


    　また天児奈が消える。


    　だけど、お前の力じゃ二人まとめて相手するのは不可能のはずだ。


    「小手毬、俺たちの周囲を糸で覆え！」


    「はい、マスター！」


    　ちょうど出てきた天児奈の真ん前に糸の幕ができていた。


    「もう！　邪魔だなあ……」


    　天児奈の表情がわずかにゆらぐ。


    　糸を使ったバリケード作戦。


    　小手毬の糸の技術ならこれぐらいのことはできる。


    「これでわかっただろ！　天児奈、お前じゃ俺たちに勝てない！」


    　これが影えい殺さつ師しの戦い方だ。


    　使えるものをすべて使って、状況を自分の有利なほうに持っていく。


    　今のところ、俺の作戦はいい流れを作っている。


    　でも、まだ勝利には足りない。


    　それにまだ使えるものは確実にある。


    「これ以上、俺たちを攻撃するなら、この世界と人通りの多いところ──そうだな、渋谷のスクランブル交差点にでもつなげてやる！」


    　こいつの戦意を徹底して奪う。負けを認めさせたら俺たちの勝ちだ。


    「そんなことはできないよ。君が自分の家につなげられたのも記憶のつながりが強いから。いきなり渋谷に接続だなんてほど、君の力は決して万能じゃない」


    　わざわざこうやって否定してくるぐらいだから、ウソではないんだろう。


    　でも、その否定が俺に新たな情報をくれる。


    　裏を返せば何度か出入りしているような世界なら接続できなくもないってことだ。


    　最初から次にどこにつなげるか、計画は決めていた。


    　確実に俺の味方をしてくれる奴やつのところにつなげる。


    　だから、ドアがまた手元に来るまでは耐える。


    「小こ手で毬まり、しばらくこんなふうに粘ってくれ」


    「わかりました！」


    　天て児こ奈ながまたワープのターンに入る。


    　こいつも俺たちを打撃で倒さざるを得ないだろうからな。


    　そして──そのうち、隙ができる。


    　糸で周囲を覆うのは確実に天児奈の妨害になっている。


    　遠距離からは攻撃できないから、そばに来るしかない。となると、反撃のリスクも高まる。


    　それで、糸の防御がない時があれば──


    　天児奈も仕掛けてこざるをえない。


    　ちょうど天児奈が消えている時に小手毬に囁ささやいた。


    「疲れたふり。糸は出すな」


    　小手毬が肩で息をして、猫背になる。


    　糸が出なくなったと判断した天児奈はドアで俺たちの斜め前方に出てくる。


    　そこから攻撃しようって魂胆だろうけど、読めていた。


    「小手毬、後ろ！　後ろ！」


    　これは「前」という意味だ。


    　二回向きを繰り返したら、その逆というルール。


    「わかりましたっ！」


    　小手毬の糸が当然、前に飛ぶ。


    「えぇ!?」


    　逆だと思った天児奈は油断しているから、体をそらさざるをえない。


    　俺はすぐに天児奈の側に近づいて、ドアに手をかける。


    　あの空間につながれと念じた。


    　天児奈すら迂う回かいをしていたぐらいだから、難易度は高いはずだ。


    　それでも、どうにかして一発でつなげてやる。


    　この際、精神力をどれだけ使おうとかまわない。


    「真砂まさご！　助けてくれ！」


    　勢いよくドアを開けると──


    　そこにはつながれている真砂がいた。


    　成功した！


    「なんや!?　いきなりのことで訳わからんで！」


    　当然、真砂まさごは困惑している。


    　そりゃ、助けの内容を何も語ってないからな。


    「真砂！　天て児こ奈なが神こう代じろ側について、俺たちを消そうとしてきた！　お前がここで使える異能力でどうにかしてくれ！」


    「あん？　天児奈に狙われた？　なんや、冗談か。なかなか迫真の演技やで」


    　マジかよ。その反応は予想してなかった。


    「演技じゃねえよ！　本当にずっと戦ってるんだよ！　ほら、俺なんて負傷しまくってるだろ！　すぐに助けろ！」


    「いやあ、久しぶりにおもろいもん見せてもろたわ。おおきにやで」


    　何がおおきにだよ！　ちょっとは信じろよ！　不審にすら思ってねえじゃねえか！


    　くそっ！　真砂がこんなにのんびりした性格だとは知らなかった！


    　真砂も味方にできたら、対処の仕方も大幅に増えると思ったのに！


    　以前に真砂が陰陽道の大物でいろんな力が使えるってことは聞いていた。だったら、この危機的状況を打開することもできると踏んでいたのだ。


    　それに、真砂までこっちの側なら天児奈も神代の側から離脱するかもなと思った。それなら、このまま神代にケンカを売りにいく選択肢もとれると考えていた。


    　希望的観測の部分も大きいが、俺がこの状況でやれる方法としては限りなく最善のものだろう。


    　なのに、当の本人が信じてくれないなんてアリかよ！


    　これで死んだら五千年ぐらい化けて出てやるからな！


    　けれど、即座に追い打ちをかけられることはなかった。


    　天児奈はゆっくりとドアから真砂の世界に入ってくる。


    　戦意は感じられないが、闘争本能をむき出しにして攻めてくるタイプじゃないので一切安心できない。


    　ただ、真砂と向き合った手前、何か釈明みたいなことでもしゃべるのかと思った。


    　その間に俺は全力で次の手を考えるしかない。


    「はい、そういうこと。冗談でした～」


    　表情を変えずに天児奈は言った。


    　それから、銀行強盗に銃を向けられた客みたいに両手を挙げた。


    「はっ？」


    　まだ、何が起こったのか俺の脳が理解できていない。


    「真砂ちゃんの言ったとおりだよ。冗談でした。神代ちゃんにばれてもないし、君たちを殺そうともしてないよ」


    「そ、それは本当なんだな……？」


    「冗談でした～」


    「そこで冗談って言われると何が冗談か全然わからん！」


    「君たちに害を加えることはないよ。それは事実」


    　十二分にダメージ受けたけどな……。


    　俺は急激に体から力が抜けるのを感じた。


    　抜けきったので、がくっとその場に膝ひざをついた。


    「ほら、冗談やったやろ」


    　真砂まさごがドヤ顔になっていた。


    「冗談だったら、殴ったり蹴ったりするなよな……」


    　かなり負傷しているぞ。風呂につかったら確実にひりひりする。


    「いや～、ドッキリ大成功だったでしょ。キリスト教でやるドッキリはドッキリ大聖堂、なんちゃって」


    　これまでのギャグで一番殺意が湧いた。


    「おい、天て児こ奈な、事情をすべて漏れなく説明しろ……。でないと許さんからな……」


    　俺は天児奈に近づいて、そのウサ耳をぐいぐい引っ張った。


    「痛い、痛い！　引っ張るの禁止！」
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    　えっ、これ、本当に頭から生えてるの!?


    「マスター、腹が立つのはわかりますが、女性ですよ」


    　とりあえず、痛そうな反応だったので離した。


    　ボコボコにされたんだから、これぐらいいい気もするが、やっぱり見た目が女だと乱暴にはしづらい。これって、一周して逆差別なのではなかろうかと思う。


    「これは私の善意なの」


    「というか、出来心じゃないのか……」


    　そのあと、つながれて動けない真砂まさごも含めて、四人で円になって話をすることになった。


    「ほら、強い『天てん上じよう』の異能力者と戦えば、君も自分の力がどれぐらいか判断できるでしょ。君がいい練習相手に恵まれてないのは事実だし」


    「それはそうだけど、俺、とことん血の気が引いたんだけど……」


    　とてもじゃないが練習って気持ちではなかった。


    「練習って言ってたら、気合も入らないでしょ。本番じゃやりなおしだってできないんだから」


    　それは、天て児こ奈なの言葉が正しい。


    　神こう代じろに五回中一回勝ったら、こっちの勝ちってことにしてくれというわけにはいかない。


    「なので、神代ちゃんにバレたって設定で戦ったわけだけど、まあ、それなりによくやってたんじゃない？」


    　上から目線が腹立たしいが、やむをえんか。上司は上司だしな。


    「ちなみに、お前は全力で俺と戦ってたのか？」


    　今、気になる点はそれだ。


    　苦情を言いたい気持ちはあるけど、ひとまず呑みこむ。


    「全力でやったら、私はすぐにどうしたって脱出不可能な世界に飛ばしちゃうから勝負にならないよ。ていうか、神代ちゃんにバレたから殺すとか言うわけないでしょ。黙ったまま、脱出不可能なところに放り出すだけ」


    「ごもっともだな……」


    　情報を教えてくれる時点でガチではなかったのだ。


    「あと、お前の攻撃力はあれで本気なのか？」


    「もう少し力を加えることもできたけど、そもそも肉弾戦主体じゃないからね。あんなものじゃないの？」


    　そう天児奈は言ったものの──


    「それでも、基本ラインは合格点じゃない？　ぎりぎりの状況でいろんな策を出してきたのは評価するよ」


    　それなりに認めてはくれたらしい。


    「とくに、あそこで真砂ちゃんのところに行くって発想は私にもなかったよ」


    「あらゆる手段を動員しないと勝てる気しなかったからな。あと、『天てん上じよう』には『天上』をぶつけるしかないと思った」


    　待てよ。


    　だとしたら、神こう代じろとぶつかる時にもほかの『天上』に力を借りればいいんじゃないか？


    　ＲＰＧだってパーティー組んでラスボスとぶつかる。一対一でやらないと卑ひ怯きようなんてことにはならない。


    　問題は協力してくれる『天上』がせいぜい天て児こ奈なと真砂まさごしかいないってことだけど。


    　でも、真砂を動員することができたら、もしかしたらもしかするぞ。


    　天児奈がペットボトルのウーロン茶を出してきたので、ありがたくいただいた。集中していたので、ノドも渇く。


    「ったく。本当に、『天上』ってのは修羅の道だな」


    「そうだね。私もなかなかひどい人生を送ってきたからね～」


    　天児奈の耳がぴこぴこと動く。おちょくってるのか。


    「それはギャグなのか、素なのか、どっちだ？　ちなみにお前のギャグの中では割りと笑えるほうだぞ」


    「残念ながら、ギャグじゃないんだよね～、これが。私の言うギャグがそんなにおもしろいわけないでしょ」


    　こいつ、自分のギャグがつまらないって自覚はしっかりあったのかよ……。


    「そういえば、お前、さっき、自殺未遂したことがあるって言ってたよな」


    　ノリを見てると殺しても死ななそうだが。


    「私のことって、あまり話したことってなかったね」


    「はっきり言って、お前がウサ耳をつけている女だということぐらいしか情報はない」


    　俺はこの上司の年齢も、経歴も、データ的なものはまったく聞かされていない。プライベートと言えばプライベートなのでわざわざ聞かなかったというのもあるが。一般的な会社の上司とは意味合いが違うしな。別に仲良くなる必然性もないのだ。


    「じゃあ、一回ぐらいは話しておこうかな。けっこう、派手に痛めつけちゃったお詫びも兼ねて」


    　過去語りで、この痛みがチャラになるのは調子よすぎるぞ。三回ぐらいは焼肉おごってほしい。


    　気づいたら、公園にあるような青いベンチが現れていた。


    　天児奈はちょこんとそっちに座る。


    　俺たちの分はないのかよと思ってたら、事務用デスクに使うようなぐるぐるまわるひじ掛け椅い子すが二脚できていた。椅子の中での統一性がなさすぎる。


    　小こ手で毬まりはスカートを押さえながら、礼儀正しくその椅子に座る。俺が立っているといつまでも話がはじまらないような気がしたので、こっちも腰かけた。


    「ずっと、ずっと昔のこと。私がまだ若かった頃ころのお話で～す」


    　アバウトすぎて、どれぐらい過去のことかわからんが、とにかく、とてつもない昔なんだろう。


    「私はなかなかもてたんだよね。その当時は結婚年齢が早いから私みたいな見た目でも普通にストライクゾーンなわけ」


    「たしかに、現代の価値観で言うと、お前の見た目で恋愛対象に見ちゃうのはロリコンくさいな……」


    　ウサ耳のせいで、結果的に身長にドーピングがかかってるみたいになってるが、それがなかったら完全にガキだ。


    　今も、天て児こ奈なは足をぶらぶらさせている。映画館に来た落ち着きない子供か。


    「それでね、モテた私は二人の男性に求婚されたわけ」


    「三角関係ということですね」


    　小こ手で毬まりが言った。恋バナになると、女子の反応がいい。とくに三角関係とかそういう設定があると余計に盛り上がる。


    　まあ、ラブラブのカップルですってことをずっと語られても、赤の他人にとったら面白くも何ともないからな。


    「ちなみにかぐや姫の求婚みたいにモブっぽいのに言い寄られたみたいなんじゃなくて、そこそこ親しかった人ね。けっこうガチなやつだからね」


    「その三角関係がどうなったんだ？　四角になったり五角になったりしたのか？」


    　少しだけ、天児奈は間を空けた。


    「私一人になった」


    　ぞくっと寒気がするような言葉だった。


    　そのあとに続くことがろくでもないものであることだけはすぐにわかった。


    「その二人の男の人はね、なんと決闘でどちらが私と結婚するか決めようとしたんだよ。いや、私に決めさせろって話なんだけど、そういう時代だったんだよね」


    　ああ、もう、聞かなくてもだいたいのオチが読める。


    「二人のうち、片方は決闘に負けてそのまま死んじゃった。もう一人もその時の傷が元で、結局死んじゃった」


    　だから、天児奈一人が残されたってわけだ。


    「こういう表現がいいのかはわかりませんが……同情します」


    　小手毬も沈痛な表情になる。


    　安い同情に意味はないのだろうけれど、同情するぐらいしか聞かされたものにはできない。


    「さすがに荒れたよね～。自暴自棄になったっていうか、生きててもしょうがないって気持ちになったよ。だから、川に身を投げたりしたわけ」


    　天て児こ奈なはライトに自殺を語る。


    　きっと自分の命に関することだから、気楽に言えるのだ。


    　ほかの誰だれかの命のことではないから。


    「それでもお前が生きてるってことは、それで死ななかったってことだよな。誰か助けてくれた恩人でもいたのか？」


    　天児奈が首を振る。


    「そんな殊勝な心がけの人はいなかったね。私は偶然、陸地に打ち上げられて、結果的に死ななかったの」


    　悲観的な話だが、天児奈の表情はひょうひょうとしたままだ。


    　それは天児奈が強いからというより、はるか昔のことになると、記憶や思い出も風化していってしまうということなのだろう。


    　千年前も二千年前も大きな戦争はあって、多くの人は死んだはずだけれど、その死者に想いをはせて涙を流す人間はほとんどいない。


    　戦国時代も三国志もそれは英雄の歴史という意味合いで語られる。


    　もし、戦国時代がつい十年前のことだったら、現代人はそれを戯画化するようなことはできないだろう。


    　きっと、不謹慎だと言ってつぶされる。周りは戦死者の遺族だらけだろうからな。


    　天児奈の人生にとって、どれだけ衝撃的なことだろうと、はるか過去のことになれば、その熱は冷めてしまっている。


    　俺と小こ手で毬まりももしも千年生きることになったら、この十年や二十年のこともどうでもよくなってしまうのだろうか。仲のいい友達のことも、歴史上の人物の逸いつ話わと大差ない程度の、心動かない情報になるんだろうか。


    　あんまり、楽しい想像じゃないな。


    「それでね、『天てん上じよう』の話としては、むしろここからが重要なんだけど」


    「ちゃんと聞いてるよ。心配すんな」


    　いくらなんでも、受け流せるような内容じゃない。


    「死にそうな目に遭って──といっても私の場合は自分から死のうとしたんだけど──ぎりぎりで生き残ると、たまに特別な力が宿ることがあるんだよね」


    　話の流れがわかった。


    「お前、その時の経験が元で今の異能力を手に入れたんだな」


    「溺おぼれて意識を失った時、私はちょうど、この野原にいたんだよ。苦しいもののないところに行きたいって考えながら川に飛びこんだし、死んで、そういう世界に行けたと思ったの。しかも、そこで私は扉みたいなものを作って、いろんな世界に飛べたんだ。それで、私は無人の奇妙な空間を夢見心地でぽんぽんと移動した」


    　いわゆる臨死体験みたいなものだろうか。


    「たぶんだけど、それで野原とか、この真砂まさごちゃんがいる空間とかでもじもじしてたら、本当に死んでたんだろうね」


    　天て児こ奈なは膝ひざと膝の間に手を入れて、ベンチの端をつかんだ。


    「でも、しばらくして、私は元の世界に戻ってみようって思いついたんだ。ただの偶然。だって、元の世界で私がしたいことなんて何も残ってなかったもん」


    「それで、元の世界に戻ってみた途端、自分が溺おぼれたけど、生き延びたことがわかった──ということですね？」


    　小こ手で毬まりの予想は正しかった。


    　天児奈は首を縦に振った。


    「ピンポーン。そうそう、私は川の中なか洲すに乗り上げてて、生きてたの。もっかい飛びこむ気にはならなかったね。一回やって失敗するとばからしくなるんだよ」


    　過去に何かのドキュメンタリーで自殺しようとしたが死ねなかった人の話を聞いたことがある。その人間も同じようなことを語っていたから、きっとそういうものなんだろう。


    「それで自分に世界を移動する力が備わってることがわかったの──と言えれば話が早いんだけど、そう単純じゃないんだよね。そんな力には気づかなかったし、地に足をつけて生きていく気持ちにもならなくて、五年は放浪の旅を続けました」


    　こいつ、想像以上に激動の人生を送ってたんだな。


    「それで、さすらっているうちに自分が空間移動の力を持っていることをやっと知ったの。その力を使って、だらだら生きているうちに、現在の『天てん上じよう』に当たる組織にスカウトされたと、まあ、そういうこと」


    「お前が大変な人生を送ったことだけはわかった」


    　それ以上踏みこんだ言葉を言うのはやめた。俺は自分を愛してくれた人に死なれたことは、結局今のところ一度もない。


    「もしかして、『天上』になるような奴やつらは多かれ少なかれ、とんでもない経験をしないとなれないものなのか？」


    　天児奈は空のほうに顔を向けて、思案していた。


    「数奇な運命に巻きこまれた人なんて腐るほどいるわけだし、関係があったとしても、そのうちのごく一部が異能力に目覚めるだけなんじゃないのかなあ」


    　自分が数奇な運命の中で異能力者になった割りには天児奈は冷静だった。


    　それで正解なんだろう。だいたい、異能力者っていうのは、後天的に身につくものより、遺伝とかの影響のほうが大きいはずだしな。


    　だとしたら、奇跡と奇跡が折り重なって、天児奈という異能力者は生まれたってことか。


    「はい、こういうわけで、楽しい話ではないんだけど、私もずっと能天気ではなかったということでした」


    「ああ、なかなか重かったぞ」


    「人に歴史ありですね」


    　小こ手で毬まりが司会者みたいな言葉で締めた。テレビ出演でそういう技術が身についているのかもしれない。


    「それで、次は君たちが歴史を紡つむぐ番だよ」


    　珍しく、天て児こ奈なが真面目な顔をしているのがわかった。


    「君たち二人がどういう生き方をしていくか、ちゃんと決めておくべきだね」


    　答えは決まっていた。


    　いや、今日の経験で答えを決められていた。


    　まだ答えを伝えてないだけだ。


    「なあ、歩いて話し合うのにいいように、ちょっと家から離れたところに帰してくれないか？」


    



    
      ★

    


    



    　天児奈に送り届けられた場所は八はち王おう子じ駅のずいぶんと南側の道端だった。


    　はっきり言って、別の駅のほうが近いし、周囲はほぼ住宅しかないので静かだ。梅つ雨ゆ時どきはカエルの鳴き声が聞こえてきそうな川や池も近くにあった。


    「こんなところでじっとしていてもしょうがないし、歩くか」


    「そうですね」


    　このあたりは街の明かりも少なくて、夜の道をずいぶん長く感じた。八王子は北口と南口で雰囲気があまりにも違いすぎる。俺たちは繁華街の北口の空気がかろうじて残っている南口の一番駅側のところに住んでいた。


    「今日はびっくりさせて悪かったな」


    「マスターが謝ることではないでしょう。マスターも被害者なんですから」


    　もちろん、実行犯は俺じゃないけど。


    「少なくとも、天児奈からは俺が優柔不断に見えたってことだろ」


    　歩道には通行人なんて誰だれもいない。


    　車の光だけが、その道の唯一の明かりだった。


    「私もマスターも迷うしかなかったんですよ。だから、仕方ないです」


    　結論をなかなか出せずにいたのは、小手毬も同じだったか。


    　でも、小手毬の場合は俺のせいで答えが出せなかっただけだろう。


    「俺、世界最強と戦うことにする」


    　神こう代じろという『天てん上じよう』の支配者と。


    　すでに心には決めていたから、口に出すだけだった。


    「危険ですよ」


    　その言葉は形式的なものだ。心がこもってないのがわかる。


    「お前、危険も承知で俺にずっと戦わせようとしてきただろ。『御おん大たい』のボスのところに滝たきヶが峰みねと一緒に乗りこまされた時は死ぬかもなと思った」


    　小こ手で毬まりは俺たち表側の異能力者に勝算があるかなんて、まったく考慮に入れてなかった。ただ、ただ、純粋にお前は戦う異能力者なんだから戦いに行けと言った。


    　もう表側の異能力者と『御大』側との抗争がはじまってしまった以上は戦うしかないだろう、そう小手毬は考えていたはずだ。


    　結果的に天て児こ奈なが『御大』のボスを倒していたからよかったものの、そうじゃなかったら、俺も滝ヶ峰も殺されていたかもしれない。


    「だって、マスターの人生はそういうものですから」


    　とくに悪びれもせずに小手毬は言った。


    　小手毬は俺の人生を意識的にも無意識的にも一つに定める。


    　俺は小手毬がいる限り、小手毬のために生きるのだ。


    　もっとも、小手毬がいない時だって小手毬のために生きていたようなものだった。俺は何も変わらん。


    　小手毬は俺にとってのファムファタルだ。


    「天児奈は結局ハッパをかけたんだよ。俺は神代と戦うしかないんだ」


    　あんな模擬戦まで企画されて、危なそうなんで辞退しますだなんて、恥ずかしくてとても言えない。


    「そうですね、マスターの人生ですからマスターに任せます。私はマスターに従うだけですから」


    　しれっと小手毬は言う。


    「危なくてもやる。そいつに勝てば俺は正真正銘の世界最強になれるだろ。どうせなら挑戦してやる」


    　小手毬は俺のぴったり横をついて歩く。


    　二人並ぶから歩道をふさぐが、向こうから来る奴やつなんて誰だれもいない。この夜を俺と小手毬だけで独占している。


    「いいと思います。ただ、一つだけ条件をつけさせてください」


    「聞くかどうかはわからないけど、言うのはお前の自由だ」


    「私もついていきます」


    　小手毬は真砂まさごと出会った日以来、俺に子供のことで相談をしてきたりはしなかったが、最初から俺が決断を出すことに合わせるということで決めていたんだろう。


    　ある意味、最も煌こう霊れいらしい選択肢だ。


    　最初からそのつもりだった。


    「行きたくないといっても、連れていくからな」


    　俺もお前も戦うために生きてるんだ。


    「わかりました。今日のように二人で戦いましょう」


    　だったら、もう問題点は何もない。


    「それでさ、『天てん上じよう』の世界最強に勝ったら二人でもう一回、ＫＣに出てみようぜ。泣きの引退大会とか言ってさ。ほかの奴やつらを全部秒殺して最強であることを知らしめるんだ。間違いなく伝説になるぞ」


    　楽しい妄想がいろいろと広がってくる。


    「けっこう自分勝手ですね」


    「そうだよ。舞まい花かも滝たきヶが峰みねも白びやつ虎こもそんなこと言ってた」


    　俺はやりたいように、好きなように、生きてきた。道がなくても、自分なりに切り開いて生きてきた。


    　誰だれが五年前、俺がＫＣのチャンピオンになって、挙句、『御おん大たい』と戦って、『天上』にまでなるなんて想像できた？　前例なんてまったくないことを俺はずっと続けてきた。今、振り返れば、そういう生き方になっていた。きっと、これからも、そういう生き方になってしまうんだろう。


    　それを俺の周りの人間はみんな知っていた。気づくのが一番遅かったのは俺だったってオチだ。まるで幸せの青い鳥の寓話みたいじゃないか。


    　夜風がなかなか気持ちいい。これで道が上りじゃなかったら、もっといいんだけどな。


    　俺は風に吹かれながら、次の言葉をゆっくりと整える。俺が話していることは他愛ないよもやま話じゃない。


    「それで、『天上』のトップを倒したら、俺は『天上』を辞める。これは決定事項だ。普通の人間に戻る。俺は生きたいように生きる」


    　小こ手で毬まりの足が止まる。


    　だから、俺も足を止める。


    　俺と小手毬はちゃんと近くにいないといけない。


    「マスター、もしかして私のために──」


    「違う。俺は俺の生きたいように生きてるんだ。世界最強になりたいし、自分の上に雲みたいにのしかかってる奴は排除する」


    　偶然、俺の選んだ答えが小手毬の決断の後押しになるってだけのことだ。


    「じゃあ、私も人間に戻ります」


    「小こ手で毬まりの好きなようにやれよ。やったあとの後悔は俺も一緒に背負ってやるから」


    　小手毬の言葉はしばらくなかった。


    　暗いから顔もよく見えない。


    　それから、俺に抱きついてきた。


    　やっと小手毬の小さな泣き声が聞こえる。


    　俺はゆっくりと小手毬の背中を撫でた。いとおしくて、これまでずっと変わらないままの体。俺は小手毬のためになんだってできる。俺は好き勝手に生きるけれど、小手毬より大切なものはこの世界のどこにもない。小手毬のために死ねるなら、俺は喜んで死ぬだろう。


    　死なないけどな。


    　二人で生き延びて、周りが腹立つほど笑ってやるけどな。


    　小手毬がいなかった時、俺は抜け殻がらだった。あんな気持ちを小手毬に味わわせてたまるか。


    　もちろん、同時に死ぬのもなしだ。


    　それはなんていうか、話ができすぎてるんだ。人生はもっとだらだらとみっともなく続いてるものだ。わかりやすい有終の美なんていらない。


    「私、マスターの赤ちゃんが、ほしいです」


    「うん、俺じゃなくてお前に似てくれたらいいな。けど、じゃあ、マスターって呼ぶのは終わりだ。子供がぎょっとするだろ」


    「まだ、マスターはマスターですから」


    「それじゃ、小手毬が人間になった時に終わりにしようか。煌こう霊れいの役目を卒業した時に」


    　そしたら俺も煌霊遣いを卒業することになるのだろうか。別にいい。こんなの、ただの肩書きだ。今の時代、職業名にすらならない。履歴書にすら書けない。俺たちがどう生きるかだけが大切なんだ。


    　暗い歩道で俺たちは静かに寄り添っている。邪魔をする者は何もない。それは津つ山やまの自分たちが暮らしてきた場所に近かった。銀座よりも新宿よりも俺たちはこちらのほうが似合っていた。


    　やがて、上りの坂は下りに切り替わる。ここが丘のてっぺんだ。その丘の一キロ先にある八はち王おう子じ市街地の光が見えた。


    　ずっと手をつないで、小手毬を離さないようにして、その道を歩いた。


    　恐怖はなかったけれど、次の戦いだと死ぬかもなという気持ちはどこかにあって、それってもう小手毬にも触れないってことだよなと思うと、ちょっとでも長く小手毬に触れていたかった。


    「こんなに、この街って静かだったんですね」


    「だから、天て児こ奈なはこのへんに送り出したんだろ」


    　多少距離が長いかなと思ったけど、話さないといけないことはおかげですべて話し終えた。


    　結論を出した俺たちの表情はきっとからりとしている。


    「今晩の料理は何なんですか？」


    「五目あんかけそばだ」


    　あんをかける前に出ていったから、ちゃんとパリパリのを作れるぞ。
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    ４話　超人の領域へ


    


    


    　一瞬。


    　この言葉は人間の身体感覚に根差した言葉だ。


    　たとえば一瞬の間にいくつもの物事をこなせるほどに早く動ける動物がいたとすれば、一瞬はいくらでも小さく分割できる時間に過ぎないだろう。それが時間の最小単位になることはない。人間が三十分の間に歯を磨みがいたり、トイレに行ったり、シャワーを浴びたりできるように。


    　俺はその一瞬を無数に分割しなきゃいけないような戦いをしている。斎さい村むらと戦った時に少しその片へん鱗りんが見えた。


    　ただし、まだ発展途上だ。


    　槍やりのように、霧きり雨さめの髪が俺のところに伸びる。


    　すぐに横にかわす──のではダメだ。


    　前に飛ぶ。


    　かわすと同時に攻撃に転じなければ、防御に回ることになる。そうなれば、だらだらとつまらない動作の繰り返しになる。回避と攻撃を常に同時にやれるようにしないといけない。


    　俺が戦う予定の奴やつは長期戦など許してくれないのだから。


    　霧雨も準備をしている。


    　別の髪がまた槍になって飛んでくる。


    　俺はナイフを抜いて、顔に向かってきたそれを防ぐ。


    　ここまでで、だいたい「一瞬」。


    　一度、地面に足をつける。


    　すぐにしゃがむ。


    　背後から霧雨の髪が飛んでくる。


    　これもかわしつつ前に飛ぶが、霧雨の髪が壁を作る。


    　その髪よ、力を失え！　──と念じる。


    　髪の壁がモーゼの海を割った伝説みたいに真ん中で分かれる。


    　そこにナイフを押しこむ。


    「行けっ！」


    　思わず叫んだ。


    　ナイフは霧雨の顔の真ん前で止めた。


    「ま、参りました……」


    　霧雨がそうつぶやき、俺はナイフをしまう。霧雨も伸びていた髪を元に戻す。


    「徐々にこの速度で戦えるようになってきたな」


    　以前からお世話になっている南みなみ高たか尾おの山中。


    　そこで俺と小こ手で毬まりは霧きり雨さめと特訓をしていた。


    　ただし、小手毬は休憩中だ。このレベルの練習試合になると、適度に休みながらでないと体が保もたない。小手毬の怠慢ではない。『天てん上じよう』のレベルがおかしいのだ。俺だって、小手毬を喪失したばかりの頃ころにこんな特訓をしていたら、三秒後には死んでいた。あの頃は一言で言えば雑だった。つまり、つけこまれる隙すきだらけだった。


    　確実に強くはなっている。


    　特訓相手がいないと嘆なげいていたけれど、身近にいい相手がいた。俺がボロボロにされた男であり、かつ、俺を『天上』にした男だ。


    　ばれるとまずくないかと俺は言ったが、「何が？」と天て児こ奈なは返した。それから「『天上』のトップはそこまで暇ひまじゃないよ。むしろ多忙すぎるのが問題なぐらいだよ。性格からして絶対に休まないけどね」と付け加えた。


    　それから、天児奈はもう少しだけ神こう代じろの話をした。大半は神代に対する愚ぐ痴ちだった。恐れているという様子はなくて、単純に同僚に対するスタンスだった。


    　お前、よく消されたりしてないなと言った。


    　天児奈は「神代ちゃんも嫌われ者だってことぐらい知ってるからね。知ってるからこそタチが悪いんだよ」とため息をついた。神代の話をする時、天児奈は子供ではなくて、ずっと長く生きている何者かに見える。


    「それにさ、刃向かわれてから相手をしても遅くないしね。彼女はそういう特別な子なんだよ」


    「それもそうだな。神代は国民全員を押さえつける独裁者じゃない」


    　杞き憂ゆうはそれで消えた。


    　だから今、俺は霧雨とやりあっている。


    「やはり『天上』になっただけありますね。こちらも手を抜いたつもりはないのに、負ける回数が増えてきました」


    「そう言ってくれるとほっとする。いやあ、休みを使わせて悪いな。知り合いの『天上』なんて霧雨ぐらいしかいないんだ」


    　霧雨が働いている会社の休みに練習台になってもらっている。こいつのことだから、頼めば有休とってでも手伝ってくれそうだけど、そこまでは申し訳なさすぎる。


    「現状、マスターの勝率は四割五分ぐらいですかね」


    　小手毬はわざわざノートのようなものをつけている。なんてマメな奴やつなんだ。


    「ちなみに私が加わっていた時もいない時も勝率はほぼ同じのようです」


    　少し声が小さくなった。足手まといだとでも思っているんだろう。そんなことはないのに。


    「どちらかが参ったと言うまでやってますからね。実際の戦闘なら、片方が負けても戦闘は継続しますから、勝率はそちらのほうが高くなるかもしれませんよ。たとえば、小手毬さんが負傷しても、実戦ならばその間に朱す雀ざくさんが逆襲をして敵を倒すということもありえますから」


    　霧きり雨さめが律儀にフォローしようとしたが、まだ小こ手で毬まりとしては納得できないだろう。


    　小手毬の気持ちをやわらげるのは俺の仕事だ。霧雨にやらせちゃいけない。


    　俺は小手毬の頭をぽんぽんとなかば撫なでるように叩たたく。


    「これは間違いのないことだから言っとくぞ。小手毬がここにいなかったら、俺の勝率は今の半分以下だ。測定できないけど、お前は俺に力をくれてる。だから、胸を張ってろ」


    　だって、小手毬がいると俺の戦う理由が変わるんだ。


    　自分が勝つためというだけの理由が、小手毬のために勝つというものになる。そこがとてつもなく大きい。


    「わかりました……マスターの言葉を信じます……」


    「信じようが信じまいが事実だけどな」


    　それに小手毬も復活したばかりの頃ころより格段に糸のキレがよくなってる。自分より強い奴やつと戦うことには必ずプラスの効果があるんだ。相手が強いから、その変化が可視化できないだけだ。


    　とはいえ、まだまだ霧雨とやっても勝率が五割を超えていない。課題は山積みだ。


    　霧雨になら目をつぶってでも勝てるぐらいでないと、神こう代じろに勝てる可能性はほぼない。


    　もっと成長しないと、結局、神代と戦う資格すら得られない。


    「あの、ところで、一つ気になっているんですが──」


    　そろそろ特訓再開というところで、霧雨が言った。


    「そんなに強くなってどうするんですか？」


    　なるほど。実に根本的な質問だ。


    　霧雨は真砂まさごには会ったことがあるらしいが、それ以上の秘密を知っているかはわからない。俺もその秘密をいちいち語るつもりはない。


    「男だったら、もっと上を目指したいだろ。成長できる間は成長したい。それが男のロマンってもんだ。カブトムシやクワガタを捕まえるだけじゃない」


    「こんな力で戦わないといけない敵なんて存在しますかね？」


    　存在するから大変なんだが。


    「俺の生きがいは最強を目指すことなんだ」


    　取り繕つくろったけれど、あながちウソでもなかった。


    　この実力、親おや父じやおふくろに見せてやりたいな。おふくろは喜ぶだろうし、親父は自分より強くなったと悔くやしがるだろう。いい親孝行だ。


    　俺が『天てん上じよう』を辞めたら見せてやるか。


    「よし、霧雨、もう一本頼む」


    　どうにか霧雨には九割勝てるところまでは持っていきたい。


    　目標は特訓四日目あたりで達成できた。


    　俺に伸びしろがあって、なおかつ、【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】の効き目が強く現れるようになったおかげだ。


    　ただし、俺の異能力は相手の異能力を知っているほうが有利なので、初見相手ならこううまくはいかない可能性は大。霧きり雨さめの場合は、何をしてくるか事前にわかっているから異能力の阻害もより効率的にやれる。


    　しょうがない。


    　神こう代じろを練習相手にはできないし、やれることをやるだけだ。


    　やれることを完かん璧ぺきな水準にまで高める。


    



    
      ★

    


    



    　天て児こ奈なに付き添われて、しょっぱい仕事をした帰りのこと。


    　俺はすかさずこう頼んだ。


    「真砂まさごのところに連れていってくれ。小こ手で毬まりも一緒に頼む」


    「どういうつもり？」


    「知り合いの『天てん上じよう』に会いたいってのがそんなにおかしいか？」


    　天児奈はあまり楽しそうな顔はしていなかったが、願いは聞き入れてくれた。部屋にいた小手毬のところに一度寄ってから、真砂のつながれている世界に行った。


    　真っ青の空間は時間の変化を感じさせるものが何もないので季節感も何もなかった。前回から一秒しか経たってないと言われても信じてしまうだろう。


    「おお、久しぶりやな。三年ぶりぐらいか？」


    「本当に時間感覚壊れてんな……」


    　マジでこんなところで監禁されるなら死ぬほうがマシかもなと思った。


    『天上』になっても、やっぱり外部の変化で時間を認識するんだな。外部が変わらなかったら、それがおかしくなる。とはいえ、百年以上まともな人格を保っているだけでも、まさに超人なのだが。


    「人間になりたいんやったら、嬢ちゃんのほうが俺の手のところまで来てくれたらええわ。普通はハンドパワーやあるまいし、手を近づけるだけやと何も起こらへんのやけどな。俺の場合は、術式っちゅう術式が体に刻みこまれとるからなあ」


    「違う。今回はお前に昔話を聞かせてほしいんだ」


    「昔話？　舌切りスズメとかか？」


    「そうじゃない。お前の生きてた大昔の話だ」


    「せやな、鎌かま倉くら時代の生まれやから、その時代からの京のことやったら話せるなあ。ちなみに江戸は何度も行ってたけど、鎌かま倉くらに行ったことはないで。鎌倉時代は俺は京都の人間でしかなかったからなあ」


    　こいつの話、聞き取って歴史学者に売れそうだな。


    「いや、そういう話じゃないんだ。ある人物のことが聞きたいんだよ。俺みたいな立場なら興味を持たないわけにはいかない奴やつだ」


    「ふうん。なんて奴なんやろ？」


    「お前をこういう目に遭わせてる奴だよ」


    　真砂まさごは言われた最初だけ不意を突かれたようにぽかんとした顔をしていたが、すぐににやにやと笑いだした。もしかすると、ここでたくらみに乗っちゃうような奴だから、監禁されたのかもしれない。


    「それは俺も力にならんとあかんなあ」


    　天て児こ奈なは自分は関知しませんとでも言いたげに仏ぶつ頂ちよう面づらを貫いていた。


    　敵のことは研究しなくてはならない。俺は影えい殺さつ師しなんだから。


    「わかった。じゃあ、俺の過去を疑似体験させたるわ。それで人となりぐらいはわかるやろ」


    「疑似体験？　あんた、なんでもできるんだな……」


    　全然、別のチート能力じゃないのか、それ。


    「陰おん陽みよう道どうやなくても、記憶を保管する能力は大昔は珍しくないんや。今みたいにコンピュータで保存できんからな」


    　たしかに記録メディアって概念がなければ、人間の頭に頼る割合が大きくなるのかもしれない。


    「あくまでそれは『記憶』が元だからあまり正確じゃないんだよね。しかも記憶に残ってるところって印象的な箇所だけだし」


    　天児奈が渋い顔をして言った。


    「たいてい、過去はよかったものとして脚色されるんだよ」


    「そんなん、どんな過去の情報でも同じやろ。どうせ、その記憶をどう解釈するかは見た奴次第や」


    　もう、天児奈は何も言い返さなかった。


    「さあ、俺の手に頭近づけてくれ。神こう代じろがどんな奴か教えたるわ」


    　俺と小こ手で毬まりは頭を差し出すように向ける。


    　すると、ふっと気が遠くなった。


    



    
      ★

    


    



    　夢の中にいるような奇妙な感覚があった。


    　天て児こ奈ながよく俺たちを連れてくる、あの草原。あそこに何人も人間が集まっている。といっても、本当にただの人間かは怪しいところだが。なにせ、その中に天児奈もいるんだから。


    　──これは七百年ほど前の光景やな。俺から見た景色が映っとる。


    　どこからか声がする。関西弁だから真砂まさごであってるのだろう。


    　なるほどな。真砂の目で見ていた記憶が視界に現れているわけか。


    　しかし、ほとんどの奴やつの顔がぼやけてはっきりと見えない。なんで、検閲されてるんだ、これ。


    　──百年も幽閉されとったから、大半の顔が思い出せへんねん。


    　だから、天児奈の顔ははっきり見えてるってことか。なんか、天児奈のことが好きでほかの奴は眼中にないってみたいになってる。


    　どうやら、これは『天てん上じよう』の集まりみたいだな。服もどうやら鎌かま倉くら時代のものらしい。鎌倉と室町の違いなんてわからんけど。


    　連中の前に一人の女が立った。


    　とはいえ、そいつの顔もよく見えない。


    「今日から、この神こう代じろが『天上』の代表をやらせていただきます。よろしくお願いします」


    　ぞくりとした。まさにそれが俺が戦わないといけない存在なのだ。


    「この世界を善へと導いていくために身を粉にして戦います。未熟なこともあるかと思いますが、力を貸してください」


    　丁重に神代はあいさつをしたが、場の空気はそんなに平穏なものではなかった。一種の敵意に近いものが神代に向けられている。


    　顔のぼやけた『天上』の一人が言った。


    　そんな遠大な理想など成し遂げられるのかと。


    　それにほかの奴も続く。多くは神代の実力を疑問視するものだった。この調子だと、なんらかの理由で前任者がいなくなって、『天上』が一つにまとまりきれてないのだろう。


    「大丈夫だよ、神代はよく気の利く子だから」


    　不安を追い払うような声。


    　天児奈だった。


    「その子は私たちを率いる役にふさわしいよ。彼女ほど公平無私な人なんていないでしょ。大乗仏教ぐらい大丈夫、なんちゃって」


    　こいつ、この時代からしょうもないギャグ言ってたのかよ！


    　それはともかくとして──


    　天児奈は明らかに神代を評価してたんだな。


    「天児奈、ありがとう。礼を言います」


    「むしろ、みんな荷が重くてやりたがらないことをやってくれてるんだから、感謝してるよ。ほどほどにやって」


    「といっても、私だけでは世界をよい方向に導くことなんてできません。皆さんにいくつもお願いすることになるかと思います。本当に、本当に、これからよろしく」


    　神こう代じろは頭を下げると、順番に『天てん上じよう』メンバーたちのところに行って、声をかけていった。なんか選挙前の政治家みたいだった。それだけだと腰の低いいい奴やつに見える。


    　やがて、真砂まさご役である俺のところにも神代は来た。


    「あなたは人の寿命に干渉できるんですね？」


    「そういうことになってるなあ」と真砂が俺の意思と関係なくしゃべる。


    「きっと、何度も力をお借りすると思います」


    　そして、神代は真砂の手を握った。


    



    　夢はそこで唐突に切り替わる。


    



    　今度の出演者は顔の見えない神代と真砂に当たる俺だけだ。


    「神代、悪いけど、俺は『天上』抜けるわ」


    　真砂である俺が言う。今度は神代が最初から背中を向けているからやっぱり顔はわからない。


    「お前の考え方が何もかも間ま違ちごうてるとまでは思ってない。ただ、疲れるんや。幕末の動乱で人が死にすぎたわ。事件に裏方で関わってる俺も嫌いやになった。心がもたんわ」


    「そう」


    　神代はそれだけつぶやいた。さっきと雰囲気が違いすぎる。幽霊がそこにいるみたいだ。


    「神代、余計なお世話かもしれんけどな、お前は神になりすぎや。元は人間なんやから人間らしさは残しとけや」


    　神代は何も答えない。聞いてすらいないのではと疑いたくなるほど、何の動きもない。


    「じゃ、忠告も言うたし、出ていかせてもらうで」


    　真砂が神代に背を向けた。


    　──その途端、体が軽くなった。


    



    　また、あの面白みのカケラもない空間に俺と小こ手で毬まりは戻っている。


    「直後に俺は動けんようにされて、ここに閉じこめられたっちゅうわけや」


    　自分がされたことをすっかり思い出したのか、真砂は苛いら立だたしげだった。


    「これで神代の変化はつかめたやろ。今の神代はロボットみたいな奴やで。今って言うても百年以上前やけどな」


    　真砂は憮ぶ然ぜんとした顔をして言った。


    「絶対者はわざわざ感情なんて表に出さないってことか」


    「神こう代じろちゃんは大昔はね、ほかの『天てん上じよう』たちと一緒に善の世界を目指してたんだよ」


    　天て児こ奈なの声は少し寂しげに聞こえた。


    　信頼していた友達が年を経て嫌いやな奴やつになってしまったってところだろうか。


    「だけど、あの子は完かん璧ぺき主義者でね、信頼できない『天上』から仕事を取って、そういうことをできるだけ自分でやるようになった。その結果、今に至るってこと」


    「他人に任せるより自分でやったほうが早いってことか」


    　天児奈が首を縦に振る。同時にウサ耳も前に傾く。


    「力を持ちすぎた人がよく陥おちいる落とし穴ですね」


    　小こ手で毬まりも同情するように顔を曇らせていた。


    「強くなりすぎると、人は孤独になります。それで人と気持ちがなおさら通じなくなる」


    「彼女の困ったところはその孤独に耐えられるほど強かったってことだよ。実際、彼女は『天上』の代表者としてよく仕事をしている。世界は正常に回ってる。でも──」


    　天児奈の目がじっと俺の目を見み据すえた。


    「そろそろ彼女が引退してもそれはそれでいいかもしれないと思うの」


    　じゃあ引退に人役買うとするか。


    「なあ、真砂。あんた陰おん陽みよう道どうの有名人だったんだろ？」


    「せやで。いろいろととんでもないことができるわ」


    「じゃあ、俺に力を貸せ。神代を欺あざむけそうなやつなら何だっていい」


    



    
      ★

    


    



    　それから一週間後、俺は部屋で天児奈を呼び出した。


    　といっても部屋で、「天児奈、天児奈」と口にしただけだが。


    「はいはい、呼ばれたよ」


    　天児奈はトイレから出てきた。


    「扉を媒介にしてるらしいけど、もうちょっと場所を選べよ」


    「ここのトイレ、そんなに汚くないよ」


    　これ以上、トイレについて議論してもしょうがないので本題に入る。


    「行きたいところがある。小手毬とセットで連れていってくれ」


    「ＮＯって言ったらどうするのさ」


    「ＹＥＳって言うまで頼む」


    「もうちょっと時間かかると思ったんだけどな」


    　俺が場所を言う前から天児奈は勝手に結論を下していたし、それで正解だった。


    「神代のところへ連れていってくれ。俺と小手毬で戦う」


    「戦うのは別にいいけどさ、煌こう霊れいちゃんの存在は意味がないと思うよ」


    　相手が強すぎて小こ手で毬まりなんて何の役にも立たないって言いたいんだろう。個別の戦闘能力だけ見ればそうだろうな。


    　けど、それは少しばかり早計ってものだ。


    「小手毬は、俺にとってのエネルギー源なんだ。バッテリーみたいなもんだ」


    「君がピッチャーで彼女がキャッチャー？」


    「そのバッテリーじゃねえよ。だいたい、イントネーション違うだろ。あれ、でも、そういう意味でも案外通じるな」


    　キャッチャーのことを女房役って言うしな。


    「俺はな、小手毬のために戦う時が一番力が出せる」


    　だから、小手毬がいてくれたほうが勝率は上がる。


    「止やめるならここが最後のチャンスだけどいい？」


    　天て児こ奈なが最終確認をしてくる。これで次回にするわって言ったらギャグにしかならんだろう。


    「もし、神こう代じろを守りたいんだったら、そう言えよ。俺たちがあいつのところにいったら、あと戻りできないからな」


    　天児奈は黙ったまま、俺の部屋とアパートの廊下をつなぐドアを開けた。


    　その先はいつぞやのピンクの空間だ。


    「何度か空間を乗り継ぎするからね。そのつもりで」


    　その道のりは子供の頃ころにやったゲームの、ラスボスのダンジョンに似ていた。


    　一度上がったかと思うと、もう一度下のフロアに下がって再び上るというような。あまりにも戦闘に特化していて利便性を無視してるだろうと子供心にツッコミを入れたが、それぐらいいろんな空間を移動した。途中、ピンクの空間がもう一度現れたのでダンジョンのたとえはそう間違ってない。


    「一応、隙すきを突けるようなところに出すけど、やるからにはちゃんと仕留めてね。私もひどい目に遭っちゃうから」


    「つまり、お前も対神代陣営で戦ってくれるのか」


    「私の力じゃ神代ちゃんには勝てない。君がやって」


    「お前と神代の関係性がいまいち見えてこない」


    　真砂まさごは神代のことを憎んでいた。ひどいことをされたから憎む。これ以上ないほどにわかりやすい感情だ。


    　天児奈の場合は、そういうわかりやすさがない。神代を攻撃するように俺に仕向けているようでいて、それにしては態度が弱すぎる。一言も神代を悪だとも嫌いだとも言わなかった。実際、大昔の天児奈は神代の理解者だったはずだ。


    「役目を背負っちゃうとね、そこから逃げられないんだよ。その役目の中で生きるしかなくなっちゃう。それはあまり人間的なことじゃないよね」


    　天て児こ奈なは前を歩いているから顔は見えなかったが、ずっとつまらなそうな顔をしているのはだいたい想像がついた。


    「役目と自分がひっついちゃうとね、もう話し合って変えることもできないんだよ。だったら実力行使しかなくてね」


    「楽にしてやりたいってとこか」


    　天児奈の目から見て、神こう代じろは無理をしているように見えるんだろう。


    　きっと絶対者になる前の神代をよく知っているから。


    「ご想像にお任せします」


    　天児奈は答えを口にするのを避けた。


    　それから、俺たちのほうに一度振り向いた。


    　がらにもなく、天児奈は真ま面じ目めな顔だった。ギャグなんてとても言いそうじゃない。


    「次で、神代ちゃんの空間だから」


    「覚悟しておく。用意は万全だ。あとはやってみないとわからん」


    　正真正銘の一発勝負だ。泣きのもう一回なんてものはない。


    　不安要素はあるが、どうせどれだけ特訓したって、それを払ふつ拭しよくしようがない。


    「キスとかは今のうちにしといたほうがいいかもね」


    「勝ってからする」


    　今やると、もうキスもしたし、死んでもいいかって思いそうだからな。


    「マスター！　いちいち言わなくてもいいでしょう！」


    　戦闘前なのに怒られてしまった。


    「雑念はない。とっとと戦闘に向かわせてくれ。【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】の準備は万端だ」


    「あいよ」


    　天児奈の眼前にぽっかりドアが現れる。古びた真しん鍮ちゆう製ドアノブまでついている。


    「さあ、いつでもどうぞ」


    　俺はドアノブに手をかける。


    　その上から小こ手で毬まりが手を載せる。


    　これが最後の共同作業にならないようにしないとな。


    　言葉はいらない。目と目で通じ合う。


    　では、ラスボスと相あい見まみえるとしようか。


    　ドアを開けた。


    　その先は白いドライアイスを焚たいたライブステージのような、平らな空間だった。


    　神こう々ごうしいという表現がよく似合う。ボスはボスらしいところに住んでいる。


    　背中が見える。髪の長い女が立っている。ドレスというか、布そのものというようなものをまとっている。


    　自己紹介なんてものはいらない。


    「〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！」


    　小こ手で毬まりが糸を放つ。


    　同時に俺はナイフを持って、背後から突っこむ。


    　影えい殺さつ師しの戦闘方法はどこまでいっても、こういう華のないものになる。


    　隙すきを突いて一気に殺す。


    　敵に恐怖すら感じさせずに殺す。


    　ナイフを持って動き出したら、あとはすべての意識を敵の異能力を妨害することだけに向ける。


    　俺を消そうとしたら、それを【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】で食い止める。


    　そのあとに隙ができて、俺のナイフが刺さる。


    　────そういうストーリーを思い描いていた。


    　そのようにならなかったら、おそらく俺が消滅する。


    　しかし、俺が消えることも、神こう代じろが死ぬこともなかった。


    　神代の存在が十メートルは前方に瞬間移動した。


    　それから、ゆっくりとこちらに顔を向けた。


    　若い女の顔だった。けれど、あまり若いような印象は受けない。長く生きていることを知っているからだろうか。ずっと何かを静かに考え続けているような表情だ。


    　生き真ま面じ目めそうな女って表現が似合う。


    「他者にこちらの意思をぶつけるのよりも、自分にぶつけるほうが楽であるので」


    　神代の声は平板だった。少なくとも俺たちの襲撃に驚いているようには見えない。


    「お前が世界最強の異能力者だな」


    「『天てん上じよう』の管理者ではあるが、強さなどを考えたことはない。それはつまらぬものだ」


    　別にいいさ。俺たちはそのつまらないもののために戦ってきたし、これからもそうする。


    　奇襲は失敗した。ここから立て直していかないといけない。


    「小手毬、詰めていくぞ！」


    「はい、マスター！」


    　俺と小手毬は神代の側そばに接近する。


    　攻撃の意思を示した以上はやり続けるしかない。退路なんてものはない。


    　しかし、また前方に神代の姿が移る。


    　おいおい、アキレスと亀かめの寓ぐう話わみたいだな。永遠に追いつけないんじゃないか。


    「その異能力は、具体的な内容を思い浮かべないと妨害ができないようだ。つまり、炎を出す者に炎が逆に出ろと念じるようなことが必要になる。つまり、私の思考と君の思考が一致しないと、何の力も発揮しない」


    　神こう代じろが静かにつぶやく。戦闘の興奮みたいなものは一切感じ取れない。


    「そういう事態も考えてたけど、そんなの対策のしようがないからな……」


    　たしかに、「すべての異能力を発動させるな」などと念じて、敵の異能力を止めることはできない。抽象的すぎる思考だと効果を発揮できないのだ。


    　みぞれの氷の異能力なら、氷を使ってなんらかのアクションを起こすことを想像しないといけない。氷柱つららを生み出すなと念じて、吹雪ふぶきを出すのを止めることはできない。


    　さっきの俺は存在を消されないように考えて突っこんだ。


    　そのせいで、神代の「ここから先へ移動したい」という意思に干渉することはできなかった。神代が瞬間移動することなんて意識の埒らち外がいだった。


    　初対面の人間が何を考えてるか、常に一致させていくことなんてできるわけがない。


    　俺がやれるのは消すなと念じながらどうにか戦って糸口を見つけだすことだけだ。消されない限りは戦える。


    　そして、どうにかこいつの心を読む。初対面でも戦っているうちに傾向がつかめてくるかもしれない。


    「私が死ねばこの世界のデザインにひずみが生じる。私はこの世界を正しく管理するために死ぬわけにはいかない」


    　それは心を語ったものというより、たんなる事実を口にしただけといった印象だった。


    「この世界に姿も形もある神はいらねえんだよ。とっとと引退しろ！」


    「たしかに神なるものを私は認識したことがない。だからこそ、私がその代行をせねばならない。それが力あるものの責である。私以外にそれができる者は存在していない」


    　どうやら最低限のコミュニケーションはとれるらしい。


    　隙すきが見つかるかもしれない。会話は続けよう。


    「そのためには無実の奴やつにでもひどいことするのかよ。真砂まさごはお前のこと恨んでたぞ」


    「真砂？」


    　俺の言葉がわからなかったらしい。


    「それはいったい誰だれだ？」


    　こいつ、もう名前すら覚えてないのか。あいつも報われないな。


    「時間を扱う異能力者だよ。鎖くさりでつないでただろ」


    「ああ、あれか。あの者には申し訳なく思うが、憎まれるのもまた神の代行者の役目。支配する者は支配される者に憎まれる覚悟がなくてはならない」


    　深刻な価値観の相違だ。


    　ていうか、本当に冷たいキャラになっちゃったんだな。天て児こ奈なが悲しむのも当然だ。


    　こんなのが上にいたら平和に生きるだなんてできるわけがない。早急に排除したい。


    　問題はどうやって排除をするかだ。


    　そもそも、こいつ、ナイフで刺されたら死ぬんだろうな？　物理的な攻撃でダメージ与えられるのか？　真砂まさごからは多分大丈夫と言われてるけど、真砂もナイフで切りつけたことはないだろうし、不安ではある。


    　かといって素手で殴なぐるのはあまりにも効率が悪い。当然、存在自体を消すほどのエネルギー弾なんてものも撃てない。


    「私は私の責を果たすまで。この世界を善なる方向に導く。さあ、かかってくるがよい」


    　完全に神様気取りだな。別に傲ごう慢まんとも思わないけどな。神様を名乗れるぐらいには、十分に特別な存在だ。


    　でも、俺たちはこいつを倒しに行くしかない。


    　突っこむ。


    　また神こう代じろが違うところに現れる。


    　それの繰り返しだ。


    　見事ないたちごっこ。


    　状況はまったく好転しない。


    「どんな者が来るかと思ったが、この程度か」


    　同じことを十回、二十回と繰り返したあと、神代が言った。


    　俺と小こ手で毬まりの息はあがっている。ここまで徒労を感じたのは初めてかもしれない。


    　神代の異能力は意思そのもの。前触れも何もない。それを止めるのはほぼ不可能に近い。


    　やっぱり、ここが限界か。


    　ずっと最強を目指して生きてきたけど、真の最強が来たら足下にもおよばないのか。


    「わかった。もういい。お前のことは消してしまおう。それがこの世界の安あん寧ねいに最もよい」


    　残酷に神代がつぶやいた。


    　もちろん、残酷というのは俺から見た感想だ。こいつにとっては残酷だなんて気持ちはないだろう。


    「鍛きたえたからって、どうにもならないよな、これ……」


    　神代の意思に対してうまく俺の異能力をぶつける自信はない。仮に一回成功して、消されずにすんだとしても、四六時中、神代が俺を消そうと思ったら、もうどうすることもできないだろう。だいたい、こいつ、眠ったりするのかよ……。こっちが寝てる時に消えろって思われたら、それまでだぞ……。


    「俺も天て児こ奈なも消されるのか。天児奈には悪いことしたな」


    　結果論だけど、俺たちの突撃でどうこうできる敵じゃなかった。


    　正直、そんな言葉が出る時点で、俺の心は萎なえかけている。戦闘にはなんら必要のない、自虐的な言葉だ。


    　なのに──


    　なぜか神こう代じろの表情が歪ゆがんだ気がした。


    「天て児こ奈なを消すなどとは言っていない……」


    　声がこれまでと違う。


    　明らかにふるえている。


    「天児奈は私を狙ねらっているわけではない。天児奈にはこのままでいてもらう……」


    「お前、天児奈に嫌われたくないんだな」


    　天児奈の神代への態度を思い出す。


    　あれは変わってしまった友に向けたようなものだった。


    　こいつら、昔は仲がよかったんだ。いや、今も憎からず思っている。神代のこの態度からしてその考えは間違っていない。


    　使えるものはなんだって使え。


    　それが影えい殺さつ師しの戦い方だ。


    「神代、もうこんなことはやめろ。でなきゃ、どんどん天児奈から見放され──」


    「あなたの覚悟はそんなものですか」


    　小こ手で毬まりの言葉は俺の言葉に覆おおいかぶさった。


    「どう思われているかを気にするなら、こんな仕事をしてはいけないんです。『天てん上じよう』の支配者から降りることを認めなさい。そうすれば、また昔のように仲良くなれるでしょう」


    「そんなこと、お前たちの知ったことではない」


    「ええ。だからこそ、私は好きなように語りますよ。あなたも結局は神ではなく人間だったということです。失うことを恐れる心が残っている。『天上』の方たちとともにやりなおしましょう」


    　小手毬が手を神代のほうに差し向ける。


    　俺はその間に神代を仕留める隙すきを探す。


    　間違いなく、天児奈は神代のアキレス腱けんだ。あいつは動揺している。これなら、天児奈本人もこの空間に顔を出してほしいな。


    　動揺しているなら、ナイフで刺し貫くチャンスがある。


    　ゆっくり、ゆっくりと、小手毬は一歩ずつ神代に歩み寄っていく。


    　自分は危害を加える意図がないと証明するように。


    　無論、危害を加えないなどとは一言も言ってない。


    　小手毬だって戦闘用のナイフは仕込んでいる。糸を錐きりのようにして胸に突き刺すこともできる。


    　傷を負わすことができたら、俺が一気に動く。


    　どんな強敵だろうと騙だまし討ちにすればこっちの勝ちだ。うまくやってやる。


    　もう戦わないと神こう代じろが言う可能性もあるが、それはそれでいい。向こうには俺たちを騙だます意味がないから、おそらくその言葉は信用していい。


    「大切な人を思う気持ちだけなら私でもわかります。そして、そんな人のために生きるべきです、神代さん！　あなたが神のまねごとをしたって、心が満たされることは絶対にないでしょう！」


    　小こ手で毬まりの言葉に偽いつわりはない。おかげで神代も接近を許している。


    　最初で最後の好機がもうすぐ来る。思わず拳こぶしに力が入る。


    「たしかに心は満たされないかもしれないな。でも、誰だれかがこの役目をやらなければ世界はまた乱れることになる！　これまでも『天てん上じよう』はそのために存在してきた！」


    「世界なんて乱れてしまえばいいじゃないですか！」


    　小手毬が割れるような声で叫んだ。


    「そんなものに責任なんて持たなくていいんです！　もっと、あなたの身近にあるものに目を向ければいい。あなたがこの世界を作ったわけじゃないんだったら、あなたがいなくたって世界はずっと続いていきますよ！」


    　思わず目頭が熱くなった。


    　これは策じゃない。ただの小手毬の本心だ。


    「私は世界とマスターだったら、迷わずマスターを取ります。悩む必要すらない！　それが私の生き方です！」


    　小手毬、俺はお前と一緒に最強になるぞ！


    　お前とどこまでも二人で走り抜いてやる。


    　もう、あらゆる悩みも不安も消し飛んだ。小手毬がいたらそれでいい。小手毬が、俺がいたらいいと言ってくれたんだから。


    「そんな生き方は矮わい小しようなものだ。従うことなどできない！」


    「なら、なんであなたは性格が変わっているんですか！　それは自分を抑圧した結果じゃないですか！」


    　小手毬は本気で神代を説得しようとしているように俺には見えた。


    　だから、神代も顔がん色しよくを失っていた。鷹おう揚ようにかまえた神のような雰囲気は消えていた。


    「支配者が自身を抑圧して作った平和なんてものは、歪ゆがんでいるに決まっているんです！」


    　神代は泣きそうだった。


    　神に近い女が少女一人の言葉に心を動かされている。


    　小手毬と神代の目が合った。


    　俺はそれを気持ちが通じ合ったものと解釈した。


    　これで戦闘は終わる。神代にもう戦意はないだろう。


    　あまりに自分に都合のいい解釈だった。


    



    　小こ手で毬まりが消えた。


    



    　元から誰だれもそこにいなかったように、きれいさっぱりと。


    　状況を理解するのにわずかな時間がかかった。


    　唐突に起こる変化は前後の脈絡がないから──


    　そのあとに来た感情は喪失の悲しみではなかった。


    　濃くて強い、怒り。


    　無茶苦茶な憎悪。


    「神こう代じろ！　それがお前のやり方なんだな！」


    　自分が見たくないものをどんどん消していく。なんともご立派な能力だ。


    「小手毬の言葉に向き合いたくないからって消しやがって！　こんなの、ただのわがままじゃねえか！　何が神の代行者だ！　未成熟なガキと同じようなことしやがって！」


    「ち、違う……こんなことは……」


    　神代が意味のない否定をした。
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    　何が無意味かって、お前が悪意を持って消そうが、そうじゃなかろうが、俺がお前を憎むことに変わりはないってことだ。故意だろうと過失だろうと関係ない。俺はお前の行為を許さない。その行為を裁さばきにいく。


    　自分一人の将来なんて考えもつかない。むしろ、考えたくない。


    　だけど、今、やるべきことはわかる。


    　神こう代じろを殺すことだ。


    　世界最強になりたいからじゃなく、小こ手で毬まりの復ふく讐しゆうのために、俺は戦う。


    　小手毬が生きていようと死んでいようと、俺は小手毬のためにこの命を燃やす。


    　せめて最強の名を手に入れさせてくれよ。小手毬を讃たたえる手段の一つぐらいにはなるだろ。


    「うおああああああああっっっ！」


    　叫びが勝手に漏もれた。


    　突っこむ。


    　怯おびえたような神代と目が合う。


    　俺を消すか？


    　それとも一度、距離をおくか？


    　あいつの選択肢は二つに一つ。


    　どちらかはわからない。


    　だから、あえてこう念じた。


    　──お前の異能力よ、発動するな。


    　それじゃ効き目がないと神代はさっき言った。具体的なことを思い描かないと異能力に干渉できないと。


    　しかし、その根拠は何もない。


    　念じることで影響を与えるものに科学的な無む謬びゆうの事実などないはずだ。


    　これは俺の異能力だ。


    　俺が本当に真剣に集中できれば、その壁だって破れるかもしれない。


    　破ってみせる。


    　だって、俺は小手毬の分も背負って戦ってるんだから。


    　ここで消されるわけにはいかないんだ。


    　神代、お前の力をすべて俺が止めてやる！


    　──止まれ。


    　──止まれっ！


    　──すべて、止まれっ！


    「あれ？　あれっ？」


    　神代の情けない声がした。


    　あいつに非常事態が起きているのだ。


    　俺はその瞬間、神代の予想を破った。


    　俺の異能力が、神こう代じろを凌りよう駕がした。


    　あいつは何もできずに突っ立っている。


    　力は発動していない。ここから離脱することもしていない。


    　武器は単純なナイフ一本。


    　これで勝負をつける。


    　効いてくれ！


    「うおおおおぉぉぉぉぉっっっ！」


    　ナイフを握りしめた右手に力をこめて──


    　あいつの胸に叩たたきつけた！


    　肉に刺さったたしかな手ごたえがあった。刺さった！


    　神代がよろめいて、数歩後ろへ下がる。効いた！


    　やったか？　俺たちの勝ちか？


    　しかし、神代はすぐに持ち直す。


    　口から血は流れているが、死んではいない。


    『天てん上じよう』の生命力はこんなものじゃない。ナイフ一本で殺しきるのには足らない。


    「甘い……まだ終わってはいないぞ……」


    　神代の目にも憎悪の色が宿っている。


    　その瞳ひとみが俺を射抜く。


    　傷をつけられたことで生じた怒り。動物が持つ最も生々しい感情の一つ。自分を殺そうとする存在に抱く純粋な敵意。


    「まさか、この体に傷がつくとは思わなかったが、あと一歩足りなかった。次の瞬間には悔くいることもできないだろうから、今、悔いていればいい」


    　ナイフはあいつの胸に刺さったままで、すぐに打って出られる武器はない。


    　いや、糸にしろ、予備のナイフにしろ、もう間に合わない。


    　一撃で倒せなかったという事実が俺の感情を揺さぶってしまう。さっきほどの集中力が作れない。


    　くそっ！　これで俺も小こ手で毬まりと同じように消され──


    　神代の首が後ろに傾く。


    「うっ……！」


    　いったい、何だ？


    　神代を攻撃できる奴やつなんてこの空間には誰だれも残ってな──


    　糸だ。


    　糸が後ろから神代の首を絞めて、引っ張っている。


    　そんなことができるのは一人しかいない。


    「マスター！　今です！」


    　小こ手で毬まりだ。


    　小手毬が背後から神こう代じろを攻撃している。


    　なぜだ!?　なんで消えたはずの小手毬がいるんだ!?


    　いや、理由を問うのはあとでいい。


    　勝機は潰ついえていない。


    　右手に力をこめて、一歩、二歩と踏みこむ。


    　まだ俺は消されていないぞ。


    　だって、小手毬がいるんだから。俺のほうだけ消えたら、小手毬が困るだろ。


    　奇跡だろうと、俺の幻覚だろうと、何でもいい。俺は小手毬のためにやることをやらないといけない。


    　それが煌こう霊れい遣いの役目だから。


    　俺は冬ふゆ川かわ朱す雀ざくだから。


    「くぅ……こんな糸……消えて……」


    　小手毬の糸がなくなる。神代の異能力だ。


    　こいつは本当に思いどおりにモノの存在に関与する。


    　それでも、糸に意識がいったせいで、神代は致命的なミスをした。


    　糸を消すぐらいなら違う場所に真っ先に離脱するべきだったのだ。苦痛を忘れることができなかったおかげで、大事な選択を誤った。


    　俺はまだここにいる。


    　神代という異能力者を叩たたきつぶすためにここにいる。


    　そして、神代もすぐそばに残っている。


    　間に合え。


    「異能力者一人を追加で消すぐらい造作もない！」


    　神代が俺のほうに念を送る。


    　くぞ！　消されてたまるか！


    　結論をいえば──神代の異能力は効力を発揮した。


    　しかし俺は生きている。代わりに膜のようなものが消失した。


    「なっ！　何が消えたのだ!?」


    　神代も訳がわからないか。確かに何かが消えて、俺が生きているのが不思議だろう。


    「お前が消滅させたのは〝式神〟だ。つまりただの紙切れ」


    　俺のポケットには白い人形が入っている。真砂の陰おん陽みよう道どうの力が俺に纏っていたのだ。


    　使えるものは何だって使わないとな。


    　そして、射程距離まで詰められたぜ。


    　誰だれの力をどれだけ借りようと、最後は自分の拳こぶしで決めないといけない。


    「これで決まれええええええっっっっっ！！！！！」


    　神こう代じろの顔をぶん殴なぐる。


    　完かん璧ぺきな右ストレート。すべての体重を拳に預けた。一世一代の一撃だ。


    　それが神代をとらえた。神代の肉をはじいた。


    　神代はきりもみしながら吹き飛んでいく。霧きりのようなもので霞かすんだ地面の上を神代はすべっていく。


    　ようやく止まった時には、腹ばいでぐったりとしていた。


    　生死は判断できないが、最低でも俺の攻撃が決まったのは事実らしい。刺さったままのナイフから出ている血が、白い布を赤く染め上げている。


    　問題はこいつの場合、完全に絶命させないと安心しようがないって点だ。


    「小こ手で毬まり、糸で締め上げてくれ。そのまま窒ちつ息そく死しさせろ」


    　俺は小手毬の存在を疑ったりなんてしない。


    「はい、マスター！」


    　小手毬が新しい糸を神代に伸ばす。


    　糸を選んだのは意識を糸に向けさせるためだ。さっき、神代が糸を消したように、自分の命を狙ねらう対象物のほうを人間は考える。俺や小手毬があいつの視界に入ってとどめを刺すよりはいくらか安全になるはずだ。


    　神代は何の抵抗もしなかった。もしかすると意思だけで発動する異能力にはそれなりの精神力がいるのかもしれない。あるいは、単純に意識を失っているから消えろと念じようがないのか。悪いけど、このまま死んでくれ。お前は危険すぎる。


    　影えい殺さつ師しは仕事に臨んだ以上、完遂しなければならない。半殺しは許されない。


    「人殺しというのは、やっぱり楽しいものではありませんね」


    　小手毬は過去のことを思い出しているんだろう。『御おん大たい』の下っ端に絡まれた時、俺たちは自分の身を守るために敵を殺した。それ以来のことだ。


    　ただ、あの時は正当防衛だったが、今回ははっきりと殺しに来た。れっきとした暗殺者だ。


    「しょうがない。やられる前にやるしかない。クーデターに引き分けはないんだ」


    　俺はまだ安あん堵どしたりしてはいない。神代を殺しきるまで終わりじゃない。


    　今も全力で何も発動するなと念じている。


    　お前はこのまま死ね。


    　けれど、そこに第三者の横よこ槍やりが入った。


    　もっとも、限りなく共犯者に近い立場だが。


    「そこまでにしてあげて」


    　俺たちの前に現れたのは天て児こ奈なだ。旧友の身を案じてきたのだろう。


    　かといって、それだけで糸を解けと小こ手で毬まりに命じる気はなかった。俺たちの命がかかっている。実際、小手毬が一度消された。


    「情けっていうのは弱い敵にしかかけられないんだ。世界を破壊する爆弾のスイッチ握ってる奴やつを生かしておけるかよ」


    「これだけボロボロじゃ、異能力は使えない。二人が消されることもないから、安心して」


    「それは絶対なんだな？」


    「神こう代じろちゃんの異能力なら君たちより詳しいからね」


    　まだ少し迷ったが、天て児こ奈なの泣きそうな顔を見ると、気が変わった。


    　俺だって目の前で舞まい花かやみぞれが殺されそうになっていたら、助けてやってくれと懇こん願がんしていただろう。


    「小手毬、糸をゆるめてやれ」


    　ぴんと張っていた糸がだらんと垂れ下がった。


    　やっぱり俺は現役の影えい殺さつ師しじゃないんだな。プロなら温情などかけずに一気に殺してただろう。


    　神代の胸が上下に動いているのが見えたから息はあるようだ。幸い──と言っていいかわからないけれども。


    「しばらくの間、神代ちゃんは無害だから、それは信じて」


    「これで神代に消されたら何があろうとお前のところに化けて出てやるからな」


    　そこにパイプ椅い子すが出現する。ナイフが刺さってる奴の前で座れっていうのもシュールな話だが、緊張が切れかかっていて、強烈な疲労感がやってきていた。俺は素直にそこに腰を降ろす。座ったというより、力尽きたといったほうが正しい。


    「終わった、と解釈します」


    　小手毬も俺に続いて座った。小手毬は俺以上に性善説支持者なのか、天児奈の言葉を信用しているらしく、リラックスしていた。


    　この数分であまりにも多くのことが起こりすぎて、どうにかなりそうだ。


    　二転三転ってレベルじゃない。この調子だと五分後に世界が滅んでいても何も不思議はない。


    「そうだ、小手毬、お前、消されたのにどうして戻ってきたんだ？」


    　そのおかげで俺は神代に消されずにすみはしたのだが、からくりがわからないから手放しで喜べない。


    「それなんですが、私は消されていたんじゃないんです」


    「えっ？　目にも留まらぬ動きで戦線離脱したとか……？」


    　そんな力は小手毬にはないはずだが。まさか小手毬まで『天てん上じよう』になりましただなんてことが起きたか？


    「ぶっちゃけ、私のおかげだよ。褒ほめてほしいな。扉を使わない空間移動ってそこそこ疲れるんだからね」


    　天て児こ奈なが偉そうなことを言った。


    「私が煌こう霊れいちゃんを違う空間に一時的に飛ばしたの」


    　原因に関してはわかった。


    「ああ、お前ならできそうだよな。だけど──なんでそんなことをした？」


    　当然、そんな協力の話などとりつけてない。むしろ、頭数が減るわけだから、俺たちにとって不利に働きそうなものだ。


    「一つは煌霊ちゃんが消されるかもしれなかったから。君は神こう代じろちゃんが自や棄けになって小こ手で毬まりちゃんを消したと思ったみたいだけど、本当にそうなる恐れがあったんだよ」


    「なるほどな。じゃあ、お前に感謝だな」


    　けど、まだ天児奈には理由が残っているらしい。


    「もう一つは、君は煌霊ちゃんのために戦うと最高の力を発揮するから」


    　天児奈は見事なドヤ顔だ。


    「あの状況で煌霊ちゃんがいなくなったら、君は神代ちゃんを心底憎む。それまでと別次元の集中力で戦える、そう思ったの。しかも神代ちゃんのほうも自分が消したつもりのない相手が消えてパニクるかもしれないから一石二鳥かもなって。彼女の力も精神集中がいるからね」


    「それで、マスターのピンチに再びこの空間に復帰して、敵の背後から攻撃したわけです。今度はマスターが殺される直前でしたから」


    　俺はなんとも言えない顔をしていたと思う。


    　種明かしを求めたのは俺だが、そんなに聞きたい話じゃなかった。


    「俺と小手毬の二人で最強になったつもりだったんだけど、微妙にお前が一枚噛かんでるのかよ」


    　天児奈の心理作戦に助けられたというか、乗せられた。


    　結果から見れば小手毬が消されたと俺が信じたところから、戦況は俺たち有利に傾いたわけだ。


    「落ちこむ必要はどこにもないよ。神代ちゃんの異能力を防げたのも、ちゃんと攻撃を加えられたのも、全部君が強いからなんだから。君のレベルが低かったら、神代ちゃんに消されて終わりだったからね」


    「まあ、お前の異能力がなきゃ、ここに来ることすらできなかったわけだし。お前の力は最初から借りてたんだけどさ」


    　謎なぞが一つ解決して、俺の目は倒れている異能力者のほうに向いた。


    「ところであいつ、放っておいていいのか？　治療しなかったら、このまま死にそうだけど」


    　胸にはしっかりとナイフが刺さっている。


    　殺すつもりで刺したから当然傷だって深い。本来ならこいつの異能力でなかったことにできるはずだ。それをしないってことは、それすらできないほどのダメージ──体力を消耗すると力が使えないとか、そういうことなんだろう。


    「これぐらいなら大丈夫だと思うよ」


    　見た目ではそう感じられないが、天て児こ奈なの言葉に従う。これで死んだら、こいつの責任だ。


    　天児奈は神こう代じろの顔のそばまでいくと、なれなれしく声をかけた。


    「神代ちゃんの負けってことでいいよね？　もう一人で全部背負うのも卒業しようよ」


    　すると、神代が薄目を開いて、天児奈の顔を見た。天児奈の声で意識も戻ったようだ。


    「企業でもサークルでも独裁者みたいなのがいるのって健全じゃないからね。もう一度やりなおそっか」


    　神代は声は出さなかったが、うなずいているようだった。おそらく体力を消耗したせいで、敵てき愾がい心しんを表に出す余裕もないのだろう。


    「それじゃ、この勝負、冬ふゆ川かわチームの勝ち！」


    　天児奈がゆるい宣言をした。


    　どうせ、ほかに観客だっていないのだし、これで神代に勝ったということにしよう。


    　それでも、不安材料は残っている。


    「俺たちが日常生活に戻っている間に、神代に消されるリスクはどうしたらいいんだ？」


    　心を入れ替えましたって言われたって証明しようがないし、本当に心を入れ替えたとしても、また一か月後に俺の存在がウザくならないとも限らない。


    　友達だって恋人だってケンカもするし破局もする。命いのち懸がけのバトルをやった敵を信用しろと言われても限度がある。


    「だよねえ」


    　いや、「だよねえ」じゃねえよ。


    「そこが解決しないと困るぞ。いつ消されてもおかしくないってことがこっちの根本的な問題だったんだからな」


    「それなら大丈夫だ」


    　神代が弱々しい声で言った。


    　とはいえ、あくまでそれは普通の状態から見ての「弱々しい」だ。ナイフが刺さったまま、神代は立ち上がった。どうやら、体力が戻りつつあるらしい。まともな人間の回復力じゃない。


    「天児奈、外部に干渉できない密閉空間に閉じこめてくれ」


    「自分から禁固刑になるってことか」


    　どれぐらいの期間、そこに入るつもりなのかわからないが、こいつらの基準だと百年ぐらいは入っていそうだ。


    「そうだね、真砂まさごちゃんにやったことを自分も受けるっていうなら、ちょうどいい落としどころなのかな」


    　天児奈もとくに反対はしなかった。だったら、これで神代の問題は解決だ。


    「なあ、天て児こ奈なよ」


    　神こう代じろの言葉は天児奈に向けられた時、少しやわらかく聞こえる。


    「私は間違っていたのだろうか？」


    「私たちは非の打ち所のない善人じゃないんだよ」


    　天児奈の態度はいつもの軽いものと大差はなかったけれど、その言葉には長く生きてきた者だから言える説得力があった。


    「運命なんてものは信じてないけど、そろそろ神代ちゃんも休む時期だったんだよ」


    「わかった。私は少しばかり休息することにしよう」


    　神代の顔が、ほっとしたものに見えた。


    　こいつも重責に縛られていたのかもしれない。


    　神の代わりをやるだなんて、正気の沙さ汰たじゃないからな。


    　天児奈はまたドアを俺たちの前に出現させる。


    　神代は臆おくすることもなく、そのドアを開けて、中に入っていった。


    　内側からゆっくりとドアが閉まると、世界がぷつりとそこで切り取られたように感じた。


    「はい、これでおしまい」


    　正真正銘、おしまいだ。


    　小こ手で毬まりが席を立って、俺の前にやってきた。


    「マスター、お疲れ様でした」


    　そして、公的な行事でもあったみたいに深く頭を下げる。思わず、俺も頭を下げた。


    「そっちこそ、お疲れ。どうにかなるもんだな」


    「あの、マスター、お願いがあるんですが」


    　小手毬の顔は上気したように赤くなっていた。戦闘中でもこんなに赤くないだろうってぐらいに真っ赤だった。きれいなリンゴを俺は想起した。


    「どんな願いだって言ってくれ。懸念材料の異能力者も、もういなくなった」


    「キスしてください……。戦いに勝ったごほうびに……」


    　天児奈とかいるけど、だなんて無粋なことは言わなかった。


    　恥ずかしいのはいつだって頼む側だ。


    　俺も小手毬もご褒ほう美びがいるよな。それだけの戦いだったもんな。


    　俺は立ち上がりながら、小手毬を抱きかかえた。


    　少しかがみこみながら小手毬のくちびるを奪う。


    　時々考える。


    　どうしてくちびるをくっつける行為なんかで安らぎを得られるのだろうかと。こんなの、ただの唾だ液えきの交換でしかないんじゃないかと。


    　でも、うれしいからいいや。


    　小こ手で毬まりのキスは長かった。小手毬から言ってきたぐらいだから積極的だった。


    　俺の人生も小手毬の人生もこれからまた大きく変わるだろうけれど、それでも小手毬を幸せにしてやろう。


    　それが俺の幸せのはずだから。


    



    
      ★

    


    



    　俺は天て児こ奈なに連れられて、真砂まさごの前にやってきた。


    　真砂はあの鎖くさりがなくなっていて、その場で寝起きのように突っ立っていた。


    「拘束に慣れきってもて、どうしてええかわからへん……」


    「なんか、生々しい話だな……」


    「それで、拘束がなくなったってことは神こう代じろは死んだんか？」


    　真砂の目が途端に真剣なものに変わる。そりゃ、あいまいなままにはしておけないだろう。


    「死んではいないけど、俺たちが勝った。神代の時代は終わったぜ。あんたも放免だ」


    「となると、これから忙しなりそうやな」


    　もう真砂の頭には今後の仕事についてのことがあるらしい。この調子だとこいつ自身は『天てん上じよう』を辞める気はないようだ。


    「それでな、今度、やってほしいことがある」


    　小手毬が一歩前に出た。


    「お願いします」


    　それで真砂も察しがついた。


    「まかせとき。すぐに人間にしたるわ」


    「いや、今はいいんだ。来年の頭にでも頼む」


    「はん？　年内までは働けって天児奈に言われたんか？」


    　そりゃ、こいつからしたら意味不明だよな。


    「私は何も意地悪してないよ。あくまでも、二人の都合だから」


    　自分のせいみたいに言われて、天児奈がへそを曲げた。


    　百年以上こんなところにいたら暦もどうでもよくなるだろうけど、人間社会には年中行事っていうもんがあるんだ。


    「それで、都合ってなんやねん」


    「小手毬が人間になったら、もう、それは煌こう霊れいとは言えないだろ」


    「煌霊の定義ではそうなるやろなあ」


    「俺は煌霊遣いとして、ＫＣに出たいんだ」


    　当然、小手毬と一緒にな。

  


  
    



    ５話　はるか、かなたへ


    


    


    



    「ったく、身勝手な人間には身勝手だなどと言わないほうがいいな。どうせ自分は身勝手だからと自己規定して、反省もなくさらに無茶苦茶なことを言ってくる」


    　とある件で、滝たきヶが峰みねの家に協力要請に行ったら、嫌いや味みを言われた。


    　とはいえ、こいつが嫌味を言いたくなる気持ち自体はよくわかる。ふざけているのかと一喝されてもしょうがなかった。


    「お前は一生のお願いを何度も繰り返すタイプだな。人並みでいいから、もう少し自分の言葉に責任を持て」


    「本当に泣きの一回なんです。頼みます！」


    　俺は頭を下げる。小こ手で毬まりも並んで頭を下げていた。


    「その頭は、私ではなく準備会の委員の前で下げればいいだろう」


    「それじゃ、門前払いでしょ。先輩のコネがいるんです！」


    「長らく、コネなんてものを嫌悪していたのは、どこの誰だれなんだ。お前お得意の実力で勝ち取ってみればいい」


    　滝ヶ峰としては面倒な仕事を頼まれているわけだからいい顔はしないだろう。


    　そんなことは百も承知で頼みこんでいる。


    　準備会がＮＯと言えない状況、少なくともＮＯと言いづらい状況を作っておきたかった。


    　俺と小手毬は滝ヶ峰に、こんなことをお願いした。


    『今年のＫＣが終わったあとに、優勝者と俺たち二人の引退マッチをやらせてくれ』と。


    　小手毬が人間になる前のラスト一回の大勝負をやりたかった。


    　だったらＫＣ優勝者とやるのが一番だと思った。


    　本音を言えば、ＫＣ本選に出たかったが、もう十月だ。参加者もすべて決まっているだろうし、そこに割りこむのはあまりにも強引なので一歩引いた。俺がほかの参加者の立場だったら、調子乗ってんじゃねえぞと絶対に思うだろうし、友達にも愚ぐ痴ちっただろう。


    「去年のＫＣ辞退をパートナー復活の記者会見で急きゆう遽きよ決めた人間が、今度は急遽出してくださいと言いに来た。お前の心証は最悪だ。お前はＫＣをフリーマーケットか何かと勘違いしているんじゃないか」


    　やっぱり言われたか。


    　うん、去年は辞退したな……。


    　だけど、あれはしょうがなかったんだ。『天てん上じよう』はＫＣ出場禁止って言われたんだから。俺だって出られるなら出たかったさ！


    　──と言えないのがつらい。


    　まだ『天てん上じよう』を辞めてはいないからな。出場が決まったら、出場前日までにでも辞めるつもりだった。それまではルールは守る。もうすぐ辞めるからルールなんてどうでもいいっていうのは人間としてよくない。


    「むしろ、ああいうことがあったから、先輩のお力添えがほしいんです……」


    「なんで、私が自分の価値が下がることをせんとならんのだ。去年のことがないならまだ考えてやらなくもないが、去年お前が大会にかけた迷惑を考えると、とても協力できんな。それとも、普通の手続きで出場すると箔はくがつかんとでも思っているのか？」


    「まあまあ。言うだけ言ってみてあげてもいいんじゃない？」


    　仔こ犬いぬ丸まるが腕に赤ん坊を抱えながら応接間に入ってきた。


    　どうやら俺たちへの加勢みたいなので、手放しで歓迎する。


    「テレビ局としては率が取れればいいんだし、先輩はともかく、小こ手で毬まりちゃんの引退試合ともなれば、注目も集めるでしょ。実質、業界から干されてる先輩を悪者にしちゃえば害もあまりないし」


    「待て。干されてるってなんだ？」


    「先輩、何の仕事もしてないでしょ」


    「戦う異能力者を引退しただけで、干されて消えたんじゃねえよ！　似て非なるものだ！」


    　それも『天上』のせいなんだよ！　俺だってもっと活躍したかったよ！


    「だから、似たものなんですよ。戦わない先輩なんて業界は求めてないんです」


    　この夫婦、俺の人格を否定してくる練習でもしてるのか？


    　仔犬丸が味方なのか敵なのか、だんだんわからなくなってきた。


    「どうかな、万ばん理り？　それにやるって言わないと、先輩ずっと粘ねばるよ。失うものがない人は面倒くさいよ。こういう人を無敵の人って言うんだよ。不戦の人は漏もれなく無敵だからね」


    　腹立つけど、ここで仔犬丸に食ってかかったら破談なので我慢する。一応、俺たちの側に立ってくれているようだ。


    「柏かしわ木ぎさん、どうか滝たきヶが峰みねさんの説得を手伝ってください」


    「小手毬ちゃんのお願いは自動的にすべて聞くよ」


    　滝ヶ峰が仔犬丸をにらんだ。そりゃ、そうだ。お前、抱えてる子の親だろ。


    「別に大会出場を一切認めんと言ってるわけではない。ただ、あまりにもぎりぎりすぎると言っているんだ。降って湧わいたような話だ。来年の春でも夏でも前提にして引退試合の計画を立てろ。それなら、いくらでも協力してやる」


    「俺たちにとってＫＣは特別な大会なんです！」


    　そこからすべてがはじまったようなものだ。ほかの日のほかの大会じゃ代替にならないんだ。


    「ほら、ロックバンドでも武ぶ道どう館かんでやるか、マイナーなホールでやるかは意味が違うでしょ！　ＫＣは俺たちにとっての武道館なんですよ！」


    「ああ、もう！　わがままな奴やつだ！　せめて準備会のほうに頭を下げてから来い！」


    　その滝たきヶが峰みねの剣幕に赤ん坊が泣き出した。


    　きっと、赤ん坊からしたらママの怒った声なんて人生でほぼ聞いたことなどないだろう。滝ヶ峰は子供の前で夫婦喧げん嘩かしたりするような無神経な奴じゃないからな。


    　かなり大きな泣き声で、反射的に耳をふさぎたいと思うぐらいだった。しゃべれない赤ん坊は声の大きさで自己主張するしかないのだ。


    「おお、よしよし。ママ、ごきげん斜めだね～。でも、明あ日す夏かは何も悪くないからね～。泣かなくていいんだよ～」


    　滝ヶ峰はばつが悪いのか、眉まゆ根ねを下げた。


    　一方で父親のほうはこのハプニングも楽しむ気満々らしい。


    「え、何？　明日夏も二人にＫＣに出てほしいって？　そうなの？　ふ～ん。じゃあ、ママに言ってみようか～？」


    「まだ明日夏はしゃべれんだろうが」


    「ママ、この二人をＫＣに出すよう、取り計らってください、お願いしましゅ～」


    　娘をだしにして仔こ犬いぬ丸まるは滝ヶ峰をおちょくっていた。基本的にクールなキャラで売っている滝ヶ峰としてはかなりやりづらそうだ。


    「アイ・ホップ・ザット・ゼイ・キャン・パーティシペイト・イン・ザ・トーナメントでしゅ～」


    「赤ん坊が英語しゃべるか！　しかも、その英語、本当に合ってるのか？」


    「明日夏の清き一票で政治を変えたいでしゅ～」


    「選挙権得るまで十年以上かかるだろうが！」


    　滝ヶ峰、けっこう律儀にツッコミ入れるんだな。俺には滝ヶ峰をいじる勇気はなかった。


    　刀を突きつけられた記憶はおそらく一生消えないだろう。滝ヶ峰は俺の中で畏い怖ふの対象だ。


    「うぇ～ん！　うぇ～ん！」


    「ほらほら、泣きやまないでしゅよ～。泣く子と地頭には勝てぬと言いましゅから、ママの負けでしゅ～」


    　仔犬丸、しつこいうえにウザいな……。赤ん坊いなかったら、滝ヶ峰が炎の一つでも放っていたかもしれん。


    「わかった……」


    　頭を抱えた滝ヶ峰がしぶしぶといった声で言った。


    「え、何？　聞こえなかったでしゅ～！」


    「ＫＣの準備委員会に声はかけておく！」


    　滝ヶ峰が大きな声を出したので、余計に赤ん坊が泣いた。でも、その泣き声は俺にとっては勝ちどきみたいなものだ。


    「ありがとうございます、先輩！　やっぱり話せばわかる！」


    「こういうのは話せばわかるとは言わん！　脅おどされたようなものだ！」


    「ありがとうございます、滝たきヶが峰みねさん」


    　小こ手で毬まりもうれしそうだった。晴れの舞台に一歩近づいたわけだからうれしくないはずがない。


    「ただし、声をかけるだけだからな！　わがままが通るかは別だ！」


    「柏かしわ木ぎさんもありがとうございます」


    　小手毬は律儀に仔こ犬いぬ丸まるにも頭を下げた。たしかにこいつの口入れがあってこそだ。妻を落とすには夫を使うべきなのだ。


    「これぐらいおやすい御用だよ。これからもどうぞごひいきに」


    　仔犬丸は赤ん坊を抱いてなかったらＶサインぐらいしていただろうか。それぐらい、いい笑顔をしていた。


    「もしお礼を考えてるなら、小手毬ちゃんがネコ耳メイドの格好で一日この家でご奉仕してくれるとうれしいな」


    「滝ヶ峰さん、首を絞めてもよろしいですか？」


    　一応、妻に了承を求める理性的な小手毬だった。


    「赤ん坊をかかえている。今は待ってくれ」


    　そのあと、仔犬丸は本当に女性陣から制裁を加えられた。


    



    
      ☆

    


    



    　わがままは通った。


    　正確に言うと、特別試合を用意しろという俺たちの要求自体は通らなかったが、その代わりに提案された内容がもっといい話だった。何でも言ってみるものだ。


    　まず、ＫＣ優勝者との試合はＮＧ。そもそも優勝者は数回戦ったあとなので、無傷の人間がぶつかるのはアンフェアにしか見えないとのこと。言われてみれは、そりゃそうだ。俺たちとしても引退試合に不正疑惑がついてまわるのは不本意である。


    　そこで、予選ならば応募期間は過ぎているが、トーナメントははじまってはいないので今から特例で参加させてやるというのだ。シードでもなんでもない枠に俺たちの名前が入る。


    　つまり、予選で勝ち残ったなら、文句なしで出場決定。途中で負けたら、はい、それまでということだ。


    　これなら迷惑がかかる関係者はほとんどいない。いるとしたら、俺たちと対戦することになってしまった異能力者ぐらいだ。


    　引退宣言をしたら二度と大会に出られないだなんて決まりはない。解散したバンドがいつでも復活できるようなものだ。そんなのは個人の内面の問題でしかない。俺と小手毬は以前の引退発言は間違いでしたごめんねと言うだけでいい。


    　その日のうちに是非お願いしますと準備会からのメールに返信した。


    「思ったよりたくさん戦えそうだな」


    　どうせだから対戦回数は多いほうがうれしい。


    「私も今度のラジオで宣伝しておきますね」


    　俺の人気はともかくとして、小こ手で毬まりの人気はたいしたものだから反響は大きかった。バトル中心の異能力者雑誌は言うにおよばず、ほとんど想像のつくあらゆる媒体で小手毬とＫＣのことが話題にのぼった。


    　たとえば、雑誌のインタビュー記事の一つではこんなことを言った。


    



    小手毬「これは煽あおっているのではなく、本心なんですが、今の私たちは最強です。前回優勝の時よりはるかに強くなっています。その最強であるということを確認してもらうために参加を決めました」


    



    朱す雀ざく「それでＫＣのあとに……籍を入れようかなと……」


    



    小手毬「二人で幸せになります」


    



    　このインタビューの三日後、ＫＣの予選がはじまった。


    　もっとも、ここから先は予定調和なので、どうということはない。スケジュールを一個一個こなしただけだ。


    　それとインタビューが載った雑誌が出た直後にみぞれから電話が来た。


    『入籍おめでとうございます！』


    　電話に出た直後にそう声が飛んできた。


    「まだ籍は入れてないぞ。予定だ」


    『決めただけでもおめでたいですよ！』


    　ニュースとなってテレビやネットに広まったらしく、そのあともおめでとうのＬＩＮＥやメールが山となって降ってきた。俺ですらそうなのだから、小手毬なら山どころか月が降ってきたぐらいのインパクトだろう。


    　こんな時にそんな考え方をするのはおかしいかもしれないけど、ずっと表で仕事をしてなかった俺も社会とつながってるんだってことがわかって、単純にそれがうれしかった。


    



    　大おお晦日みそか。


    　ＫＣ本選で俺と小手毬は全試合に開始直後のＫＯで勝利して、優勝した。


    　公約通り、よそ見をしていたら終わるような試合ばかりだったので、具体的に語るほどの部分もクライマックスもハイライトもない。


    　けれど、クライマックスもハイライトもない短い試合が価値を持つことだってあるので、これでいいんだろう。


    　ちなみに内容は次のとおり。


    



    　一回戦──ＶＳ伝説の長なが良ら川がわの鵜う飼かい、花はな菱びし。


    　開始と同時に小こ手で毬まりの糸が相手の足に巻きつき、バランスを崩す。体が泳いだところに俺が全力で顔を殴なぐって、失神させて終了。


    　準々決勝──ＶＳ足あし利かが最さい瞬しゆん。


    　ああ、最初のＫＣでやったな。なつかしいわ。あの頃ころは本当に俺は何もわかってなかった。今がわかっているかと言われると怪しいけれど、あの頃よりは成長したから、何もわかってなかったってことがわかる。


    　試合自体は開始直後、小手毬が糸で首を締め上げて体が浮きかけたところを俺が右拳こぶしで殴りつけて終わった。


    　準決勝──ＶＳサヤカ。


    　こいつは『御おん大たい』が壊滅したあとのＫＣに出てきた奴やつだな。どうやら、斎さい村むらの関係者筋らしく、地味に斎村ファミリーの一翼を担っている。ここまで上がってきてるってことは将来的にポスト斎村みたいな立場になるんだろうか。


    　試合自体は開始直後、小手毬が糸で首を締め上げて体が浮きかけたところを俺が右拳で殴りつけて終わった。さっきと一字一句何も変わらない戦闘だった。こっちが何をするか予想したってどうせ防げないってことだ。


    　決勝──ＶＳ斎村蕣あさがおと燧のろし。


    　お前が来るのはわかってた。というか、大会側も斎村がここまで来るようなトーナメント表を作ったんだろう。これから先、戦う異能力者といえば斎村になる──少なくとも大会主催者たちはそう考えていたんだろう。だとすると、悪いな。ここで俺が勝ったら格好がつかないよな。それでも勝たせてもらうけどな。


    　俺と小手毬の輝かしい未来のために。


    　今日という日は俺と小手毬の伝説を作るためだけにある。もう、それは決定事項で、神様だって変えられないんだ。


    　試合がはじまった。


    　小手毬は燧の足を糸で縛る。一方で俺は斎村の顔にかかと落としを決める。


    　意識はあるが脳のう震しん盪とうを起こした斎村はじっと俺の顔を見上げていた。


    　声は出なかったが、斎村が口を動かした。


    　たぶん、「最悪よ、バカ」とでも言ったんだろう。


    　そのくせ、顔は実に晴れやかだった。マラソンを走り終えて倒れこんだような表情だった。俺と小こ手で毬まりのＫＣが終わったように、こいつにとっても何かが終わったってことだ。あるいは何を背負っていくことになるのかが定まったと言うべきか。


    



    　決勝のあと、鼓膜が割れそうなほどの絶叫が会場を覆おおった。


    　絶叫はしばらくやまなかった。まるで会場でクーデターでも起こったみたいだった。悲鳴に近いその声を俺たちは誇らしく聞いていた。きっと悲鳴も交じっていただろう。この耳障りな音こそが、俺たち二人へのアンセムだ。「もっと長く見せろや！」「短すぎ！」そんな不満も中にはある。


    　もっと、もっと、わめいてくれ。


    　観客は伝説を目撃した。賭かけてもいいけど、こんな出来事は何年ＫＣを続けても二度と起きない。


    「これは来年以降、ＫＣは開きづらくなるかもしれませんね」


    　小手毬が無責任にしれっとそんなことを言った。


    　当然だ。俺たちに責任はない。


    　俺たちを出場させてしまった大会側が悪い。


    　大会関係者が昔の滝たきヶが峰みねぐらい徹底して今日という日をコントロールするつもりだったら、俺なんて異分子は何があっても出しちゃダメだった。結局、その点で中途半端だったことがそいつらの敗因だ。そいつらが戦いという覚悟でＫＣにのぞんでいたらの話だが。


    　ＶＩＰ席には滝ヶ峰の姿もあった。熱狂してる芸能人の隣で、やらかしてくれたなという顔で笑っていた。お前にはこういう結末がだいたい読めてたんだろう。


    「この興行は最低だな。想定時間も極端に短い」


    　滝ヶ峰は形の上だけぼやいていたそうだが、俺も小手毬も受け入れてもらえたようだ。


    　俺と小手毬はＫＣのおかげで日の目を見ることができました。すべてＫＣのおかげです。だからこそ、幕引きもやっておこうと思いました。俺と小手毬が築いたものを実力も覚悟も両方ない奴やつに使われたくないんで。


    　少し後ろの席では蒼あお褪ざめているスーツ姿の男がいた。斎さい村むらのマネージャーか、ＫＣを運営してる奴か。悪いけど、お前たちの未来はお前たちで作ってくれ。影えい殺さつ師しっていうのは不ふ忠ちゆう者ものなんだ。


    　そのほか、知ってる顔がいくつか見えた。みぞれは立ち上がっていたからすぐわかった。舞まい花かはハンカチで目を覆おおっていた。わがままに生きてごめんな。お前にだけはこれからも謝り続けて生きていかないとな。


    「終わってみると、たいしたことないもんだな」


    　俺はまったく感動していなかった。あらゆる酩めい酊ていから覚めていた。


    「試合が短すぎたのが主な原因だと思いますよ」


    　それもそうだ。


    　俺は小こ手で毬まりの頭に手を載せて、髪をくしゃくしゃ触った。


    　このＫＣで小手毬に触れられたのは俺だけだ。


    



    
      ☆

    


    



    　正月は津つ山やまに里帰りした。


    　住んでいるならともかく、そうでないなら人生で何百回も津山に行くことはきっとないだろう。おそらく数えられなくもない回数だろう。だから、こういう節目の時にはちゃんと戻っておこうという意識もあった。


    　あと、もっと単純な理由があった。


    　小手毬との結婚報告をきちんとしておかないといけない。


    　当然伝えてはいるが、顔を合わせることに意味があるのだ。むしろ、結婚を決めた時点で会いに行っておけって話でもあるのだが、津山はちと遠すぎる。


    　俺は暇ひまだからいいが、小手毬のスケジュール調整に手間取った。アイドルであり、かつ、ＫＣを圧倒的な強さで勝ち抜いたうちの一人──どこの局も出演してほしいに決まっていた。そう長い正月休みは期待できなそうだ。


    「ずいぶん強くなったじゃねえか。結婚前や披露宴前にスポーツ選手は確変を起こすって聞いたことがあるけど、偽いつわりなしだな」


    　親おや父じは俺が鬼神のごとく生まれ変わった理由も聞かずにげらげら下品に笑っていた。ある意味ありがたかった。


    　もしかすると、いまだに俺に話していない秘密を親父もいくつも持っているのかもしれなかった。影えい殺さつ師しっていうのはそういうものだ。


    「せっかく久しぶりに朱す雀ざくちゃんがテレビに出たと思ったのに、すぐ終わっちゃったわ」


    「おふくろ。気にするところ、そこかよ」


    「当然よ。それが親心ってものなの」


    　自分も子供ができたらそんなふうに思うのかな。俺が育てたことのあるものと言ったら、小学校の時に買ってもらった金魚とマリモぐらいだ。マリモは育てると表現するべきか怪しいけど。


    　白びやつ虎こは一足先に帰省していたが、小手毬と顔を合わせると「よかったね、よかったね……二人で幸せになってね……」とすぐに泣き出した。知らない人間が見たら、姉が悲しんで泣いている妹を慰なぐさめているようにしか映らないだろう。


    「いつかこうなる日が来るかなって思ったけど、ちゃんとそういう日が来たんだね」


    「二人で幸せになりますね」


    「うん、二人の間にほかの誰だれかが入ってきちゃいけないもん。お姉ちゃんはお兄ちゃんと一緒にならなきゃダメだもん」


    　小こ手で毬まりのためにここまで喜べる人間は俺を除けばきっと白びやつ虎こしかいない。俺たち家族も他た愛わいのない話ができる空気でもないので、白虎が落ち着いて泣きやむまでじっと待っていた。


    　お雑煮を家族揃そろって食べた。よく知っている味だけど、結局、こういう家庭的なのが一番おいしいんだ。


    　津つ山やまの正月は東京よりずっと静かで、こんなところで暮らすのも悪くないのかもなと思った。もちろん、小手毬はもう東京の人間だ。テレビの仕事は東京でないとできない。


    　東京に戻る前日、親おや父じに「やっと一人前になったな」と不意に言われた。


    「俺はとっくに一人前のつもりだったぞ」


    「ちげえよ。家庭を持つってことが一人前なんだよ」


    　なるほど、そういう考え方もあるのか。


    　これまでの俺と小手毬は、たしかに家庭ごっこだったのかもしれない。


    　東京に帰った途端、小手毬だけじゃなく俺にまで出演依頼が殺到した。結局、一月はなかなか時間がとれなくて、やっと二十四日にひと息つけた。


    　とはいえ、休日は休日でやらないといけないことがたまっていたのだ。


    　二十四日の夜に新しん宿じゆくの居酒屋を予約した。


    



    
      ☆

    


    



    「最強おめでとうございます！」


    　居酒屋で席に着くなり、みぞれの賞賛を受けた。


    　年明けからしばらくＫＣフィーバーで讃たたえられ慣れていたが、仲のいい奴やつに讃えられるのはまた格別だ。


    　みぞれの髪は以前より長くなっていた。短い時はかわいらしい感じだったが、今は大人のほうに完全に傾いている。


    　変わっていくのは俺と小手毬だけじゃない。誰だれもが昨日や去年とは違うものになっていく。時間というものの上に乗ってる以上、俺たちができるのは変わらないことじゃなくて、いいほうに変わることだけだ。


    「まあ、これが俺たちの実力ってことだな」


    「今日はどんどん飲んでくださいね！　みぞれがどんどん飲ませますからね！」


    　すでに飲み会開始前からピッチャーのビールが置かれている。別に戦闘で強くなっても、酒にまで強くなるわけじゃないのでほどほどにしたいのだが、少し減るとみぞれが入れてくる。


    　一方、みぞれのほうはモスコミュールなので足しようがない。自分を安全な状態にしておいて注いでくるとは卑ひ怯きような。


    「その髪型、似合ってるぞ、みぞれ」


    「へへ～、先輩に褒ほめられちゃった！」


    　素直に喜んでくれるみぞれがまぶしい。やっぱり若いっていいなと思う。


    「事務所に所属してた頃ころは戦闘で邪魔にならないように短くしてたんですよね。あと、ほかのアイドルの人とかぶらないほうがいいって。本当は長いほうが好きだったんです。みぞれ、異能力者の事務所に入るまでずっと伸ばしてましたから」


    　つまり、今のみぞれが本来のみぞれってことだ。


    「うん、すごくきれいだ」


    「わ～！　先輩に口説かれちゃってる！　みぞれ、うれしい！」


    　わざとらしく、みぞれが頬ほおに手を当てた。


    「もう入籍してる人に口説かれてもしょうがないですけれどね」


    　舞まい花かが微妙に冷めた顔になった気がしたので、俺もどきっとする。次の瞬間には、もうはんなりとした笑顔に戻っているが。


    　なんか、唐突に真顔になる時があるから怖こわいんだよな……。


    「何か思うところでもありますの、朱す雀ざく？」


    「いや、まったくもって何もない……」


    「まあ、一般論として、告白して振られるよりは口説かれるほうがマシかもしれませんわね」


    　絶対に一般論ではない。


    　話をみぞれの側に戻そう。


    「理系に移ってから、勉強はうまくやれてるか」


    　去年、透とう明めい会かいの事件があったあと、みぞれは異能力者業界を辞めて、理系の学部に転部して頑張っている。


    「最初のうちはついていくのがやっとでしたが、だんだんと慣れてきましたよ！　立派な研究者になりますからね！」


    　みぞれの表情には陰がない。いいな、この突き進むのみっていう感覚。俺もこのぐらいの時期はこうやって前だけ見て──なかったな。高卒で業界入って、仕事なくて困ってた時期だな……。ある種、最も光の当たっていない時期だったかもしれん……。


    「去年は大変なことも多かったですけど、今年はいい一年に──きゃっ！」


    　向かい側中央の川かわ匂わが、手から出した水をみぞれにかけた。


    　水鉄砲ぐらいの分量だが、量の問題じゃない。


    「おい、お前、何してるんだよ！」


    「すいません、霧きり原はらさんが若くてすごくみずみずしかったので、水を与えたらもっと成長するかもと思いました」


    「みぞれは植物じゃねえよ！」


    「本音を言うと、若いのがうらやましいので、ムカつきます」


    　こいつ、本当に自分に正直だな！


    「こうね、母親からメールが来るわけですよ。『いい相手いるの？』とか。かなりの額、家に入れてやってんだから黙っとけよ！　実家の新築、こっちの金で建ててんだよ！」


    「お前の家庭事情なんて知るか！」


    「ははは～、今日もひがみ芸が冴さえてますね～」


    　ナチュラルにみぞれが笑った。


    「芸じゃないですよ！　本当にひがんでるんですよ！　十歳……十二歳若くなりたいんですよ！」


    　仮定法の設定が具体的なんだよ！


    「むしろ、あなたも水かけられたんだから、もっと怒りなさいよ！　いよいよこっちがみじめじゃないですか！」


    「川かわ匂わ、お前がみじめなのは事実だ」


    「追認しなくていいです！」


    　なぜか舞まい花かがぽんぽんと川匂の背中を叩たたいていた。


    「わかりますわ」


    「どうして仕事だけ頑張ったら許されないんでしょうね。人生ってクソゲーですね」


    「風の吹くままというわけにもいきませんわね。わたくしも本命の相手に逃げられたことがあって、なかなかきつかったですわ」


    　ヤバい。この話題の流れはよくないから、全然関係ないものに変えよう。去年の一発屋芸人の話とかそういうのに……。


    　横の小こ手で毬まりにちょろりと目をやったが、我われ関せずという顔でお通しの切り干し大根を食べていた。


    　おい、こっちをどうにかしてくれ……。パートナーなんだから手を貸せ。


    「あの、先輩、小手毬ちゃんとの新婚旅行はどこにするんですか？」


    　みぞれ、もう少し空気読む勉強もしよう。


    　案の定、川匂と舞花が感情を殺した人形みたいな目を向けてきているが、触れないことにする。これ、美う味まい料理が来ても味がわからなくなるやつだ。


    「あ～、新婚旅行ならわたしにいい案がありますよ。高たか尾お山さんとか」


    「近すぎるだろ！」


    　俺の住んでる八はち王おう子じ市内だし、片道二百円もかからん！


    「じゃあ、高こう円えん寺じや西にし荻おぎ窪くぼなんてどうですかね」


    「都内から出させろ」


    「ダメですわよ、蟠ばん龍りゆう院いんさん。もっと遠いところにしませんと。わたくしなら恐おそれ山ざん・熊くま野の一泊二日、死について想いを馳はせるツアーがいいと思いますわ」


    　それ、飛行機使ってもほとんどが移動時間だけで終わりそうだし、だいたい旅行タイトルが暗すぎる。


    　こいつら、絶対にわざとやってるな……。


    「フランスがいいです」


    　お通しを食べ終えた小こ手で毬まりが静かに言った。


    「ああ、お前、いかにもフランス好きそうだもんな」


    　ＫＣの優勝賞金があるし、金銭的には何も問題はない。当然、金がほしくて出たわけではないが、もらえるものはもらっている。


    「でも」


    　そこで小手毬はうつむきながら、顔を赤く染めた。


    「マスター……朱す雀ざくとならどこでもいいです……」


    　そういうことを人前で言うなよ。


    　ずるい。俺もこっ恥ぱずかしくなる。


    「そ、そうだな……。けど、とくに行きたい場所なんてないし、フランスでもいいかな……」


    「じゃあ、フランスにしましょう……。観光地をたくさん巡るんじゃなくて、二人でのんびりするような……」


    「日本酒の強いやつをお代わりしますわ！」


    「徒あだ花ばなさん、付き合いますよ！」


    　舞まい花かと川かわ匂わが謎なぞの結託を見せていた。もう、コンビ組むぞと言い出しかねない感じだった。人間は共通の敵がいると結びつくのだ。


    「イケメンの石油王かイケメンのＩＴ系社長、わたしのところに来い！」


    　ちなみに、この二か月後、川匂と二枚目俳優との熱愛が発覚して、舞花が「女の友情を一ミリでも信じたわたくしの負けですわ！」と般はん若にやみたいな顔になって荒れるのだが、もうちょっと先の話である。


    「先輩は今年はどうするんですか？」


    　みぞれがごく普通に話を振ってきた。マジでこの酒の席にみぞれを呼んでいてよかった。地雷を踏み抜くようなこともしてくるけど。


    「ああ、だらだらと専業主夫っていうのもサマにならんし、考えてることがある」


    　もう俺は『天てん上じよう』じゃない。ＫＣ出場の直前に退しりぞいた。とはいえ、そんなことはみぞれは永久に知らなくていいことだ。


    　仲のいい関係というのは、あらゆることを包み隠さず話すこととは違う。相手のことを第一に考えて知らせる情報の取捨選択ができないようでは、自分と他人という二人の人間がいるだけなのと変わらない。


    「道場をやろうかなって思ってる。影えい殺さつ師しの技術を伝えていくんだ。さすがに煌こう霊れい遣いのほうは無理だけど、影殺師なら異能力者である必要もないしな。実戦本位の武術として意義があると思う」


    「あっ、それ、すごく先輩らしいです！」


    「うん。何人、希望者がいるかもわからないんだけどな。軍資金ならあるし、三み十そ路じになる前に新しいことに挑戦してみようって」


    　ＫＣの優勝賞金で豪遊するよりはよほど建設的な金の使い方だろう。


    　とはいえ、俺の発案でもないんだけどな。


    　また、前ぶれなく部屋を訪ねてきた菊きく坂さかミライに言われたのだ。


    『あなたが道場をやってください。それに私が入門して、あなたを倒す技術を学びます』


    　なんてふざけた理由だと思ったが、たしかに『天てん上じよう』を辞めると対外的なだけでなく本当に無職になってしまうので、悪い話じゃなかった。それに俺がこれまでに培つちかってきた技術がちゃんと意味を持つ。


    『もし、道場を作らなかったら、ずっとあなたをつけ狙ねらいますからね。最低でも睡眠不足ぐらいにはしてやりますから』


    　それ迷惑防止条例かなんかの違反だぞ。


    　ストーキングを続けられるよりは門下生にするほうがマシだったので、道場は本当に開く方向で考えていた。いくつも機材や設備がいる職業ではないし、できなくはないだろう。


    「希望者なんて門前市いちを成すほどに来ますわよ。朱す雀ざくは最強なんですもの。強くなりたい方なら間違いなく、ここに通いますわ」


    　舞まい花かは何の抵抗もなく俺を最強と呼んだ。


    　やましい気持ちもなく、俺もそれを受け入れた。


    　俺と小こ手で毬まりは世界最強だ。


    　ＫＣの衝撃はとある歌合戦をはるかに超えた。歌の感動より俺たちの戦闘による感動のほうが大きかった。


    　異能力者としての異能力を使っての戦い自体はここでけりがついたと言っていい。引退試合としてあれより素晴らしいものはきっとないだろう。


    　だからこそ、次にやる何かはきっと新しい荒野になる。俺たちが開拓していくしかない。


    　なんてことを考えていたら、川かわ匂わにまさにこんなことを言われた。


    「別に道場に三人しかいなくてもいいんですよ」


    　いや、経営的な問題でまずいだろと思ったが川匂の目は酔ってはいなかった。


    「あなたは第一人者なんですから、どんな生き方をしたって、その生き方がみんなの手本になるんです。だから好き勝手に生きればいいし、好き勝手に生きることしか許されてないんですよ。誰だれの真ま似ねもやりようがないんですから」


    「お前、時としてすごく真ま面じ目めなこと言うよな」


    「黙れ。水を喰くらえ！」


    　──ブシャアアアア！


    　本当に水が飛んできた！


    「最悪だ！　なんで水かけられるんだよ！　そのうえ、なんか臭くさい！」


    「そうでしょう、そうでしょう。さっきの水と違って臭い水です。飲み水にも適しません」


    「ふざけんな！」


    「嫌いやなことは水に流しましょう」


    「何をうまいこと言ったみたいにまとめようとしてんだよ！」


    「じゃあ、みぞれも氷出しましょうか？」


    「余計な提案しなくていい！」


    　飲み会は主に川かわ匂わのせいで狂乱の体ていになった。


    　だけど、こんなに面白い飲み会は長らくなかったと思う。


    　きっと未来を楽しもうとしてるからなんだろうな。
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    　二十歳の頃ころより、三十歳が近い今の俺のほうが輝いている。


    　ずっと何がしかの悩みがまとわりついてきた。悩みをつぶしてもまた次の悩みがだるま落としみたいに落ちてきた。


    　今の俺は奇跡的に悩みがない。


    　本当に奇跡なのかもしれない。


    



    
      ☆

    


    



    　この世の中には明文化されてないルールが腐るほどあって、それが人間の生き方を自然と規定している。あえてルールからはずれていこうとすることもできるけれど、それだってルールを意識してるんだから同じことだ。


    　小こ手で毬まりもそのルールに従うことに決めたらしい。


    　桜の開花予想がテレビの天気予報ではじまりだした頃、俺と小手毬は普段乗らない方向の電車に乗って、郊外に出た。


    　関東某所の山中にとある療養施設がある。そこに俺と小手毬は来ていた。


    　最寄りの駅で菊きく坂さかミライが待ってくれていた。病院には路線バスもシャトルバスもないから、タクシーで行くしかない。大病院ではないから利用者の数も知れているのだ。


    　車中で菊坂は「おこしいただいたこと、感謝します」と言った。


    　まるで角つの筈はず家の人間みたいな言葉だと思った。


    　でも、そのとおりなのかもしれない。バジルが何を考えて生きてきたかはわからないけれど、ずっとバジルと向き合ってきたのは菊坂だった。それは単純な事実だ。


    　面会用のスペースはきれいな大きいガラスが張られていて、よく日が入ってきた。高台にあるから、ふもとの駅前あたりまでもが見渡せた。まるで天国から下界を見ているようだった。


    　そこのテーブルで待っていると、やがて菊坂が角筈バジルを連れてきた。


    　バジルは足取りは危なっかしかったが、たしかに二本の足で歩いていた。細いけれど、たしかにあいつの足だ。マッドサイエンティスト時代の傲ごう慢まんさみたいなものは見えなかったけれど、かえってそれがあいつを人間らしくしている。過去に見た時の鮮やかな金髪はくすんでしまっていたが、血色もそう悪くなかった。


    　バジルは別人にきれいに生まれ変わっていると思った。


    「エリザ姉さん」


    　バジルは小手毬を認めると、まずそうつぶやいた。


    　小手毬はバジルのすぐ前まで行って、足を止めた。


    　他人にしては近すぎる距離だった。


    「私はエリザではなく、小手毬です」


    　これまでと変わらない小こ手で毬まりの言葉。


    「けれど、もう煌こう霊れいではなく人間ですから、自分がかつていた角つの筈はず家の家族のことも覚えています。泣き虫だった弟のことも」


    　バジルは目に涙をためた。


    「エリザ姉さん」


    「名前は小手毬に変わりましたよ。エリザはもう死んだんです」


    　俺は離れたところで、小手毬よりもバジルのほうを見ていた。まだ、あいつの言葉は「エリザ姉さん」しか聞いていなかったから、あいつが元に戻ったのかどうかもよくわからなかった。


    　小手毬はゆっくりと腕を開いて、バジルを抱きとめた。


    「エリザ姉さんが生きていてよかった」


    　バジルの声は落ち着いていて、やさしかった。それは親族に向ける種類のやさしさだった。


    「だから、小手毬だと言っているでしょう」


    「僕にとっては姉さんはエリザなんです」


    　バジルの泣き顔は小手毬の面影が残っている線の細いものだった。きっと、あいつは姉のあたたかさみたいなものを受け止めようとしているんだろう。俺が聞き取れるような言葉ももう聞こえることはなかった。


    　菊きく坂さかは二人の様子を確認すると、俺のほうに寄ってきた。


    「少しの間、二人きりにさせてあげていただけませんか？」


    「そうだな。ずっと俺の顔が見えたら、バジルも落ち着かないよな」


    　俺だって白びやつ虎こと二人で話がしたい時もある。まあ、小手毬は元から身内みたいなものだから、俺と白虎の間にいてもらってもまったくかまわないけれど。


    　俺と菊坂はしばらく離れたカフェスペースで、道場の話をしていた。俺よりも菊坂のほうが具体的に話を語るので、俺は軽く辟へき易えきした。


    「あのさ、道場を開いたあと、経営に関してはお前に任せていいか？　ていうか、お前に手伝ってもらったほうが道場開設も早くできそうなんだよな」


    「私にやらせたら、お金を着服するかもしれませんよ。あなたへの復ふく讐しゆうだったら心も痛みませんし」


    「そのリスクも込みでお前を信用したくなってきた。俺がイチから経営を学ぶよりはずっといい」


    「まあ、騙だますとしても、騙されてるってわからないように騙してあげますけどね」


    　本当にこいつ、雇おうかな。どのみち、経理に一人ぐらい必要だろうし。


    　もしお金を使いこまれたら、また稼げばいい。


    　正直なところ、金がないことなんて、苦しみや恐怖の中ではけっこうレベルの低いものなんだよな。殺されかけたり、小手毬がいなくなったり、もっとつらいものはいくつも経験してきてしまった。


    　本当に嫌いやな記憶も多いから、思い出の一ページだなんて甘い言葉で片付ける気はしないけれど、それを否定してしまうこともできない。そんな悲劇も俺の人生を構成している要素なんだ。


    「やけに穏おだやかな顔をしてますね」


    　不審そうに菊きく坂さかが言った。


    「穏やかなんだったら問題ないだろ」


    「修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきた人間がする顔ではないですよ」


    　言葉にされると、実にあっさりした感じになるな。


    「きっとお前が想像してるより、よっぽど激動の人生だったさ」


    　しばらくすると、小こ手で毬まりが一人で俺たちのところにやってきた。


    「話はできたか？」


    　小手毬は力強くうなずいた。


    「人のためになるような人生を送れと言ってきました」


    　小手毬の言葉ならあいつも従うだろう。


    「あの……朱す雀ざく、お願いがあるんですが」


    　小手毬は上うわ目め遣づかいで俺の顔を見つめた。まだ俺の名を呼ぶのに慣れていない。


    「今度、私の生みの親に会いに行ってもいいでしょうか？」


    　なんだ、そんなことか。


    　角つの筈はず家にもあいさつに行く、当たり前のことだ。


    「生みの親に会うなっていうのは煌こう霊れいの規則だからな。お前は人間だ。何の問題もない」


    「ありがとうございます」


    「礼を言うことじゃない」


    　むしろ、わざわざ礼を言わないでくれ。


    　案外と小手毬にはしょうもない抵抗みたいなものが残ってるな。


    　これからもこんなしょうもないものを見つけたら、どんどん消していこう。


    　小手毬が悩んだり苦しんだりするモノやコト。


    　それが俺が次に戦うべき敵だ。


    　もちろん、俺が勝つ。


    



    　帰りの特急の車中、俺たちはフランス旅行の話をした。旅行というのは計画をしている時が一番楽しいというけれど、そうかもしれない。


    「朱雀はどこか行きたいところはなかったんですか？」


    　途中駅を発車して電車が大きく左右に揺れた時に、窓際の席に座っていた小手毬が尋ねた。そういや、俺は希望地を何も言ってなかった。


    「しいて言えば、すごく遠いところ。はるか彼方かなた。だから、フランスでよかった」


    「やけに抽象的ですね」


    　見たい場所があったわけじゃないからな。


    「今いるところから一度離れて戻ってきたいんだよ。これから俺たちの人生は次のステップに入るんだから」


    　旅が一つのスイッチになればいいなと思った。川の途中にある大きな滝のような、いい意味での断絶に。最初から二人きり幸せでいられるような。だけど、それを言葉にしようとすると、小こ手で毬まりの言うとおり抽象的で感覚的でうまく伝わったかはわからない。


    　小手毬はわかったとは言わなかった。


    　代わりに俺の手をぎゅうっと握った。


    　ああ、もう、絶対に大丈夫だ。


    　俺は通路をはさんで向かいの席に客がいないのを確認してから、小手毬にキスをした。


    　電車の揺れと小手毬を感じた。
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    エピローグ


    


    


    　道場は当初、午前九時から開けていたが、平日午前にはじめたところで参加者がろくにいないので、結局夕方十六時開始が平日のデフォになった。


    　現在六年目。門下生は五十人ぐらい。数だけ聞くとぎゅうぎゅうのようだが、一週間や二週間に一回の人間も含めてだし、なかば幽霊門下生みたいなのもいるから、常に五十人で埋まっているわけもなく、広々としているほどだ。


    「吉よし村むらさん、体が歪ゆがんでますね。もう少し右足を内側に持ってきてください。そう、そう！　さっきよりよくなってますよ！」


    　道着を着た菊きく坂さかが新人をトレーニングしていた。


    　異能力者以外ではまさかのあいつが一番成長した。今では初心者のコーチを任せている。経理関係も任せている。人生というのはわからないものだ。努力だけで乗り越えられてしまう壁というのも実際にあるらしい。


    「うん、悪くないです。いいですか？　人間というのは身体感覚と実際の動きにズレがあるんです。吉村さんの場合は体を意識的に左に寄せるぐらいでちょうど真ん中に来るんです。左足もこころなしか左側に！」


    「あいつ、基礎の教え方だけは俺よりうまいな」


    　感心しながら見ていた。俺と意識しているポイントが明らかに違う。


    「基礎でつまずいた人は基礎がよく見えるんですよ。あなたはそんなところで意識したことがないですから」


    　ゴスロリ服の小こ手で毬まりが俺の横で理由を解説する。俺が館長で小手毬が副館長だ。副館長がゴスロリ服ってどうなの？　という気もするが、道場着は全然着てくれない。生徒もその小手毬に勝てないのだから文句も言いづらいらしい。


    「ところで、今日は稽けい古こをつけないんですか？　腕組みして突っ立ったままですけど」


    「新しい生徒が来るので待ってるんだ」


    「そういえば五時前にはいらっしゃるそうでしたね」


    　噂うわさをすればなんとやらで、そこに幼稚園児ぐらいのかわいらしい少女が入ってきた。


    　最初のうちは道場の空気にビビって泣いちゃう子もいるが、その子は興味のほうがまさっているようで、きょろきょろと周囲に目を配っていた。


    　そこにそれより少し背の低い幼児──ていうか、うちの長男の深み珠たまが近づいていく。


    「こんにちは！　道場へようこそ！　冬ふゆ川かわ深珠です！　よろしく！」


    　深珠はやけに勢いこんで自己紹介をする。元気があるというか、元気ばかりが空回りしていると言ったほうが正しい。


    「柏かしわ木ぎ明あ日す夏かです、よろしくお願いします」


    　相手の少女はぺこりという音が聞こえてきそうなほど、きれいなお辞儀をした。


    「じゃあ！　まずは準備運動をします！」


    「はい」


    　深み珠たまの動きを明日夏ちゃんのほうは目で追って、真ま似ねをする。


    　呼吸一つ分遅れている彼女の動作。


    　それがだんだんと深珠に合うようになっていく。


    　いつのまにか、二人が同時に体を動かしていた。もう、どちらがどちらの真似をしはじめたのかわからない。


    「筋はいいようですね」


    「いくらなんでも準備運動だけじゃわからないだろ」


    「筋が悪かったとしても、深珠が教えるんだから成長しますよ」


    　親バカか。


    「しばらくはあいつに任せておくか。保護者との話もあるし」


    　明日夏ちゃんより遅れること三分、スーツ姿の母親が入ってきた。その顔がわかる生徒たちの一部が手を止めた。異能力者業界の有名人が来ることはちょくちょくあるけれど、これだけの大物はそうそうない。


    「今日から娘がお世話になります」


    　滝たきヶが峰みね──今もこいつは仕事ではこの名前でやってるからこれを使う──が俺に丁てい寧ねい語で言った。


    「生理的に落ち着かないんで、タメ口でお願いできませんか？」


    「お互い、社会人だから丁寧なぐらいでいいと思うが、お前が嫌いやだと言うなら合わせてやる。これでいいか？」


    「そう、それで」


    「お疲れ様です」


    　小こ手で毬まりも滝ヶ峰に頭を下げた。芸能界で今もバリバリ働いてるだけあって、対人能力は小手毬のほうが俺よりはるかに高い。


    「天使のような娘さんですね」


    「よく言われる」


    　そこは謙けん遜そんしろよ。親バカだらけか。


    「だが、ずっと甘やかすのもよくないので、ここに入れることにした」


    「お子さんはちゃんと教えますから滝ヶ峰さんもご安心ください」


    　小手毬が請け合うほうが滝ヶ峰も信用できるだろう。


    「深珠も同世代の子がいなくて退屈していたので、ちょうどよかったです。切せつ磋さ琢たく磨まする相手は必要ですから」


    「明あ日す夏かは覚えがいいから、すぐに追い抜くかもしれんがな」


    　こいつ、マジで親バカなのかと思いながら、小こ手で毬まりと滝たきヶが峰みねのやりとりを聞いていた。


    「私はえこひいきすることなく教えますから、彼女の覚えがいいならどんどんと伸ばしていきますよ。この道場に入ったからには私の娘みたいなものです」


    「もし、わがままを言っていたら私に伝えてくれ。家で叱しかっておく」


    「私は叱る時には叱りますから、家では普通に接してあげてください」


    　おい、道場主は俺なんだから、俺抜きで話進めるのやめてくれませんかね……。


    「滝ヶ峰さんは娘さんを異能力者業界に入れるつもりなんですか？」


    「火を起こすようなことはできる。しかし、業界に入れるかはまだ、わからん」


    　滝ヶ峰は小さく首を横に振った。


    「明日夏の希望に沿いたいと思うし、そもそも業界だって十年先がどうなっているか読めん。私でも三年先ぐらいが限界だ。そっちの深み珠たま君はどうするんだ？」


    「私は異能力者にしたいんですけど、まずは一日一日を一生懸命にやってもらうことですね。影えい殺さつ師しは基本的に後天的なものですから。結果はあとからついてきます」


    　口をはさむタイミングが読めないので、俺は途中から子供同士のやりとりに視線を移した。母親二人の会話に俺だけ仲間はずれだ。


    「腕はこんなふうに振るんだよ！　こう！　こう！」


    「こう……？」


    「もっとまっすぐ！　こう！」


    「こう？」


    　動きに無駄の多い型だけど、ひとまず今のところはあれでいいか。息子が教えたがりだとは思わなかった。あんまりやりすぎると、そのうちうざがられるからな。距離感も学べよ。


    「センスはよさそうか？」


    　滝ヶ峰がこっちに声をかけてきた。


    「いくらなんでも、これだけじゃわかりませんよ。一週間は見させてください」


    「ああ、あと、お前の息子に娘はやらんからな」


    「先輩、あえて口で言いますけど、重度の親バカですね」


    　まだ小学校入学前だろ。何を警戒してるんだよ。戦国時代の政略結婚か。


    「今は問題ない。だが、十年経たつとわからんだろうが」


    「それは、まあ……わかんないですけど、その年とし頃ごろの娘さんなら年上の男にあこがれるから、深珠は対象外じゃないですかね……」


    「明日夏からは何の感情もなくても、深珠君の初恋の相手が明日夏ということもあるかもしれん」


    「そこまで懸念するんだったら道場に通わせないでくださいよ」


    　こいつ、親になるとこんなに面倒くさいのかよ。


    　子供ができると急に性格が変わる奴やつがたまにいるが、親になる前から知ってる側からすると若干の寂しさと侘わびしさとかなりのうっとうしさを感じるのでやめてほしい。そういえば、こいつ、年賀状が家族写真をプリントしたタイプだった。


    「私のもとに置いておくと甘やかしすぎるから、適度に離しておけと夫に言われた」


    「仔こ犬いぬ丸まる、よく物事が見えてますね」


    「だが、自分のこととなると甘いんだ。思ったより体重が増えていて、ダイエットに励んでいる」


    「とくにそっちの家族は見た目が大事ですからね。両親揃そろってもともと顔で売ってた部分が大きいですから」


    　しょうもない話をしながら、俺たちは子供世代の練習風景を見つめていた。


    　二十年後、あいつらはどんな風景を見ているだろうか。


    　俺たちみたいに死線を何度もかいくぐっているだろうか。


    　ありふれた生き方と、けれども本人にとってはかけがえのない幸せを手にしているだろうか。


    　すべてはお前たちの人生だ。好きなように生きろ。


    　俺たちが好きなように生きて、どうにかやっていけているように。


    「最近の業界はどうです？」


    「大会に関しては斎さい村むらがそれなりに引っ張っている。あいつの弟子みたいなポジションの連中も頑張っているな」


    「まあ、たいていは『御おん大たい』の後輩でしょうけどね」


    「徒あだ花ばな舞まい花かは舞台のほうでそれなりに活躍している」


    「それは知ってます。舞花とみぞれは交流あるんで」


    　みぞれの場合は論文が送られてくるんだけど、悪いが、実験データみたいのが並んでいるだけで、どう読めばいいかさっぱりわかってない。今のところは順調に研究者の道を進んでるんだろう。


    　道場の時計が夕方五時を差した。


    「休憩！　休憩です！　水分は必ずとってくださいね」


    　小こ手で毬まりの練習を止める声が道場に響き渡る。


    　それを合図に、深み珠たまがこちらに駆け寄ろうとした。


    　その途中で思いきり転んだ。


    　わずかなタイムラグのあとで泣き出した。


    　俺は心配するより先に笑ってしまった。


    　深珠、お前は人生であと五千回ぐらい転ぶ破は目めになる。それは人間の宿命だ。だけど、起き上がるしかないんだ。泣こうがわめこうが起き上がらないといけないんだ。それでまた転ぶ。また起き上がる。また転ぶ。転んだままの奴やつが負けで、起き上がった奴が勝ちだ。


    「今のうちに転ぶのに慣れろ」


    　明あ日す夏かちゃんが手を差し伸べて、深み珠たまを立たせた。向こうの子のほうがしっかりしてる気がする。それとも年齢の差だろうか。


    　俺には手を出して深珠を引っ張りあげた彼女が天使みたいに見えた。


    　転んでもどうにかあがいていると、時折そんな天使がハローと言ってやってくるんだ。俺も人生で何人かの天使に助けられた。その時々で天使の名前は舞まい花かだったり滝たきヶが峰みねだったりした。


    　お前も天使が見えるまで耐えろ。もし見つかったら絶対に逃すな。天使は起き上がってる奴を一気に空まで持ち上げてくれるんだ。


    　手をつないで戻ってくる子供を、小こ手で毬まりと滝ヶ峰がやさしく出迎えた。


    「転んだけど我慢しましたね。偉いですよ」


    　深珠を抱きとめている小手毬と目が合った。


    「小手毬、幸せそうだな」


    「なんですか、いきなり」


    　小手毬はくすくすと笑った。


    「私たちは幸せになるまで戦ってきましたからね」


    　本当に、本当に長い戦いだった。


    　そしてまだまだ人生という戦いは続いていく。

  


  
    　あとがき


    



    『不ふ戦せん無む敵てきの影殺師ヴアージン・ナイフ』、これにて完結となりました。最後までお付き合いいただきまして、本当にありがとうございました。


    　最後なので、少しばかりいつもより長く書こうかなと思います。


    　まず、今巻のことについて。下記ネタバレ要素があるので、本編がまだの方はあとで読んでください。


    　当初、ラストは最後のＫＣの舞台にまさに出ていくようなところで終わりにしようかと考えていました。


    　ぶっちゃけ、印象としてはそのほうがかっこいいはずです。


    　ただ、本シリーズのコンセプト（別に最初から意識していたというわけではないのですが）は、異能力者の華やかさからかけ離れた地続きの面倒くささや苦しさみたいなものです。となると、最後をあまり印象的なシーンで終わらせるというのは何かおかしいのではと思い、蛇だ足そく的な後日談の部分をかなり書くことにしました。


    　冬ふゆ川かわ朱す雀ざくと小こ手で毬まりという人間の人生は当然ながらＫＣに出て終わるわけではないですから、その地続きの部分も書いていくべきだなと判断した結果です。ご理解いただけると幸いです。


    　続きまして、シリーズに関する話などもさせてください。


    　最初期の、いわば作品タイトルすら何もないような、書きはじめた当初の段階では、この小説は出版業界というか個人事業主の悲哀みたいなものを戯画化したものでした。実際、作中の企業名やイベント名なども、これ、裏の意味があるだろうと意図的に勘繰れるように作っていました。


    　なんで、そんなことをしていたかというと、元々ごく親しい同業者が読んで笑ってもらうような意図で勢いに任せて書き出したものだったからです。


    　しかし、思いのほか筆がのってくるに従って、主人公がもがきながら足あ掻がきながらどうにかこうにか生きていく話を書くことが主眼になっていきました。


    　今もそうかもしれませんが、書きはじめた頃も主人公がとにかく最強系の話がたくさん世に出回っていて、正直読者として読んでる分には自分でも違和感も何もないのですが、現実に照らし合わせると「これウソやん」という思いはありました。


    　もちろん現実が厳しくてままならんから癒いやしとして主人公最強の話を求める部分も絶対あります。ですが、それだと現実を生き抜く処しよ方ほう箋せん的な意味合いはないことになります。主人公最強の話を読んでも読んだ人間は別に最強にはならんし、それで最強を目指す生き方にシフトすることも普通はないでしょう。


    　じゃあ、とことんつらい現実にぶつかってる主人公がつぶされそうになりながら生き抜いていく話を書くのは、それはそれで意義があるかなと考えるようになりました。


    　それで書いていっているうちに、結局、一冊分に近い分量のものになってしまい、当時の編集さんにお見せしたところ、シリーズで出る形になった次第です。本になった時には、結局業界ネタな要素はかなり後景に退いていて、朱す雀ざくという異能力者の人生の記録みたいなものになりました。


    　しかし、ここで冒頭に書いたことが関係してくるんですが、人生っていうのは華やかな部分もあったとしても、大半は地味で面倒くさいことなわけです。


    　となると、一巻の最後でＫＣという大会で優勝して、きれいに終わってること自体が欺ぎ瞞まんなわけですよね。別にそこまで常に意識してたわけではないのですが、結局シリーズ化するにあたり、優勝しても結局面倒くさいことも地味なことも続くのが人生ですよねということを合計七巻使って書く形になりました。


    　あらためて言いますが、ここまでお付き合いいただきまして、本当にありがとうございました。こういう一言で言えば泥どろ臭くさい話が商品価値をずっと持ってこうして世に出ていることに作り手として感謝します。


    　異能力者業界なんてものは実在はしませんが、内部で起こってる人間関係系統の悩みとか問題は、現実の職場や組織でもかなりの程度あてはまるように作りました。むしろ、現実に起きている問題や人間関係の衝突などを作中に入れてリアリティを出すことにつとめました。


    　なので、この小説を学生の人が読んでるのかはなはだ怪しいのですが、もしいらっしゃったら生き方のなんらかの参考になるかと思います。小説っていうメディアの時点で実用性って限りなく皆無なのですが、どうせなら役立ててもらったほうが作者としてもうれしいので、どうか使ってやってください。


    



    　一巻からイラストを担当してくださったにぃとさん、本当にありがとうございました。まさか、こんなにたくさんのキャラを担当していただくことになるとは思っていませんでした。おそらく、多くの読者の方に、にぃとさんのキャラが、キャラ以上に人間のように映っていることだと思います。


    　かなりの長丁場になりましたが、ずっとお付き合いいただいた出版社や書店の方にもしっかりとお礼を言いたいです。


    　振り返ってみれば、幸せなシリーズであったなと思います。とはいえ、このシリーズが終わることと自分が小説を書くのを終えることはイコールでも何でもないので、まだまだ小説を書いていかないといけないし、新作もすでに自分の中では予定しております。『不ふ戦せん無む敵てきの影殺師ヴアージン・ナイフ』の次は、こういう方向で人間の面倒くささを書いてきたかと思ってもらえるようなものを出すつもりですので、少しばかりお待ちください。


    



    
      ＧＷが過ぎて急に暑くなってきた頃　　　　　森もり田た季き節せつ
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    今回で最終巻です。朱雀と小手毬の戦いを最後まで見届けてやってください。
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